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復刻にあたって

一、! 京本の品i 名 は i大のように変遷している 。

fl民J，Jljill 築協会制{λ;誌J (大 IE 6  {f 9  )J - 7  1f'12 )J )  

f ll 木ill 築協会雑誌J (大 11: 8 年 1 )J - 8 年12) J  )  

f! &築と社会J ( 大正 9 年 1 )  J 以降)

ぷ紙を nl 二縮小して以Sました場合がある 。 また、! J il 本が断

絞されているため、不完全なものがある 。

"  1析裁による不完全な文ナ: は創lみ l在したものがある 。

}A紙のl t J lJ 色は一色 に 統ー したため JJi( 本とは災なる 。

ｲｬ 絵はカラーのｴＨも全てｾ，ｊＮｉ， - 色で印刷した 。

「会幸 ｉｾｊ の ｪ 岳民には乱れがあるが、 ｊｊｪｬ 本のままとした 。

名集ごとの「総 11 U<J は、発見できたものに限り、談、'i W，

の第 - ｾｪ の前に ｬ 以鈷した 。

話 ｩｾ 長紙は、 ｲ 第 一 ｷ，第 一 り 』 に限り収鈷した 。

日次の発行日は、奥付に記されたものを採用した。

，j i j H広行の一吉11&び後H 広; りは以$; f <しなかった。rJ ，よ;fi -凡山」

「広行 ＱＱ［ 欠」および ｲ Ｑ 制改 ｊｾ ;I r  - 'f.L J  ( 似主IJ に際し新たに車IL

み、 H け加えた) を参! ! 日してなi きたい。

また、 ｊ ｊＮ｟ｾ ;';- ＡＮＧｃ には ｾｾｴ (1 のt ( が十l けられているため、本似

刻版のJぶ;'r t( の! . ' l は - l ' t していない。

本復刻版は日本主主築協会所lみの JJ 日本を{ 必川した 。

(イ.; ｾ＠ 1I'，Jt反)
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建 築 乞 祉 曾

第26輯 第 7 波 昭和18年 7 月設行
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七 月 例 曾 ? 象 告

新釘打構造に闘する講演曾を 7 月例舎として開催の旨本誌 6 月競に珠告の

通り下記衣第によ P開催致しますから多数御来聴を歓迎いたします。

日 時 七 月 下 旬

曾 場 未 定

( 本競費行までに日時、曾場等決定出来粂ねますので改めて曾L

員各位に御通知申上げます /  

講 師 第七産軍航空技術研究所

陸 軍 建 技 大 尉 高 山 馨氏

舎費梯込人氏名不詳に付照曾の件

下記二件夫れ々々振替梯込に接しましたが何れも梯込人受取人共に日本建

築協曾とのみ記入あ Dて梯込人の住所氏名が不詳であ D ますので整王率一k 困却

致して居 Dますから御心嘗 Dの方は至念御通知を願ひます

1 . 昭和 18年 l 月29 日附京都寺町二健局振替梯込金査閲也( 梯込目的不明)

2. 昭 和 18年6月28 日大阪克町局振替掛込金四閲也( 曾費3月よ .!?6月まで分)

昭 和 18 年 7 月

世 固 法 人 日 本 建 築 協



土木建築業関係職別ヱ事業の

統 制 機 構 整 備 に 就 て

支那事費を時機として一昨年12月 8 日 長くも

米英陀封し宜戟の大詔換蛮せらる. l . 1 ' L 及び、支那

事饗は蕊陀大東亙戦へと抜大、東互に幡路ナる米

英の勢力を徹底的に排除し、以て東亜永遠の繁栄

の基礎を固むる大東亙共栄圏確立に件、ふ大東! i [ 戟

挙が誘起さる与に至った。世界に冠絶する勇猛無

比主主る帝園陸海空軍は、あの緒竜誌に於ける筋 た々

る戟果に引観き蓮戦連軍事向ふ所敵君主く 、何れむ決

戦場陀於ても凱袖ー燭輝く戦果は愈々反枢軸陣畿

をして震寂; せしめつ L ある。然れ共其の反面猛烈

友反攻精神を煽揚しつ ι ある 事は事宜である。

彼の庚大なる占領治下の軍事施設に復奮建設に

銃後圏内に於ては軍需品重要産業む増産K 件、ふ建

設、又は防空施設等々其の他百般の建設事業は凡

て吾々が上木建築業者の手に依るものである。随

って要求される重要建設の九てを満足せしむる丈

けの態勢佐確立し. 而して各種建設工業の凶滑友

る推進をと行ひ、大東亜共栄圏確立の建設工作を可

及的速かに完途せんが震には、土建業界の全能至宝

力を傘げて之が建設にー塊の火となれ全! 国一如

の挺身が要請される。，e . pち、金業傘げて一丸とな

り工事能力者と結集して高度の能率を穆げねばなら

ぬ。此の工事能力を以てしで も泉の沸くが如くヨた

から次と姿求される建設工事は満足に膝へべくも

無いのでるる。然 し友がら不可能を可能と主主し、

圏家の要請に感へる事とそ超非常時局K 於ける圏

民に負はされたる祭ある責務でるれ之を貫徹し

てとそ赤誠の蛮露友りと謂ひ得るのである。夫々

の職域を通じて不可能を可能ならしめる民撃なる

職域敢闘は、火線の将兵と寸竜も費り無き銃後陣

瞥む第一綿でもある。而して之等の根本問題a : : 解

決するには、園民締力の生産建設戟必勝への徹底

的夜結集が献 ぐ可からぢる要因であると共に 、t資

一 ノ 瀬 正

金努力資材輸主主力等の重要要素が一定組織の下に

醤化され事業計輩機関の設置業界の統制機織整備

其の他百般の施策が必要である 。

吾ーが園の枇舎経済組織、其の他凡百の奮秩序が

大東亜戦守完途目的の震に嬰草され、改善警されつ

ム遅うるのであって、直接戦守に開戦を有し念を要

ナるものは既陀其の統制機構整備を了し、図家の

要請するととるに従って居るのでるる。カミムる民

業を傘げて戦力増強に蓮進しつ. l . l f > る秋に堂れ

必然的陀然も必至的に土建界C 統制機構整備も不

可避的左足針照とえE りつ. 1. ｾうったが、事業の性質が

複雑多岐に渡れ他の業界に比し業態が特異性を

持って居る結よりして‘ 統制機構整備の手段方法

等の正確定主る解決が疑問視せられて居たのである

が、今回商工省企業局陀於て、然も建築出身の伊

藤技師に依って土木建築関係職別工事業統制機構

整備要網が 2 月 8 日附各地方長官宛陀蛮せられた

のである。

此の通! 諜は土木建築業界の下部組織の統制機構

整備笑である。之a : ' 以て全土木建築業界の統制機

構整備が確立するのでは決して無いのでるる事は

言￣ＺＺＧ婆しない。業界上ｾ部の動き商工省、堂局の言

動新聞雑誌の論調等を綜合する陀、ヨえの援友結論

を得られるのでるる。

1 . 職種別工事業者の統制機構整備

2.包括請負業者( 中級請負業者) の統制機構整備

3. 代表的請負業者の統制機構整備

以上の三階級に分類して之等の持つ各々の能力技

能等を園家の要請する庭に依り統制運替し、職域

を通じて園家ーに御奉公せしめんとするもの L 様 で

ある。

地方長官宛溌せられた統制様構繋整要綱次の通

りである。

1  V II 



土 木 建 築 業 関 係 職 別 工 事 業 ノ 統 制 機

様 整 備 ニ 閥 ス ル 件

土木建築業調係磁別工事業ノ統制機構ヲ整備シ、土木

建築業ノ統制煙管ニ資スルコトノ、、喫緊ノ; 要務ナルヲ以

テ今般別紙要綱ニ依リ之ガ整備ヲ圃ルコトト相成侯= 付

テハ左記事項後了悉ノ上至念之ガ笈施方後攻計相成度比

段及遁篠{ 戻也

記

1  . 別紙要綱二塁走キ整備セラレタル組合ノ i郡合組織ニ付

テハi阜市指示相I i ! G' レ予安定ナル= ト

2. 綜合詩負ヲ管ム者ト蜂モ土工事業、鳶祭若ハ手偉業

叉ハ大工工事業等ヲ併セ轡ム者ハ道府県菜土木建築工業

組合ヲ股退シ夫々別紙要綱二基キ整備セラルル組合エ

加入セシムルコト

3. 別紙要綱玄第二項ノ曾社ノ設立ニ付テハ殻メ蛍省、二

打合［［Ｇｾミスコト

4. 瓦工事業ニ付テハ昭和十七年六月二十九日附一七化

局第二八一八銭高工省化察局長及効便局長官通牒「粘

土瓦ノ統制ニ関スル件」ノ趣旨エ依リ工業組合 7 設立

スルコト筒スレ 1 ト工事業ニ付テモ同趣旨ニ依リ措置

スJ レコト

Ｕ 、鈴工事業］付テハ ｭ］ 二道府 Ａｭ ｽｊ ｕＮＺＺＮｬｾ 銘喰闘日ヱ二関

スル工業組合存スル場合ニ於テハ必要二感ジ之ヲ改組

改稿セシメ別紙要綱ノ組合トスルコト

6. 木製遺具様込ヱ事業及家具袋飾工事業二関シ昭和十

七年六月玄白附一七化局第二四八二競商工省、化摩局長

及同振興部長通牒 f木製品二関 Z ル工業組合ノ! 盤備ニ

闘スル件」ニ依リ整備セラレタル工業組合ハ現在ノ億

存綴セシムルコト

7. ｾを袋業、盛業、電気図 ｅ 餌工事業、配管設備工事業ニ

付テハ既存ノ道府! 採別ノ工業組合ハ現在ノ依存綬セシ

ムルコ人向塗袋工事業二付テハ組合内ニ建築設袋部

曾7 設クルコト

8. 保混保冷工事業ニ付テハ既存ノフロック別ノ工業組

合ハ之 7 統合セシメテ全閣一周/ 工業手E合ト篤シ之ヲ

別紙要綱ノ組合トスルコト

9. 築櫨工事業= 付テハ既存ノ内地一因ノ工業組合ハ現

存ノ、健存続1セシムルコト

(! i1J]紙)

土 木 建 築 業 関 係 職 別 工 事 業 統 制 機 構

整 備 要 綱

1  . 土木建築業関係工事談者ハ原則ト シテ別記職種別ニ

工業組合ヲ結成セシムルコト

2. 地方ノ事情二依リ別記職種ノ二以上叉ハ別記職種ト

B日記職種以外ノ犠種トヲ象誉スルヲ遁常トスル揚合ニ

VII 2  

於テハ前項ニ拘ラズ止t等二以上ノ業 7 包括シテ之ニ付

ーノ工業組合ラ結成セシメ得ルコト

3. 蛍該工事業ノ性賃上叉ハ地方ノ事情ニ依リ嘗該工事

業ニ於テ使物 " ^l レ資材ノ; 観主主業叉ハ販資業ヲ象管スル

ヲ通常トスル場合ニ於テハ前二項エ拘ラズ此等ノ j製議

業叉ハ版資業ト蛍該工事業ヲ包括シテ之ニ付ーノ工業

組合文ハ商業事且合ヲ結成セシメ得ルコト

4. 組合ノ地匿ハ原則トシテ道府県菜一国トスルコト

5. 組合員タル者ノ資格ハ地区内二管業所ヲ有シ昭和十

六年十二月廿十一日以前ヨリ事! 続キ管業トシテ工事ノ引

受ヲ毒事ス嘗該職種ノ工事業者トシ右資格ヲ有えル者ハ

総テ組合= 加入セシムル様努ムルコト

前項ノ工事業者ハ之ヲ市、匿、郡叉ハ町ノ J単位= 曾枇

71主立ジ叉ハ工業小組合ヲ結成セシメテ総合二宮参加セ

シメ得ルコト

6. 組合ノ; 事業ハ概ネ左ノ遁トスルコト

( イ〉工事ノ共同引受

〈ロ〉組合員ニ針 ｚ ル工事ノ配分其ノ他工事ノ ｾｉ 受］開

スル統制

。、〉工事= 要スル資材ノ共同購入叉ハ調達ノ j斡旋

〈ニ〉工事業用機微罪具叉ハ従業者用品類ノ共同購入

( ホ〉組合員所属労務者ノ調達っ配分。相互敬遠叉ハ養成

〈へ〉務負料叉ハ賃銀ノ協定

( ト〉蛍該工事業ノ整備

( チ〉技術ノ向上、能率ノ精進、経管ノ改善其ノ儲且合

員ノ工事業設蓬ニ閥スル施設

( リ〉其ノ他組合ノ目的 7 主主スル= 必要ナル事業 7 二及

三ノ場合其ノ他必要アル場合二於テハ溜宣業態別ノ

部曾ヲ設ケ事業逐行ノ園滑 7 期エルコト

ＨＡｩＱ ｉｊｾ 己Ｉ

職 種

1  . 土工事言葉、土木建築人夫供給業 7 含ム

2. 鳶祭文ノ、手停業

3. 特殊コ: / ? リート工事業、特殊コンクリート溢基鍵

コゾクリート掻震突ノ類ノ築設工事業ヲ諮 7

4. 大工々事業

5. 銭務工事業、銀網張工事業ヲ合ム

6. 鍛管工事業、銭面目攻付ヱ事業及熔事長工事ヲ合ム

7. 煉瓦及タイル工事業、テラカツタ工事業及人溢セメ

ν トブロック製品ノ貼符工事業ヲ含ム

8. 石工事業、入港フe ロック製品ノ組積工事業ヲ含ム

ＹＮ 銘石及擬石工事業、大現石、抗火石ノ類ノ ｾ［ｴ 反叉ハ

人遁プロツグ製品ノ貼付工事業ヲ謂フ

10. 柿板葺工事業

11. 瓦工事業、セメ y ト瓦工事業及厚裂エレート工事業

ヲ含ム



12. ネレート工事業、天然スレートヱ事業及石綿スレバ

トヱ事業 7 謂フ

13. 防水工事業

14. 銭工事業、ベソチレーター工事業及スカイライト

工事業ヲ含ム

15. 金属製建具，J { i 付工事業

旬、木製建具骸込工事業

17. 硝子工事業、精子グリ - = y グ業ヲ含ム

18. 左官エ事業、テラグー塗仕上工事業及小舞工事業 7

合ム

1  9. ｾ主袋工事業、漆虫食工事業ヲ除 ｐ

20. 漆塗工事業

21. 経師工事業

22. 盛 業

23. 家兵銀協工事業、謹作家具工事業ノ、外フロアリング

工事業、カーテソ、暗幕文ハプライ y ド原付工事業

ヲ含ム

24. 電気配線工事業

25. 配管設備工事業

26. 保混保冷工事業

27. 築盛工事業

28. 続袋工事業

29. 謹 園 祭 、 植 木 業 ヲ 含 ム

以上の二十九業種陀分ちて工業組合を結合せし

めんとナるものであるが、笠際の工事内容は必

歩しも通機内容の分野陀判然と分け難いせのも b

h 工事の性質に依りでは二種三種を同一組合に

臨める事が工事能率は効果的であるものもあれ

又は分野は別tとても量的に或る一部分を重複せし

める事が適堂だと考へられるものもl > lJ . 二十九

種組合名の示す如く、判然と分る事は工事能力を

結集せしめる黙に於て是非必要でるると同時に、

工事能力む効果増進の果的ミら数種を極め、叉は同

一人が数種工業組合陀加入し、叉は工事領域を重

複せしめる等、工事の性質に依り芳苦慮して調整し

蓮替ナるの婆がるる。叉現在既に任意組合等の形

態に於て圏結してゐる圏韓を分解し、必要と認め

らるム分野に結集せしめる事も生じて来るのであ

る。之の重宴僚件が主観的客観的に凡ゆる角度か

ら洞察され. 最善の方法を採用したる結果結成さ

れた組合が初めて各 k の持つ工事分野の工事能力

の結集とえt 1) . 其の結集された力を遁営なる機闘

を通じて園家が統制運営するのであれ統制運営

に従ふ事に依りて職域を通じ闘家に御奉公する最

警の意義を有ナるのである。

大東亙戟舎は兵器載でるる。兵器哉とは質と量

である。大量生産哉とも謂ひ得る大量生産載は大

建設載である。大建設載は結集された各分野々々

の大き主主力と力の結集K 依って始めて其の目的を

達し得るのである。

土木建築業者の大部分は初等教育を卒へ. 直ち

に弟子入りし技術の熟練と祉舎の信用を得る事に

依り親方とたt 1) . 請負業者となるか信用のみに依

って請負をナると言った具合に、他の事業に比し

て小資本で、然も何等の資格制限を受ける事主主く

自由に業者と君主る事が出来たのでるるから. 他む

業界の統制機構整備に比し非常に自由主主面から、

一つむ型む中花入れられるのであるから其む饗化

が念角度である。随って他の業界よりもー暦深く

庚く現在帝閣の直面しつ. 1 . " うる難局者三理解し、自

己の職域を通じて家公の赤誠を捧ぐる覚悟が必要

である。

業者間の横の聯絡を緊密にし、兄とも親にも堂

る土木建築工業組合との連繋を需す事に依って、

時局認識の足らざるととるは拳E人 職 域 奉 公 の 最

善の方法を自ら修得し、謹れたるは進み、進み居

る者は導く目的を以て大医府下に於ける土木建築

関係業者が海然ー瞳と主主れ大| 阪土木建築業関係

職別工事業組合聯合協議舎が去る 4 月22 日大坂土

建工業組合事務所舎龍室に於て蛮舎式告と傘げ、堀

井建築課長指名に依れ大限府土木建築工業組合

理事長松村雄吉氏カ宝初代合長に指名されたりであ

る。木協議舎は工業組合結成に将来大医府に於け

る土木建築関係金工業組合の運営統制に大いなる

意義を有するもので言うるから、参考迄に舎則案を

記載する事とする

大阪土木建築業関係職別工事業工業

組合聯合協議曾々則

第 一 意 総 則

第一{ 庭木曾ハ大阪府ニ於ケル土木建築業関係職別土

事業工業組合相互間並ニ大阪土木建築工業組合間ノ連

繋ヲ緊密ニシ駿別工事業工業組合設定ノ促進 7 圃J レト

共二工事総力ノ綜合的護憲ヲ闘リ以テ斯業ニ閥 Z ル闘

策ノ窪行ニ鷹フルコトヲ目的ト Z

第二{ 長木曾ハ大阪土木建築業関係議別工事業工業組

合聯合協議曾ト構ス

第三{ 際木曾ノ i事務所ハ大阪市ニ置 P

3  VII 



第 二 章 曾 員

第四{ 際木曾ハ大阪土木建築工業組合及大阪府ニ於ケ

ル 1 、土工事業 2 、鳶業 3 、特殊コソクリー

ト了. 事業 4、大工工事業 5 、銭筋工事業 6、鍛

骨工事業 7、棟瓦及タイル工事業 B、右工事業

目、銘石及援石工事業 旬、柿絞葺工事業 11、瓦工

事業 12、スレート工事業 旬、防水工事業 14、銘

工事業 15、金属製建具取付工事業旬、木製建具桜

込工事業 17、硝子工事業 18、左官工事業 旬、塗

袋工事業 20、漆塗工事業 21、経師工事業 22、金

業 23、家具裳飾工事業 24、電気配線工事業部、

既管設備工事業 26、保滋保冷工事業 27、築溢工事

業 28、鯨袋工事業 29、建国業以上ニ関スル工業組

合ヲ曾員トシテ之ヲ組織ス

第 三 意 事 業

第査機本舎ノ、第一篠ノ目的ヲ達 λ ル篤メ左ノ事業ヲ

行 7

1 、大阪府嘗局ノ命二依リ蛍該事業 ζ 闘スル事項ノ調

査研究ヲ篤シ答申スルコト

2 、曾員間ノ i親善ノ強化

3 、勤務ニ 掬スル絵令的観難ヨリノ研究調査協議及上

申

4 、資材ニ 閥スル綜合的視結ヨリノ研究調査協議及ヒ

申

5 、業務ニ閥スル綜合的観戦ヨリノ研究調査協議& . . . 1 :

申

6 、車且滋= 闘スル綜合的観票結ヨリノ研究調査: & 上申

7、賃金及労働時間ニ闘スル協定及上申

B  、適正利潤ニ闘スル研究

白、曾員間ノ協議ノ斡旋及調停

10、厚生其ノ他ノ i事業ニシテ曾員間ノ共同事業ヲ遁嘗

ト認、ムルモノノ研究及斡旋

11、前各競ニ掲グルモノノ ;外本曾ノ目的 ヲ議 A ノレニ必

安: ナノレ事業

第 陛 " : 章 役 員

第六{ 阪本曾ニ曾長ヲ置 F 曾長ハ名寄職トス

曾長ハ大阪府建築課長之ヲ指名ス

第七僚曾長ハ木曾ヲ代表シ曾務ヲ統理ス

第 五 章 顧問、桁談役及参興

第八{ 隊本曾= 顧問十日談役及診興ヲ置クコトアルペシ

顧問相談役及軍基典ハ大阪府主主築謀長並二食長合議ノ上

決定之ヲ委甥ス顧問及相談役ノ、木曾ノ曾議= 出席シ意

見ヲ述ブルコトヲ得

第 六 章 曾 議

第九{ 阪本曾ノ曾議ヲ分チテ総曾部曾及委員曾ノ三種

トス

V I 1 4  

第十{ 際線曾ヲ分チテ通常線舎及臨時線、曾ノ二種トス

遁常総舎ハ毎年四月曾長之ヲ開催ス臨時線曾ハ曾長必

要アリト認、メタルトキ叉ハ重宝舎員ノ: n . 分一以上ノ同意

ヲ得テ曾議ノ目的事項= 関シ大阪府嘗局ノ承認. ヲ受ケ

タルトキ曾長夫々之ヲ開催ス

第十一! t ¥' i 左ノ事項ハ線、曾ニ諮リ出席曾員凶分ノ三以上

ノ同意ヲ宴スルモノトス

1 、曾則ノ鑓更

2 、予震算及決算、右円前項= 依ルノ :外大阪府首局ニ文

書ヲ以テ承認ヲ受 2レモノト λ

前二項以外ノ事項ニ関シテハ曾長之ヲ統理シ大阪府蛍

局二文書 7 以テ承認ヲ受グルモノトス

第十二機部曾ハ二以上ノ曾員ニ於テ曾議ノ必要アルト

キ叉ノ、舎長必要ト認ムルトキ其ノ都度曾長之ヲ招集ス

部曾ノ議長ハ曾長叉ハ曾長ニ於テ蛍局ノ; 承認ヲ得タル

者ヲ以テ之= 充ツ

第十三係委員曾ハ必要ノ都度曾員管下ノ組合員叉ハ有

識者二シテ曾長二於テ蛍局ノ承認ヲ得 F ル者ヲ以テ曾

長之ヲ招集ス 努員曾ノ議長ハ前{ 長ニ準 x

第七主主 事 業 年 度 及 曾 計

第十四i隊 本 舎 ノ;事業年度ハ毎年四月一日ヨリ翌年三月

三十一日ニ終ル

第十豆僚本曾ハ預算総曾ニ於テ決定セル各曾員ノ l強出

スノレ舎費ヲ以テ之ヲ維持ス

第 八 章 補 則

第十六燦舎長叉ハ曾員ノ代表者ハ原則トシテ蛍該組合

理事長ト Z 但理事長事故アルトキハ繋メ庖出済ノ蛍

該組合副理事長専務理事或ハ理事叉ハ之二準ズル者ヲ

以テ代理セシムルコトヲ得

第十七{ 際曾長必要アリト認メタルトキハ木曾ニ職員叉

ノ、1嵐託ヲ置キ事務ヲ島理セシムルコトヲ得

第十八{ 際本曾ハ大阪府建築課長ノ命= 依リ解散スルモ

ノトス

×  

本協議舎は府の工業組合設立方針に随ひ. 各設

立幽髄を指導し. 叉は相談に臆じ府へ提出の願書

等は全部下調の3惑 を 取 れ 時 に は 自 ら 書 類 作 製 の

便宜を計る等其の他組合指導各般に渉りて、兄と

も親とも成って居るのである。各工事組合共通の

重 要 事 項 生 じ た 場 合'は、臨時綿舎を開き其の他の

ものに就ては委員合部舎を開催する事故度陀及び

特 に 大 阪 府0 0工事工業組合定歓例作製に営りて

は同聯合協議舎の協力に係るととろ大えにるもの

が あ っ た 。 大 阪 府 下 に 於 け る 業 界 の 中 心 部 た る

は勿論. 監督官隊たる府の諮問機関と言ふか補助



機関と言ふか、何れにしてもＪｾ筋合協議舎の献身

的活動に依り全園道府臓のトップを切って、工事

工業組合の結成がすくナくと進捗してゐるのであ

る。

商工省通牒に依る二十九種の組合中、既に現夜

設立し居るもの九組合、金園又は地方プロソク li

位11: 設立の要aうるもの五組合にして、今回新K 大

阪府の認可を以て成立するもの十五組合である。

全閣 Ｍｾｉ 又は地方プロック車位のものは商工省に

於て直接認可せらるるものにして、着々進捗中主主

り。大阪府知事の認可に依る 15組合は全部登起届

提出済にして、近日中陀大部分のものは線立綿会

開催の準備中友り。六月中陀は全組合結成の見込

立ちたり。

大阪府土木建築関係職別工事工業組合賞施案

施 祭出-1-[ι 空轄|ェー

。|1lhli!?;l liFZ|任ムl;;::l ;;ljjj ーに::

2  1 大炉ェJ T:li 塑??|叩吐正。|喜子i
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1801  72，0001 鎗 骨 工 事

301  3001 熔 接 工 事

計 2101 72，300 

1  1; 建築物、防 火 壁

14司 4，6801 照突、燈其ノ他

1  1煉瓦積工事一式
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石材ノ加工及 取

付工事人記量フe ロ

大阪石材業組合 |任意組合| 府下一圏1 4501 3，3001 ツク製品ノ組積

工事コシグリ ー

ト僧l工 事

大阪府

。1 9  1  銘石擬石工

事工業組合 |

加エ及耳取王付ヱ事

奇E 案詰雲| 枠任意組合|仲府下一囲判1

40
1  口

ノz鮎占付エ事
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三部

大阪室内袋飾エ 売主主毎、 日除、毅

大阪府内裳

窓鋳、日除草堂

業組合

知事箆可 府下一阿

物工事

。
23 室 備工

物工高野
452 7，235 

事工業組合

四都

大阪防空遮光鮫

防空遮光工事

備業組合

任意組合 府下一圏 防空遮光工事

五部

関西角張w板組

角張床板工事
ぷE h3  

任意組合 府下一回 床張工事

六部
大阪テックス販

壁及天井51 リ 任意組合 府下ー圃 テックス3 1 ! 工事

工事

頁開業合

l< 24 大工業阪管組合然工事 I既存組合存置 330 33，500 
電無配管及配線

工事

大阪府管工事工 l|知事偲可

Z正門管、授却冷房

大阪府
冷蔵、7令 、水

X  25 管工事工業 既存組合存置 府下一関 3切 51 ，386 主主、衛生、霊泉

組合
業組合 |  瓦斯、機械化事

用ｾ然観和

x  26 

日本保温保冷
鵬 組 合 同 1日 本 一 後 ド エ 大 臣

金閣ー困 4，980 

保温、保冷、防

装置工業組合 支部設置ノ滋定電工業組合 可 音工事

x  27 

日本覇軍燈工業

軒 組 合 存 置 2本削工業銀富工大喜金圏一岡 田 辺，拍培車錠瓦h晶新E浅製表霊造混Z製蕗鵠t譜銀車、
組合

C11i . シ右阪府下ノ i業者ノミ〉

商 ヱ 日 扱 | 脚 臨 時 曾 p|吋i 下J平ヰ4Jdォ! ? ヱ 叩

鯵 裳 工 事

工 業 組 合

〈金園ー阻J 木工事

大阪府

ま 監 周 工 事 大H葉醐線合醐 胡 工事 糊 及

参考 。ｾ起居提 出 涛… ＱＵ 件 x 既存組合存債…8件 A 既存組合定款漫更・・・1件

金圏一関ニテ組合結成 シ地方へ支部ヲ震タモノ・ ..5件

上記の貫施案に依り着々組合結成に近づきつつ 友る役割を果しつつあるかと言ふ事が認 められた

aうるも 、第八十一議会を通過せる商工組合が七 月

よ り貫施する運びとなり居るに付、六月中t L ? e : 組

合 を結成せしめ得れば問題は無いが、若し結成完

了に至らざるものに就ては、七月より工業組合法

に依る組合は認可し得ざるものに付. 之等のもの

は任意組合として結成するの止むなき陀至るので

ある。斯くの如くにして結成された工業組合又は

任意組合は、商工組合法質施後一ヶ年の精強期聞

をと置いて統制組合に移行されるのである。

従来土木建築業の工業組合結成に就ては世上議

論百出であったが、今回欣然として商工省が積極

的に乗出した事は、 省内に於ける伊藤技師の存在

が大い友る役割をされてゐる事は論を待た友いと

とろであるが、其の主主主原 因は満甘I i 支那事援に引

続き 、大東亙載挙の進展に件、ひ第一棋の将兵と共

に弾丸雨飛の中十て在って建設に従事し銃後陀於て

は、 兵 器、軍需品の増産に宇ドム建設が如何に重要

結果に列ーならえ主いのである。然しながら今回成立

する工業組合は、組合員の親睦と業界の蛮展進歩

を目的としてゐるのであって、公室在的意義を持つ

とは言へ組合員の利害に反しない程度むもむであ

る。此の程度の公法人組織は現在の統制経済時代

陀は一般産業に於ても営然の事でるるが、商工省

於ての意塗は大業者は統制合、工事工業組合は統

制組合にと吾々が従来致期しなかった程度に土建

業者の使命を重要視し重要産業と同列に職域奉公

を要望 して居るのである。換言すれば大東亜戦守

を乗り 切る矯めには此の建設部面は重要友祭ある

一翼である事を ひしひしと感歩るのである。

統制機構整備の封象は工事業者でるるが、決し

て工事業者のみの問題で主主〈 、官公吏たると合枇

員たると設計、監督業者たるとを聞は宇土木建築

関係業者は等しく銃後の建設部陵の光祭ある重責

を荷って居るのでる る。
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一般建築用資材の取得概況に就て 守 谷 英 雄

大東亜戦勃強以来蕊lて i 年有卒、衣食住は固よ

り各方面の物資は整備統制され「物資動員計壷」

κ より生産t z : : . 配給に重鈷順位が定められ居りま

す。特に本年度よりは五大産業即ち鎮鋼、石炭、

軽金属、造船、航空機陀重Z請が置かれる事陀なり

轍浩関係もとの方面陀高金を期し計重責施されて

居る事は諸賢の周知の遁であります。

今回「建築物の構造種別選定規準及伎居用建物

に闘する臨時日本標準規格」等が定められ一般民

需資材はー屠窮窟となったのであ之ちますが. 戦争

tz:: JYi つためには傍かな資材も無駄無く、利回節約

して戟力拡充、必勝へ遁進せねば主主りません。此

の窮窟主主資材をこ如何して入手するかほ我々毎日の

娘み( 1 ) がある需でまうります。

然らぽー般民需資材は如何にして取得し得るか

? 昨年本誌 4 月読に各部門に就て掲載され且つ文

献等により御研賀されて既に熟知の事と存じます

が、誌に一般用資材の内二、三K 付を其の取得概

況を並べて見たいと思ひます。御参考と友れぽ幸

甚。

1.鎖 鍋 材

釘、針金及E 鉛銭板等は主瞳建築物の必需資材

でありまして、之を取得ょとんとする時は夫々諸官

臆へ所定の建築願届、物資申請をして配給決定を

受け土未建築工業組合を経由指定配給所より現場

入手する事は従来の遜でありますから省略致しま

す。

2. セメシト

一般民需材の取得経路は大韓従来通であります

が、本年 4月10日付を以て「セ メント配給規則」

中左の通り改正されました。

第八僚中「地方長官叉ハ共販機関」ヲ商工大臣軍

地方長官叉ハ重要産業圏瞳令ニ依ノレ セメント統

命IJ 舎( 以下セメント統制舎ト構ス) J ニ同僚イ旦

V!I a  

書第三続中 rl J 笛」ヲ「五百託J . =改ム

第 九f康 セメントハ共販機関叉ハ販買業者以外ノ

者ヨリ之ヲ譲受クノレ コ トヲ得ズ但シ共販機関ガ

製造業者叉ハセメントノ; 移入ヲ震シタル者ヨリ

共製造叉ハ移入 = 係ルセメントヲ譲受クノレ場合

ハ此 ノ限= 在ラズ

セメントハ詮明書ト引換フノレ= 非サ・レパ共販機

関叉〈奴買業者・ヨリ之ヲ譲受クルコトヲ得ズ

イR シ前僚但書ノ規定= 依り共販機関叉ハ販買業

者・7/ 譲渡スルセメントヲ譲受ク ノレ場合ノ¥此ノ限

ニ在ラズ

第十篠中「共販機関」ヲ「セメント統制舎」ニ改

ム

第十二依第二項ヲ左ノ :如ク改ム

置明書ート引換へ譲受ケグ ノレセメントハ之ヲ他人

ニ譲渡 シ委託加工兵ノ他何等ノ名義ヲ以テスル

ヲ問ハズ之ヲ他人= 引渡シ叉ハ受託j) 日工其ノ他

何等ノ名議ヲ以テス J レヲ問ハズ之ヲ他人ヨリ受

入ルルコトヲ得ズ 但シセメントヲ使用スノレ工

事ノ註文者叉ハ宮;該工事ノ請負業者が堂該工事

= 要スルセメントヲ引渡シ叉ハ受入ルル場合及

特別ノ事情= 依リ地方長官ノ許可ヲ受ケタル場

合ハ此 ノ限= 在ラズ

第十四僚中「之ヲ交付シ グノレ地方長官叉ハ共販機

開」ヲ「之ヲ蛮行 シタ ノレ者J = 改ム

〈付則省略〉

今回の改正は第八僚陀於て割営設明書殻行植が

披充されると共に! ] 、口需要の「一月の譲渡先i Wrl

渡数量l } 茜を超古る数量…・ー」 が 5 百砥陀制隈さ

れ第九僚及第十二僚第二項は従来よりー唐譲受譲

渡関係が強調され横流を防止されて居ります。

3.建築用金物( 締付錨物、建具金物等〉

金属類の統制強化に仲ひ、禁制品の制定を見て

より各種代用品の出現充賓と相倹って金属品の節



約が康範囲に考へられる様になりましたが、強度

其他の関係上未だ金属製品で主主いと困る部分が多

々るります。

従来とれ等合物は建築現場金物組合等によ り任

意統制され需要陀感じて居ましたが、今回i攻 l自の

勧奨指導の基にとの組合は種展的昨消し 、新組織

( 慣栴. . ..・施- 設組合〉により直接素材の筈IJ 常を受

け組合員も整備統合して全園業者は新組織下に入

り霊知配給に常る様であります。

現在建築現場組合の需給関係を岡示しますと次

の通りであります。

⑫

 

043/ 

術建築物建具等の部分品及附属品で製造禁止さ

れて居るものを列記しますと

押板、風窓、 カーテン用金具、 瓦、蹴板、 蹴

込板( 自動車及電車等のものを含む〉建築物の

桂壁天井庇廻り等の装飾金物、格子、柵、仕切

用金物( カウンタースクリーンを含む〉シャツ

ター用器、シャンデリヤ 、とり止、手摺、天井

板、戸車及ドアハンガ一、戸扉絞り戸及びシ ャ

ツター詑陀シャツターケース、戸又は扉の破損

止金'具、戸扉の引手及把手( 交通機関用のもの

を除く〉 、桂掛、日除用金具、IL¥ 窓扉ー開閉調

整器、持迭り、物干器具、門及門佳等ーでありま

すe

4.粘 土 瓦

木年 3 月 1 日より商工省に於て粘土瓦統制132議

合規定位陀粘土瓦統制規程が定められ、商工省令

木造建築物統制規則に基き指定物資と鴛すと共に

情給の闘滑油E を悶り債格の遁E をと維持さるると

とになりました。

との協議禽は事務所を東京市に置き 、商工省関

係官、道府! 際関係官、道府J係統制機関代表者- 及び

ｾｩ 工省、化準局長の承認をと ｊ 受けたる者が委員となり

製F管制営、需要部門別審IJ 賞、1資格に闘する事項共

他統制必要主主る事項が審議される著まになって居 ま

す。

又統制規程を抜粋して見 ますと次. の通りであり

まナ。

粘土瓦統制規程

一、道府服の統制機開( 以下統制機関と構す〉は

E象め毎年度及毎四半期陀於ける銘柄ZI J、等紐別

製造見込量を別紙第一説様式に依り粘土瓦統制

協議合( 以下院議合と栴す〉陀提出するものと

す

二、統制機関は強め毎年度及毎四字期 I' C 於ける稜

註者別、 銘柄ZI j 、等級glj 需要量を 別紙第二競様

式に依り協議舎に提出するものとす

三、協議舎は一、及二、に基き統制機関別生産制

官並に左の伍分陀依り需要部門別配給答l肢 を 決

定し商工省の承認を受くるものとす。

御料用 、世寺用 、軍需用、官腰、用、生産搬充

用、住宅管画用 、一般用( 大口 、小口〉 緊念

用( 以上は配給部門別であって配給順位では

ない〉

四、統制機関の前鵠陀依る商工省、の承認に基 き謹

滑走にく左の措置を講歩る ものとす。

(1) 統制緩闘は製造業者十て針し瓦の生産割* -・を講

すものとす

(2) 統制機聞は(1) の生産比必要たる燃料、泊其他

の生産資材の確保を え主す ものとす

(3) 統制機関は生産資材む購入又は購入斡旋 を震

すと共陀其の製造業者別割営を鴛すも のとす

性) 統制機関は瓦の配給に付各蛮註者に連絡する

ものとす。

五、営該道府県* f ' C 於て製造したる瓦及移入瓦に営

該統制機関に於て一元的に集荷するも のとす
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六、移出瓦誌だ営該道府騨に於て瓦に工事に使用

する瓦は常設統信1] 機闘に於7て一元的に受註並に

配給するものとす

七、統制機関陀於ける瓦の配給に付ては左に依る

ものとす但し其の細自に闘しては杭制機闘に

於て決定し常該道府j障の承認を受くるものとす

(1) 御料用、 l社寺用、軍需用、官麗用、生産撮充

用、住宅管圏用及緊念用の配給に付ては需要

者より一定の様式 κ 依る粘土瓦需要明細書

( 以下需要明細書と帯す〉を堂該統制機闘に

提出せしむるとと

(2) 一般用の配給に付ては需要者より営設工事地

を管轄する蓮府燃の建築用物資指定済印の押

印を受けたる需要明絵蓄を営該統制機闘に提

出せしむるとと

(3) 小額需要者の配給陀付ては需要明細書を堂該

道府j隊瓦工事業組合に於て毎月取縄め堂該統

制機闘に提出せしむるとと

八、統制機闘は毎月 15日迄に其前月中に於ける瓦

の銘柄別. 等殻別需要扶況( 月始在庫量製造量

移入先別移入量、移出先別移出量、遁府! 隊内販

質量及月末在庫量〉に付別紙第三鷺様式に依り

営該道府鯨を経由し商工省に報告するものとす

九. 製造業者は其の前月中に製造したる銘柄別、

等親別月初在庫量、製造量、出荷量並に月末在

庫量を別紙様式四競様式に依り之を( 所属工業

組合在るときは工業組合を経由し〉毎月 10迄に

営該統制機関に報告するものとす

十. 製造業者は営該統制機闘の検査を受くるに非

ぎれば其の製造に係る瓦を販賀、譲渡其他何等

の名義を以てするも自己の製造所以外の場所に

鍍出するととを得ざるもむとす

前項の検査に合格したる瓦に付ては束毎に営，該

統制機関の定むる「統制詮紙」を貼付し、又は

「統制詮印」を押捺するものとす

慣格並に第一項の桧査の基準と主主るべき瓦の等

級直分に付ては商工省、告示日本標準規格第三十

読に依る ものとす

十一、本規程に違反して瓦C 製造、販資叉は工事

を鴛したる瓦D 製造業者、販資業者又は工事業

者に針しては営該道府! 孫に燃料油其他の生産資

材叉は瓦の配給を停止するものとす
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( 付記誌に各競様式省略〉

以上む遁粘土瓦統制規程が貫施されてより夫々

其の機関を樫由しない限り現物を入手する事は不

可能とえ主りました。

今一般用材の入手経路を園示しますと次の通で

あります。

5. 藁 工 品

藁は近年、年と共に軍需及び燃料、肥料等の需

要商が機大されつつあり府燃に依り統制され又は

麻外移出禁止等の制隈がるり入手困難と狂って参

りました。

藁工品即ち、縄、 q入、産等に付ては日本藁工品

配給株式舎が出来、各府j採には藁工品商業組合が

組織され配給部門を統制されて居ります。

需要者は所定の様式陀品目、用途、使用場所.

需罫量. 需要月等を記入の上、管轄藁工品商業組



合へ需要 2 ヶ月以前陀配給申込書を提出します。

商業組合はその月の申込置を取纏め日本藁工品

配給株式合祉に割常の申請を致します。

配給金駐は全圏の製品1主と需要量とを全閣一元

的 問l見合せ各府! 隊商業組合に割常配給さ. れ需要者

が現物入手する事:rc 1 i ります。

6.昼

墨用表及育表、英政: 等は昨年 8 月18 白、全圏繭

製品配給統制協舎が東京に設立され、各生産地に

ｾｪ 製品移出商業組合がるり 、 配給統制が完備する

一方昼床は藁の取得図維に J1[¥へて 、腕i糸に付ては

本年 2 月10日より織惟等配給統街IJ 規則が制定され

各積資材共重結配給される様になりました。一般

民需資材入手経路は大恒主党. の通でありますが. 新

基は勿論表替も容易に出来主主い現献であります。

( 一八、五、三0)

( 筆者住宅管園大飯支所建陵部資材擦技師〉

一般民需建築用木材の配給機構と其運営 井 上 f圭 次

1. 本年度の木材界

今日戦力増強に不可般の重要基礎物資として者是

々高度の重知的規正を要請さるる木材は生産供出

の確保K 針する大増産に封し高金の施策を質施す

る一方配給統制の重結的適正化を困る詩昭和18年

度に於ては木材も全面的に物動計霊K 編入される

事と主主り今後本計霊に従って生産及び配給の割賞

を貫掬される事となれ h

既に一般方針に明らかにされてゐる如く不念民

需、比較的戟力増強と開係の薄い商は極度に抑制

され以て重黙配給の徹底を期するのであるが現在

の木材生産事情に鑑み軍需、生産抜充用材、造船用

材 、 佐 ｾｲ 管園用材 、 杭木 、 パ ノ レプ等其他重要用途

資材と云へども金要求量を削減され最低の必要量

に甘んじなければな らない事と たったのである。

云ム迄もなく 此の割賞 られた最低必要量は轍迭、

1  1  V fI 



努力資材等各角度より検討された結果決定された

ものであり且つ絶望才的に確保を宴ずべきもの陀し

て政府が各府燃に用途} i IJ に割常られた此数量は林

業、及び木材関係業者は如何なる困難をも克服し

でも生産供出する責任を負ふものにして此の絶封

的友責任は木材界に於て嘗て見ざる一大重要責務

となって加重してきたのでるる。

即ち本年度木材界の特質としては物動計霊K 編

入された結果割営られた必要量は森林及び木材業

者側として絶針生産供出の責任あれ 従って消費

者側としては取得の可能性の見込b り従来白如き

害IJ 営あって空手形同様に移る事はないと一躍は考

へらる L 所である。

然し乍ら其の反面重要占度の低い一般民需用途材

に封しては: 民む割常量が極度に僅少に完工る結果純

粋の一般民需建築用材の取得. は将来全く不可能に

非ざるやと思惟する吹第にして戟宰完途遁進の途

上之叉止むを得ぎる所である。

1. 昨年度の一般民需建築用木材の配給機構及び

方法

銀て一般民需建築用木材の配給機構に就いては

従来地方別に地方木材株式合枇及び東京、大! 眠、

名古屋等の大都市消費地にありでは荷受配給株式

会社、其他県草木位叉は- J 際を数地区に分れたる中

根腫舎吐の諸舎位より配給を受けたれども昨年度

に於ては例外として特殊重要材にして一時的に特

殊民需として扱はれたる住宅管園材の如きは( 本

年度より物動材に編入〉日本木材株式舎駐より態

念備蓄材の更新材を直接百鴎告を受けたる事もあり

しが結局前記地直別に依る諸舎祉より配給を受け

るを原則とせり。

然し乍ら其の配給方法については各社共創立日

向漉く機構耳警備に依る統制の過渡期に営り各木

材舎l社共直々にして左記の諸方法を線用せる所多

しll. Pち

イ、軍叉は官臆或ひは軍需工場、住宅畿圏等む詮

明に依り各木材舎祉は任意選揮の上配給決定す

る方法

ロ、配給順位を決定し此む順位に依り白鴎告申請あ

る際遁営陀決定の上自E給ナる方法

ハ、創立営時集荷芳しからざる各木材舎祉に於て

は消費者側の従来の綾故関係に依り生産地に於
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て取得したる用材を賦金( 統信1 ] 料) を以て移入

の許可を友し優先的に右消費者に配給する方法

以上皐純友る三方法を採用せる各木材舎枇多けれ

ども此等は何れも常該年度の配給計聾ーの樹立され

たる方針に基かざる詩i ' Z : 1 l 互に詮明書のみに依り或

ひは順位の高低のみに依り直ちに木材の確保を意

味するものでは友く消費者側として甚だ不安定主る

配給方法である。

然し乍ら更に一歩を進めたる自帥昔方法を採用せ

るものとしては

= 、府J陣営局及び木材関係者にて構成せられたる

需給調整機関を設置し遁}去の貫蹟を調査して各

業者別需給統制閤躍に筈IJ 常て此等閣時加入の組

合員に再割常する一方組合員ならざる一般個人

の自家用木材にありでは木材需要の必要度を審

査して配給を決定の上切符を強行する方法を採

用せるものたれども此等も強力君主物動計壷に依

らす唯過去の質蹟を骨子とする関係上完全無恨

の配給方法とは云ひ得友い。然らぽ今後の一般

民需建築用木材の配給機構は如何になるであら

う治ミ。

1. 本年度の一般民需建築用木材の配給機構

先づ一般民需建築用として素材製材品につき配

給主主量が創営指示され需要者は右害IJ 営られたる数

量に基き所定の配給機闘に蛮注し配給を受けると

とと主主るがその機関方法としては現在存視せる地

方木材株式合紅、荷受配給株式舎位、府腕木材会

祉、用途別鰍告調整額程ｾ活用し各木材含祉の配

給方針に依り前記〔イ) ( ロ) ( ニ〉の各方法を採

用するととム友るであらう。

然し乍ら現在各府臓に設立されてゐる木材合枇

は、木材統制法に規定する地方木材舎J祉の中犠腫

となる前提の下に於て蛮足したのであるが、木材

統制法制定営時のi伏況に於ては地方木材舎祉は森

林立地の観鈷より全閣を十盤箇のプロックに分ち

致府臓の木材合祉を吸牧L て各プロックに一つの

地方木祉を設立する計霊陀なってゐたのである。

然し乍ら大東亙戦争迄蛮展したる今日、戦争目

的完途の篤には木材統制法施行規則の一部改E を

官余儀なくされ、悲t亡数府鯨を. 位とする地方木枇

設立方針は撤回され、近く農林省、より地方木位設

立に闘する勅令を公布される事となったのである



が、既に今議舎に於ける山林局長の言明に依り府

牒木枇の地方木枇昇格方針が明らかにされ、先づ

運替優秀1' ; r . る府J隊木枇を地方木枇に指定昇格する

ととが明確と主主ったのである。依って近き将来に

於ては各府J際共地方木材合枇に統一され、完全主主

る機構の下に配給を受ける事を想像されるのであ

るが、前述せる如く一般民需建築用材は極度K 消

費規正佐官余儀伝くされる結果. 割堂量も抑制され

其c 僅少なる数量に聖母し各需要者別陀公平に分割

々営配給されねば主主らないのである。

1. 木材界機構整備と其運営

以上の遁り機構は日を経るに従ひ整備され、完

全友る能率を護持される様形式は盤ふのでるるが

此れが成否はーに之を運替する人の如何に依るむ

でるる。此事は唯一般民需に劃してのみ云はれう

るもので主主く金割堂材に劃しでも同様にして従来

む生産及び配給方法が最終消費者K 酎し如何 K 満

足を奥へたるか否かを考へる時. 業者側として今

後整備されたる機構に於て、如何に選管すべきか

慎重陀検討すべき時期陀非歩、やi : 痛感する弐第友

り。

ｾｊｬち卑近左足る例を云へば小銃弾の護註に針して

何+ 症の大砲む弾丸をのみ造兵廠陀て製造前棋に

選れば如何友る結果になるでるらうか。此の事質

は童子と云へども戦力に大影響ある位は充分知悉

してゐる。之と間後君主事が木材についても云はれ

得る、即ち現在の軍主宰は前棋のみに限られたるも

のに非歩して銃後もその一翼を負婚し、所謂一億

組カの結集に依り最後の勝利を獲得される事が自

明主主る今日、木材の直接間接に戟争に劃して持つ

役剖を考へる時最絡の消費者にとって満足なる生

産配給がえにされざる事は、畢寛との物的、人的資

源の乏しき折・柄二重三重む浪費を消費者に縛化す

る結果はその戟力に及ぼす影響は蓋し甚大なるも

のがある。

換言すれば整備されたる機構の下に満足され得

る配給を行ふ震には、合理的友る生産を行ふべき

でるる。不合理及る生産をなし唯木材需要圧盛に

依る金量即時底分可能なる木材界事情に附込みた

る生産及配給方法は、木材統制の本来の目的に添

ふもので主主( . 之等誤りたる運管方針を固執せる

業界入は統制合計の一員? とる資格君主きものと云ふ

ぺし。勿論木材生産上技術的に最効果あらしむべ

く活用する事は勿論なれども、 E互に採算上有利な

りと云ふ賭のみよりして生産製材する自由主義的

主主経替方法は、との際ー榔し時十亡依り図家の要請

する所に劃しては一部の不利をも忍ばねばならな

いのである。

と与に於て用途別生産、製材配給の計霊化が堂

然叫ばれる所以である。既に本年度より日本標準

住宅の規絡も決定され、木材D 規格も従来より簡

易に合理化され、既に一部規格内生産命令を登令

されたJ隊もありと聞く。他方消費者側としては使

用材料に就いて極力簡素化を貫施して木材消費の

節減を計れ生産に劃する負擦り輯減に努めつム

あり。

然らぽ之れが規格に合致さすぺく生産も遁正主主

る規格に於て消費者側否日本全慢の園力む浪費主主

き様生産配給すべきものにして、機構の整備完成

近き我木材界に於て之が成果はーに運替する人の

双屑にかムるを以て各木位陣頭指揮に営られる人

は時局を深く認識、滅私奉公の精神を以て適材適

所白人事機構を整備し、枇内線親和の貰を奉げ、

率先生産配給を合理化し以て闇家の要請に謝へ全

園産業の範たらん事を熱望してやまたい次第であ

る。

緒戦以来不舗の光輝あらしめた我無敵海軍の 山

本元帥の批烈左足る戟死の報を聞き、説木材界K 於

ても山本元帥の魂陀槙く人出でよと絶叫する所以

である。( 昭和18年5月30日〉

( 筆者は住宅管園建設爺木材傑賜託)
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大阪府ヱ場建築規格資材算定に就て 卒山 室奈 ‘ム

'ロ

大東藍竜誌の第 2年目も宇を経過し、各部門に渡

ってー滑り奮起を要望される秋建築界も綿って之

に呼感し、種々工夫をとらしあらゆる角度より過

去を検討して建築の分野K 於て其の本分を全する

の責任を負はされて居る事は多言を要しない虞で

るる。吾々は資材不足の悪僚件を克服して、速に

軍需生産部門の活動を極力感援するととを第一義

と心得友くては主主ら主主いのでるる。

4 月 1 日登令を見た工作物築造統制規則もとの

棋に添って登令されたものと思はれる。特に建築

資材に重黒占を置いてゐるとり法令が、建築界の進

む塗 を示して居るとも考へられるのである。

建築資材は相堂重要注位置をしめて居る今日、

出来得る限り節約し最重要部門に不足を来たすと

との無い様協力されなくてはなら友いのである。

今回の工場建築の規格の問題もか L る意途に出

たものでるる。資材の節約のみなら歩、手槙の黙

でも簡易化を計 り速κ 資材の配給 を及さ. れる 横考

慮されて居るのである。

資材の算定については相営巌格陀友されてゐる

のであるから、施工の場合計霊をたてム合理的に

使用される様特に意を用ふるととを望むものであ

る。本算定の建築は屋根スレート葺、外壁ラス張

りカグラスター塗仕上げの場合によったもむであ

るが、将来資材入手j伏態により一部の構造を饗更

の止むたい場合も登生するととが強想される。か

ムる場合は其の都度考慮されるととに友らう。

先づ木材の算出陀ついては、現在農林省、の用材

規格寸法を採用して算定して居るが、規格寸法に

依るととにより質際使用するものの約 3%が鹿材

となる。現在では止むを得ないととであるが、施

工者は ζ の康材も出来得る限り生して使用された

いものでるる。たほ拾落しをも考慮して約10%の

加算をしてゐるが、之によって少々の設計費更は
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出来得るものと考へてゐる。但し水盛遁方材、信

枠材、足代材に聖母しては算入してゐない。之等は

再使用、三使用も可能であり相堂の無理もJ . E むを

得ない現欣であるから、施行者の手持材を使用せ

しめ補足材に劃しては貰情により配給を考慮して

ゐる。妻入口扉は現場に於て製作する場合を考慮

して別表に之を算定した。

木材の算定陀営: !J . 樹種は現在の土建用割嘗i伏

況により針葉樹のみと友し、材種は現在配給して

ゐる形式を採用して担角、挽割、板類に分類した

のである。

上記木材は大工の現場に於て木造 b 取付を注す

もののみとし、建具材は見込んでゐ友い。現在の

配給機構が建具材は別途に組合に劃して割堂てら

れて居るのである。

釘については使用箇所により遁寸のものを本数

計算定工し之を砥陀換算して算定した。主主ほ之に20

% の加算をしてゐる。硝子は窓、寸法が硝子割を考

慮して決定されてゐるので、規格寸法のもむから

何枚取りとして鹿材を生歩るととはたい。然し破

損を考感して約 3 %を加算した。

スレートは現在の製品を考慮して 6尺ものを採

用した。母屋間隔も之により決定されてゐる。之

も破損を考慮して約 3 %の加算をした。

銀鋼はワイヤーラスを採用した。重ねを 10%見

込んで算定してゐる。カグラスターは、現在の配

給標準により算出した。

セメントについては本規格としては地上のみむ

決定でるって、基礎全腫のコンクリートについて

は規格して居ないのでるるが、- / ! ! ! ; 参考迄に現在

の査定標準陀より算出した。セメントは商工省よ

りの割営数量により決定するのであって. 本表陀

現れた数量より将来は相営切下げを要求されるの

ではえにいかと考へて居る。



( 資 材 表 〉

第 1表 木 材

瓦すと竺|

A  Y  0945 

A  0945 

A  Y  0940 

A  0940 

A  Y  0935 

A  0935 

瓦ｾて ｼ
A  X  0945 

A  Y  0945 

A  X  0940 

A  Y  0940 

A  X  0935 

A  Y  0935 

ｾ旦竺 ｼ
A  X  0945 

A  Y  0945 

A  X  0940 

A  Y  0940 

A  X  0935 

A  Y  0935  

梁間 g mの場合

( T )  

計 |授角|拐容uI板類

7宿.44 5石62 0石.61 1右.21 

7. 27 5. 44 0. 32 1. 51 

7. 26 5. 67 0.57  1. 02 

7. 09 5. 38 0. 32 1.39 

6. 84 5.32 0.55 0. 97 

6.21 4. 87 0. 25 1. 09 

( R)  

昔T |鈍角 |授割 |板類

♂40 宍35
0石.42  1-63 

9. 37 6. 80 0. 52 2.05 

9. 13 7. 11 0. 39 1. 63 

8. 75 6. 53 0. 47 1. 75 

8.91 7. 00 0.37 1. 54 

8. 67 6. 54 0.44  1. 69 

( 5  )  

計 |授角 |授剣| 板類

6石.18 4活.13 t 42 1千63

6. 14 3. 57 0. 52 2. 05 

5. 91 3. 89 0. 39 1. 63 

5. 52 3. 30 0.47  1. 75 

5. 79 3. 88 0. 37 1. 54 

5. 55 3.42  0. 44 1. 69 

梁間 1 0 mの場合

( T )  

亙ヲ ｾ ｉ 計 | 授角| 授剣| 板類|

A  Y  1945 ♂50 
6石.39 t 69  1千42

A  1045 9. 08 5. 95 0.70  2. 41 

A  Y  1040 8. 10 6.15 0. 64 1. 31 

A  1040 8. 58 5. 69 0.70  2. 19 

A  Y  1035 7. 80 6. 04 0. 61 1. 15 

A  1035 8. 03 5. 56 0. 58 1. 89 

くR)

瓦 町 主 主|
計 | 授角| 授制| 板類

A  X  1045 
9石.99 7石.85 0石.42  行72

A  Y  1045 9.日5 7. 29 0.52 2. 14 

A  X  1040 9. 63 7. 57 0.42  1. 64 

A  Y  1040 9. 58 7. 10 0. 52 1. 96 

A  X  1035 9. 34 7 .42  0. 38 1. 54 

A  Y  1035 9. 63 7. 21 0.50 1. 92 

( 5)  

瓦す ｾｉ 計 | 努角! 拐副| 板類

A  X  1045 6右.30 ＴｾＱＶ＠
石

ＱｾＷＲ＠0. 42 

A  Y  1045 6.31 3. 65 0. 52 2. 14 

A  X  1040 6.00 3. 94 0. 42 1. 64 

A  Y  1040 5. 89 3 .41  0. 52 1. 96 

A  X  1035 5. 85 3. 93 0.38 1. 54 

A  Y  1035 5. 94 3. 52 0. 50 1. 92 

梁間 1 2 mの場合

CT )  

瓦 ｾｉ 計 | 痕角| 援制| 板類

A  Y  1250 12石.05 8石.55 1千46 2 0 4  

A  12∞ 11. 03 7.45  1. 16 2.42  

A  Y  1245 10. 38 7.40  1. 18 1. 80 

A  1245 10. 54 7. 15 1. 12 2. 27 

A  Y  1240 10. 13 7. 40 1. 07 1. 66 

A  1240  10. 30 6. 95 1. 24 2. 11 

CR)  

言ｾ立 ｾｉ 計 | 授角| 鏡銅| 板類|

A  X  1250 13千16 1♂52 
0石.41  2石.23 

A  Y  1250 13. 59 10. 64 0.79  2.16 

A  X  1245 13. 31 10 .78  0. 48 2. 05 

A  Y  1245 11. 85 9. 46 0. 66 1.73  

A  X  1240 12. 29 9. 68 0. 44 2. 17 

A  Y  1240 11. 87 9.43  0. 56 1. 88 

( 5  )  

ｾｉ 官十ｼ鏡角授網ｼ板類

A  X  1250 I  7.石27 I  4石.86 I  0右・38 I  2石.03 

A  Y  1250 7. 60 4.97 0. 72 1. 91 

A  X  1245 7.41  5. 12 0. 43 1. 86 

A  Y  1245 6. 60 4. 44 0. 59 1. 57 

A  X  1240 6. 94 4.63 0. 39 1. 92 

A  Y  1240 6. 62 4. 40 0. 51 ｾｉ＠
梁間 1 5 mo場合

( T )  

瓦すl 芝|
昔十 |授角|鏡銅 板護軍

A  Y  1560 ＲＴｾＶＴ＠ 1♂糾 2石.12 7石.08 

A  1560 27.08 15. 53 2. 21 9. 34 

A  Y  1555 23. 86 14. 82 2. 12 6. 92 

A  1555 26. 43 14. 93 2. 21 9. 29 

A  Y  1550 23 .94 14. 85 2. 12 6. 97 

A  1550 25.92 15. 01 2. 21 8.70  
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r R )  ( 5 )  

E Yミ fi| 計 | 挽角| 挽制| 板類

16石23 ＱＳｾＰＳ＠
石

ＲｾＴＲ＠A  X  1560 0.78  

A  Y  1560 16. 86 13. 29 1. 25 2. 32 

A  X  1555 15. 84 12 .76  0. 87 2. 21 

A  Y  1555 16. 37 13. 13 1. 00 2. 24 

A  X  1550 15. 37 12. 56 0. 63 2. 18 

A  Y  1550 14 .78  11. 83 0. 90 2.05 

第二表釘( 吋別〉 梁間 g mの場合

瓦す乏三て|
計 |授角 |挽割 |板類|

A  X  1560 
9石.03 ♂83 

0石.78  2 4 2  

A  Y  1560 自.81 6. 24 1. 25 2. 32 

A  X  1555 8. 80 5. 72 0.87 2. 21 

A  Y  1555 8.78  5. 54 1. 00 2.24 

A  X  1550 8. 82 6. 01 0.63 2. 18 

A  Y  1550 7.67 4.72  0. 90 2. 05 

( T )  

言す旦z l 計 1; (  Ｑｾ＠ Ｑｾ＠ 2  Ｒｾ＠ 3  Ｓｾ＠ 4  Ｔｾ＠

A  Y  0945 
2kg .25 。 ＱｾＧＸ 0k. 民15 0K.502 4  

一

0k.a 15 ＰｾｾＴ＠ 0k.a 20 

一

0k.g 29 

A  0945 2.16 1. 06 0. 15 

一
0. 05 0. 36 0. 25 0. 29 

A  Y  0940 2. 18 0.71  0. 15 0. 04 

一
0. 15 0. 64 0. 20 0. 29 

A  0940 2. 03 0. 98 0. 15 
一

0. 05 0. 36 0.20 

一
0. 29 

A  Y  0935 2. 16 0. 69 0. 15 0. 04 0. 15 0.64 0. 20 
一

0. 29 

A  0935 1. 83 0.78  0. 15 
一

0. 05 0. 36 0. 20 
一

0. 29 

( Rl  

瓦す主主|
計 1; (  l }f  Ｑｾ＠ 2  275 3  3J f 4  Ｔｾ＠

3k. 民D6 

l，g  

0 4 2  
0k.g 20 0k.g 20 。kもo

0K152 3  0k.S斗a5 0K.M 29 

A  X  0945 1. 13 

A  Y  0945 3.75  1. 56 0. 12 0. 04 0. 28 0. 84 0. 17 0. 45 0. 29 

A  X  0940 3. 05 1. 12 0. 12 0. 04 0. 20 0. 20 0. 50 
一

0. 45 0. 29 

A  Y  0940 3. 54 1. 35 0. 12 0. 04 0. 28 0. 84 0. 17 0.45  0. 29 

A  X  0935 2. 88 1. 08 0. 12 0. 04 0. 20 0. 20 0. 50 
一

0. 45 0. 29 

A  Y  0935 3. 切 1. 31 0. 12 0. 04 
一

0. 28 0. 84 0. 17 0. 45 0. 29 

( 5 )  

立す ｾｉ 計 1; (  1;ノZ  Ｑｾ＠ 2  Ｒｾ＠ 3  Ｓｾ＠ 4  Ｔ ノ＾ｾ

A  X  0945 1. 13 0. 12 d市4 i o120 0 2 0  よも。
0kS11 3  

一 一

A  Y  0945 3. 01 1. 56 0. 12 0. 04 一一 0.28 0. 84 0. 17 

一 一

A  X  0940 2. 18 1. 12 0. 12 0. 04 0. 20 0. 20 0. 50 
一

A  Y  0940 2. 80 1. 35 0. 12 0. 04 0. 28 0. 84 0. 17 
一

A  X  0935 2. 14 1. 08 0. 1: 2  0. 04 0. 20 0. 20 0. 50 

一

A  Y  0935 2.76  1. 31 0. 12 0. 04 '0. 28 0. 84 0. 17 

一

梁間 1 Q mの場合

( T )  

2  I  Ｒｾ＠ I  

0. 05 

。引

ヒ竺|
I  Ｔｾ＠

障す主: ! l
ズ

一

昭

叩

叩

m

m

u

m

-

-

1

1

1

1

1

0

1

 

Ｑｾ＠ I  

o?04 

Ｑｾ＠ I  

kg  

0. 15 

0. 15 

0. 15 

0. 15 

0. 15 

0. 15 

A  Y  1045 

A  1045 

A  Y  1040 

A  1040 

A  Y  1035 

A  1035 

計

2. 95 

2. 51 

2. 52 

2. 30 

I  2. 39 

I  2. 20 

0. 04 

VII 1  6  

3  

0??1 

0. 42 

0. 64 

0. 36 

0. 64 

0. 36 
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( R )  

言守主主l 計 1，!4' Ｑ ノ ｾｾ 1 U 2  2Yz 3  3} :f 4  4Yz 

3k.g 35 
150 

0k.H 22 
0150 1  '-13 I  ＰＮ ｾ ＵＰ＠

k且

0. 34 

A  Y  1045 4. 12 1. 80 0. 12 I  0. 04 
一

0. 28 0.87 0. 17 I  0. 50 0. 34 

A  X  1040 3.17 1. 25 0. 12 i  0. 04  0. 22 0. 20 O. 切 一一 0.50 0. 34 

A  Y  1040 3. 83 1.51 0. 12 I  0. 04 
一

0. 28 0. 87 0. 17 I  O. 印 0. 34 

3.07 1. 15 0. 12 I  0. 04 0. 22 0. 20 0. 50 一一一 0. 50 0.34 

A  Y  1035 3.82 1. 50 0.12 I  0. 04 
一

0. 87 0. 34 

(  5)  

瓦す主 ｾ ｉ 計 1 l{ 1Yz 1 M 2  Ｒｽｾ＠ 3  3Yz 4  4} :f 

A  X  1045  
2k.a 51 

150 0. 12 
0k.u 04 0k.u 22 

hS 

0.20 

kμ 

0. 50 

kS 

0.13 

一 一

A  Y  1045  3. 28 1.80 0. 12 0. 04 
一

0. 28 0. 87 0.17 
一

A  X  1040 2.33 1. 25 0.12 0.04  0. 22  0. 20 0. 50 
一

-、
0. 12 0. 04  

A  Y  1040 2. 99  1. 51  0. 28 0. 87 0. 17 

一

A  X  1035 2. 23 1. 15 0.12  0. 04  0. 22 0. 20 0. 50 
一 一

2. 98 1. 50 0.12  0.04  0.28 0. 87 0. 17 

梁間 1 2 mの場合

CT)  

瓦す ｾ ｉ 計 1，!4' 1} :f 
1X  I  2  2Yz 3  3Yz 4  4Yz 

A  Y  1250 
3k.g 22 

120 0. 15 
0k.u 06 

一

d《耳

15 。も6
0k.g 25 

一

kl! 

0. 35 

A  1250 3. 29 1. 94 0. 15 0. 05 0. 55 0. 25 

一
0. 35 

A  Y  1245 3. 19 1.40 0.15 0. 04 0.15 0. 85 0. 25 

一
0. 35 

A  1245 3. 62 1. 80 0.15 
一 一

0. 05 0. 55 0. 25 

一
0. 35 

A  Y  1240 3.24 1. 50 0. 14 0. 04 
一

0. 15 0. 85 0. 25 

一
0. 35 

A  1240 2.79  1.67 0.15 
一 一

0.05 0. 55 0. 25 0. 35 

CR)  

瓦す主 ｾｉ 計 1，!4' 1Yz 1 M 2  立yz 3  3Yz 4  4Yz 

31も3 1
1k.u  34 0k.u 12 0k.u 04 0k.u 20 

Ｉ，ｾ＠
0k.u EO 

k邑 kg )，g  

A  X  1250 
0.55 0. 13 0. 60 0. 35 

A  Y  1250 3.97 1.61 0.12 0. 04 
一

0. 28 0. 84 0. 13 0. 60 0. 35 

A  X  1245 3. 92 1.41 0.12 0. 04 0. 22 0.55 0. 50 0. 13 0. 60 0. 35 

A  Y  1245 3.70  1. 34 0. 12 0. 04 0.28 0. 84 0. 13 0. 60 0. 35 

A  X  1240 3. 35 1. 40 0.12 0. 04 0. 22 0.20 0:60 0. 35 

A  Y  1240 3. 86 147 1  
0.12 0. 04 0.28 0. 87 0. 13 0. 60 0. 35 

( 5 )  

瓦す ｾ ｉ 計 1，!4' 1Yz 1 W 2  2Yz 3  3Yz 4  4Yz 

よも8 !  

)，民3  
0k.s 12 

dzH 
0k. 民'55 

1，邑

0k. 民ｾ ＱＳ＠
A  X  1250 1. 34 目 20 0.50 

一

A  Y  1250 3. 02 1.61 0. 12 0. 04 0. 28 0.84 0.13 

一 一

A  X  1245 2. 97 1.41 0.12 0. 04 0. 22 0. 55 0. 50 0. 13 

一 一

: A Y  1245 2.75  1. 34 0. l 2 0. 04 0. 28 0. 84 0. 13 

一

A  X  1240 2.40  1. 40 0.12 0. 04 0. 22 0. 20 0. 42 

A  Y  1240 2.91 1. 47 0. 12 0. 04 0. 28 0. 87 0. 13 - -
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CT >  

立す主主|
計 1}( Ｑ＾ｾ＠ 1 M 2  ＲＩＮｾ＠ 3  Ｓ＾ｾ＠ A  4j f 

A  Y  1560 
6k.g 85 2k.g BO OKち2

0 1 2  
0k.u 30 11% |  

0 . h 0. h 

A  1560 7. 09 4. 00 0 .72  
一

0.12 1. 20 0. 55 0. 50 

A  '( 1555 6. 85 2.90 0.72  0.12 
一

0.30 1.76  0.55 0. 50 

A  1555 6. 89 3.80 0.72  
一

0. 12 1. 20 0.55 

一
0. 50 

A  Y  1550 6.95 3.00 0.72  0. 12 0. 30 1. 76  0.55 0. 50 

A  1550 6.49 3. 40 0.72  

一
0. 12 1. 20 0. 55 

一
0. 50 

梁間 1 5 mの場合

l R)  

瓦す主主l 計 1}( Ｑ＾ｾ＠ 1 M 2  Ｒ＾ｾ＠ 3  
3ノ2ノZ  4  Ｔｽｾ＠

A  X  1560 :  
4k.U 61 1ku 50 0lq.4 15 

。も6
0k. 只30 o. もo 0. 60 

0kg 20 
k¢ 7  

も。0.70  o. 

A  Y  1560 4. 51 1.70  0. 15 0. 06 0. 30 0. 90 0. 20 0.70  o. 印

A  X  1555 4. 64 1.50 0. 15 0. 06 0. 33 0. 60 0.60 0. 20 0.70  0. 50 

A  Y  1555 4. 41 1. 60 0. 15 0. 06 
一

0. 30 0. 90 0.20 。目70 0. 50 

A  X  1550 3. 93 1. 50 0. 15 0. 06 0.22 0. 30 0. 50 0.70  o. 日

A  Y  1550 4. 41 1. 60 0. 15 0. 06 一一一 I  0. 30 0. 90 0. 20 0.70  0.50 

(  S )  

はすｾｉ 計 1}( Ｑｾ＠ 1 X  2  Ｒ＾ｾ＠ 3  3ノZノZ  4  4Yz 

lzg 4  

1. もo
kg 1  

0k.g 06 0ku 30 
lzH 6  kH 6  

0k. ぇ20 
A  X  1560 3 .41 0. 15 

。。
0. 60 

A  Y  1560 3. 31 1.70  0. 15 0 .06 0. 30 o. s; o  0. 20 
一

A  X  1555 3. 44 1. 印 0. 15 0. 06 0. 33 0. 60 0. 60 0. 20 

一

A  Y  1555 ＳＮＲｾ＠ 1. 60 0. 15 0. 06 0. 30 o.so 0.20 
一

A  X  1550 2 .84 1. 50 0. 15 0.06 0. 33 0. 30 0. 50 

一

A  Y  1550 3. 21 1. 60 0. 15 0. 06 0. 30 0. 90 0. 20 

梁間 1 0 mの場合

( TJ  

|ス | 磯 子 銭 絢 μ- :カ ど | 糊 1

4怪物 I >'" J  I  ，....".， b B2J X  

tf 

4  

4  

4  

4  

4  

4  

Jcs 

g! l I16

1

:3 品市t 11何.8 
135 256 I  16. 55 

135 340 16. 55 
一

15.8  

135 228 16. 55 86. 5 10. 6 

135 308 16. 55 
一

14. 2 

135 204 16. 55 68. 0 9. 4 

135 272 16.55 12. 5 

メ

ト

セ

ゾ

臣

、

-

5

5

0

0

3

F心

和

¥

一

問

問

問

問

問

問

¥

刊一

Y

Y

Y

¥

紙
一

A

A

A

A

A

A

梁間 9 mの場合

( T l  

| セメ! 日予| 補強 i 硝子! 餓綱 KEELZ ト

y ト ス タ ー 金 物 725)  

Y 0945 ｾｧｬ＠ 20d

s  
16l.eg499+9

方

.0

K  

9

料

.0 

31f.i 

5  115 I  2  

0945 115 280 16 .49  13. 0 3. 5 

Y0940 115 220 16. 49 86. 5 8. 2 3. 5 

0940 115 260 16. 49 11 .8  3. 5 

Y0935 115 168 16. 49 68. 0 7 .7 3. 5 

0935 115 220 16.49 
一

10.1 3. 5 

其 の 他

議決き

A

A

A

A

A

A

 

第三表

( R )  

制ー、¥材積

I

セ

γ

メト ｉ カスタトフ ＱＺ 金補物強 ｉ 肝 ｉ 蜘 ｫｾ ょん 1- 1  

A>< 1045 
4k

亘

4  20? 品す 2九 38

枚

5  570 

A  Y 1045 570 168 20 .33 99. 0 7 .7 38. 5 

A XJ 040 570 40 20. 33 90 目 5 1.9  38 .5  

A  Y 1040 570 108 20 .33 86. 5 5.0  38. 5 

A X 1035 570 32 20. 33 74. 0 1. 4 38. 5 

A  Y 1035 570 96 20. 33 68. 0 4. 4 

( R )  

お 同 空! セメ lMラ | 制

I
E
由子 |鍛網 |「

2
ぶ ト

y ト ス タ ー 金 物
市2 _

1

I<g  kg leu 

2  

9a9p
芳

.0

パ

2

珂

0

1  枚

33 A X 0945 474 44 20. 27 

A  Y 0945 474 168 20. 27 99. 0 7.7 33 

A X 0940 474 40 20. 27 90 .5  1. 9  33 

A  Y 0940 474 108 20. 27 86. 5 5. 0 33 

AX0935  474 32 20 .27 74.0  1. 5 33 

A  Y 0935 474 96.  20. 27  68. 0 4. 4. 33 

( 5) ノ資材ハ上表 ( R) ト同一トス 、1f l . シ補強金

物ハ「アソカーポールト J
ノミニテ 1. 14kg トス

( 5  ) ノ資材ハ上表 ( R ) ト同一トス 、1fl. シ補強金

物ハ「アゾカーボ ールト」ノミニテ 1. 14kg トス
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梁間 1 2 mの場合 ( T )  

お 同 空l tf123Z| 額 |硝子 | 酬| おふよ

20O!l 360H 
KM 2  

認す ｉｾ 合
4枚5  

A  Y 1250 17. 28 

A  1250 200 464 17. 28 4.5  

A  Y 1245 200 320 17. 28 99. 0 14.9  4. 5 

A  1245 200 432 17. 28 
一

19.8 4.5  

A  Y 1240 200 300 17. 28 86. 5 13.5  4. 5 

A  1240 200 396 17.28 
一

18.0 4. 5 

C R)  

お決空lセメ |カタラ |補強 | 硝子| 鍛綱 lz高ぶ
γ トスター金物 i  

A X1250 

kg 

677 

!<g 

108 
25K52 1 F F  

5金.10・
放45 

A  Y 1250 677 120 25. 92 99. 0 5.5 45 

A X1245 677 72 23. 69 99. 0 3.5 45 

A  Y 1245 677 48 23. 69 99. 0 2. 2 45 

A X1240 977 72  23. 69 SO. 5 3.5 ｾＵ＠

A  Y 1240 677 80 23. 69 86. 5 3.8 45 

(  5 ) ノ安材ハ上表 ( R ) ト同一トス 、1f l . シ補強金

物ハ「ア y カーボールト」ノミニテ 1.14kg トス

梁間 1 5 mの場合 (T)  

a f 種| セメ| カタラ |補強 |硝子 | 酬 μ ぷ
-..............γ トスタ{ 金物

ｉ Ｈｾ＠ ｊｱｾ＠

A  Y 1560 264 324 

luO L  

43. 

初え
15何.0 

枚5  

A  1560 264 497 43. 0 
一

23. 0 5  

A  Y 1555 264 320 43. 0 247 14.8 5  

A  1555 264 480 43. 0 

一
22. 0 5  

A  Y 1550 264 353 43. 0 198 16 目3 5  

A  1550 264 463 43. 0 
一

21. 5 5  

CR )  

尋問町 tf125Zl ZZ |精子 | 酬↓ ? 山ふ5l

A X1560 

I<g  

812 

)，g  

122 49 

k6 R  

132 
5M.6 .  枚67 

A  Y 1560 812 139 49.6  136. 0 6.4 67 

A X1555 812 104 49. 6 132. 0 4. 6 67 

A  Y 1555 812 120 49. 6 123.5  5.5 67 

A X155Q 812 91 49. 6 115. 5 4. 2 67 

A  Y 1550 812 72 49. 6 99. 0 3. 5 67 

お そ 空| 木 材| 補強金物|

…ト 1

0

.

5

: 1諸問 1 1 J 1 1 4 0 1 J 1

3 - 2. 51イ1.
12

1岩出 11. 8 11イ0.21 l

上記表中妻資材を T r r : て表示 し、 R はA、屋組ー

っと次の小屋組との聞の雨商の壁及び窓、屋根材

を含む部分を表示す。 S は小屋組と IJ、屋組 とり聞

の雨函の壁、窓、及び屋根材( 母屋、野地板、スレ

ート〉を含 む 部分 、 ｾ ｰ ち ｒ より桂及び ｉ ｊ 、屋 組Ｈ衆

o; 束、方枚、合掌等〉を除外したるも のを表示

す。 A は屋根の形を表示し、X 及びY は窓を含め

た壁の形を表示せるものであるが、資材開係の場

合のみは窓の形と考へた方が説明が分りよいと考

へるので窓の形とする。数字 4 は前の 2 の数字は

梁間寸法を m にて表示し、後の 2の数字は軒高を

m にて表示し IJ 激黙を消訓告したものである。即ち

0945は梁間 9 m ，軒高4.5m を表示す。 1040 は梁

間 10m 、軒高4m を表示す。

T  ( A  Y 09. 4()) は妻の Y 形窓を採用したる 9 m

梁聞の 4m軒高の場合を示す。

T  ( A  1045) は衰の窓を有せざる 10m 提間の軒

高4.5m の場合を表示す。

R  ( A X 0945) はR のX 形窓を採用したる 9 m

梁聞の軒高4. 5mの場合を表示す。

S  ( A  Y0935) はS の部分(l ) Y 形窓を採用せる

9 m 梁聞の軒高3.5mの場合を表示す。

1 2 3  4  5  6  7 8 9  

Til l l U1111J |T  

上 記 ( T ) ( R ) ( S ) を組合せて計算 するとと

により各自の選んだ規模のものが得られるのであ

る。

例へば 10m梁聞の場合、梁の主主9( 妾を除いて〉

軒高 4.5m ， 実は Y 形窓を採用し 、 R はX 形窓を

採用したる場合、との計算の際ゃに注意されたい

のは梁の数を乗ヂるのであって、慣に桁行30m と

すれば梁間隔 3 m r r : て除せば10でるるが梁の舗は

( 委を除いて) 9でるる。

上記を式に表せば

? T + 9 R + S  

之を梁間寸法、窓形及び軒高寸法衣記入する式

とすれば

2  T  ( A  Y0945)  +  9  R  ( A  X 0945)  +  S  ( A  

X 0945)  

となる。之に表中より致字を入れ替へて計算すれ・

ば使用資材の数量が算出されるのである。
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木材にウいて線量を計算式になせば、

7.44石 x2+9. 4石 x9十6. 18石 =105. 66石

材種別に算出すると

視角は

5.62石 x 2 +7.35石 x9十 4.13石 =81. 52石

挽割は

0.61石 x2+0.42石 x9+0. 42石 =5. 42石

右護費は

1. 21石 x 2 + 1. 63石 x 9 + 1. 63石=. 18.72石

釘について算出すれば

綿量は

2  .25kgx 2+3. 06kgx 9+2. 32kg==34. 36kg  

1弘吋は

O.  78kgx2+ 1. 13kgx9+ 1.13kg== 12. 86kg 

Hil 吋は

0. 15kgx 2+0.  12kgx 9+0.  12kg== 1. 5kg 

l弘吋は

o  .04kg x  2+0.  04kg x  9+0 . 04kg == O. 48kg 

2 吋は

0. 2kgx 9+0.  2kg==2kg 

2弘吋は

O. 15kg x2+0. 2kg X9+0. 2kg==2. 3kg  

3 吋は

0. 64kg  x  2+0. 5kg x  9+0. 5kg==6. 28kg  

3l h吋は

O. 2kg x2+0.13kg  x  9+0. 13kg== 1. 7kg 

4 吋は

o  .45kg  x  9  == 4  . 05kg 

4
1
/'2吋は

O.  29kg x  2+0. 29kg x  9  ==3. 1  9kg 

補強金物について算出すれば

16. 49kgx2+20. 27kg x 9+  1. 14kg=216. 55kg 

硝子について算出すれぽ

99平方尺 x2+99平方尺 x9+99平方尺 =1188平

方尺

スレートについて算出すれば

3.5枚 x2+33枚 x9+33枚 =337枚

鎮鋼は

9坪 x2+2坪 x9+2坪 =38坪

V Il 2 0  

カグラスタ ーは

200kg  x  2  +  44kg x  9  +  44kg == 840kg 

即ち21袋と友る。

上記の要領により計算すると 2 T + 9 R + S の場

合、木材はgm梁聞の最大は坪常り1 . 3石、最少は

1. 18石、 10m梁聞の最大は坪堂り1 . 24石、最少は

1. 16石. 12m梁聞の最大は坪営引 .38石、最少は

1. 23石. 15m梁聞は、最大坪蛍り1 . 59石、最少は

1. 4石となる。釘について見れば9m梁聞の最大は

坪量り 0. 5kg、最少は 0.39kg、 10m梁聞の最大は

坪堂り O.51kg最少は0. 38kg、12mrD最大は坪営り

ＰＮＴ ｾ Ｇ ｫｧ 、最少は ＰＮ ＳＵ ｫ ｧ 、 ＱＵ ｭ 梁聞の場合最大は坪

常り 0.54JiL、最少は0. 47kgと友る。

前述の数字陀見る如く木材にしても 釘K しでも

相堂の節約をするととが出来ると考へてゐる。

叉規模が大に主主ればなる程拝堂，り費材の使用数

量は少と' I t . るので、 2 棟のものを建築するよりも

同一坪盤であれば l 棟に建築する方が資材は節約

されるととになる。

式表工作物築造統制規則大阪府細則による資材

表中、ム印は鎮鋼製品中釘、鎮錦、補強金物のみ

規格記畿を明記し数量の記入を要せ歩。 0 印のも

のも記読のみを記入す。従って上記の資材につい

ては明細書の添付を要せざるとととたる。

記就は規模( 9 R ) 、壁形態 ( X ) 又は ( Y ) 梁

問 、 軒 高 ( 1045) を指す。但し壁の費形( 窓を壁

にお: す等) や間仕切の取付を主主す場合は其の旨明

記し其の分の所要資材を記入するを要す。此の場

合に資材の遁加を要せざる程度のものは其の要は

ない。

這記、本規格の各部設計圃並に設計説明は別稿

川勝氏のものを参照されたし。なほ本表資材算出

については大阪府建築課坂部四郎君む御協力を得

たととを記し感謝の意を表す。

( 筆者は 大阪府警察部建築課技師〉
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式
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種
I  <<!m flmJ!Jr I規模又| 規格 Itk 11 I制 常 官 机 「 指 定 |蛸 九 資 =

類 使用箇所 材 名 寸 法 教震盛材別名自由購入手規格寸法I駁: 震付ハテ月ハ卵j 蛍期又
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一 一
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枚
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計
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計
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トート
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建 築 用 防 水 材

砂付ルー

E主

フイソグ
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イγ グ

r スフ "-wト

フェルト

〆ーフエ
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計

d  

。

。

。

※ 注意 1 . 銭鏑J1t.. 鍛銅製品ノ品重量別ニ付テハ次表ヲ参照スルコト

2 釘及木材ニ就テノ、別紙様式ノ内次明細書ヲ添付スルコト
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今 後 の セ メ ン ト 代 用 品 に 就 て 家 井 彰 一 郎

1. 緒 言

我が園運は日清、日露の雨戦役を初めとし、第

一弐世界大戦、満習ｾ事費、支那事費等何れも非常

時下に於て常陀飛躍的の殻展進歩を重ねて世界の

一等閣とえEって来? とととは、搭十て喋々を要しゑい

が、今次の第二次世界大戦から大東E 戦争に依っ

て我が圏浬は箆陀一大躍進の歩を進め、前世紀以

来世界に覇を唱へて暴戻の限りを重量して来た強敵

英米を奇襲誠して真に世界に君臨すべき古今無比む

躍進の時機陀生左享けたー憶闘民が、議忠、報闘の

今日以上た燃えさかえたととは無からう。

昭和12年以来 6年に齢る支那事費が我が圏にと

って次第に大きい建設載となり、途には大I来亜共

栄閤建設の大東亜戦宰と君主るにつれて、他面には

戦争直接の軍需資材の消耗はもとより 、軍需品の

生産資材、前娯銃後の建設資材等あらゆる方面に

物資の大消耗載を展開して来たとと、此の 4，5年

以来吾々の身濯の衣食住の物幸警に迄、所調配給統・

制の強化が次第に深刻化の度を高めて来たととを

今日程強く感得して来たととは吾々物資豊富1 ' J . . 瑞

穂の園大和民族として初めての髄験であらう。

斯様に大消耗大建設の今日の非常時局下、衣食

住何れの方面にも物資む不足は各方面に於て代用

品の撞頭強化に依って忍ばねばならぬ賢情は、吾

k Jt:. づ衣に就て人絹スフを第ーとして各方面に代

用品使用の強化が進み、更に食料に於ても燃料に

於ても大東亜戦守進展と共K 急速陀物資不足、代

用品強化が強調されて来た。史陀住に因む建築に

到つては其の多くを占める平和的使命を持つ建築

資材が、最も強く使用制限が規制と栴して強化さ

れ、其の不足を補ふため各方面に代用品の工夫と

其の使用に依って、辛じて必要な最少限度の建築

を. 或は住宅建築t亡、或は工場建築に、叉防空防

火施設等陀於て今日程各種の代用品の使命の重大

VII  2 2  

さが強く認識されたととはなからう。

2. セメシトと燃料

セメントは土木及び建築資材として今日は銭鋼

と相並んで、其の双壁でるるととは何人も異論はな

からう。鎖鋼が軍需資材として殆んど総動員され

新しい生産品は勿論所謂金島田牧陀依って既設の

建築からも銑鋼を撤牧の域に迄進んだ他面セメン

トを以って之が代用叉は銭鋼の不足を補ふのが本

来から云へば妥完・であり自然であるべきものでεあ

るが、今日の非常時局下に於ては夫れすらも不可

能でセメントが著しく不足し、殊陀建築用などに

は此の数年来は主主く考へられぬ位僅少なセメント

しか供給され友く怠ったのはセメントの紬産額が

噌加して居らない上K 直接軍需用又は軍需品生医者

工場等へ優先的陀支給されるので、一般建築用等

には全く往時建築w . 華やかなりし頃の十分のーに

も及ばぬ位のセメントしか使用が許されない赦態

と放って来たととが右にも左にもセメント不足の

聾が大になって来た所以であらう。

斯くセメントのよ脅声警が止に寧ろ減産をすら来

して来た原因には努力 、資材の不如意もあらうが

主原因として見逃せ友い黙は石茨の不足、優良裂

の足らぬととである。石炭 i' I . 製錦、製鋼を初め重

工業、化率工業等百般の工業生産上不可般の燃料

で時局下の軍需生産の根本源泉は全く石茨にあっ

て、石茨の重大性、其の増産の緊要性が今日程痛

切に感ぜられるに到ったととは無い。吾々が; 援房

用石茨、ガスは勿論、風日ゃ厨房用石茨、ガスを

極度に制把されて来たのも全く 、石裁 、コー クス

ガスを重要工業生産の確保に向って切換え、不自

由を忍んで事仕して居る次第である。

セメントも陶磁2号、硝子、耐火煉瓦、培郎、タ

イ J レ、陶管等の何れも高熟読慣に依る高温焼成Eと

必須僚件とする懐成操作の生産品で是主与の工業が



窯業といはれる所以である。従ってセメントは石

友石と粘土との配合物を嬬氏 1450-1500
0

C o 高

温に一度は必十上げて鹿成して得たクリンカー

( 懐塊〕を微粉砕して得たのが普通ボルトランドセ

メントで2うるから此の高温' 撞成用石援を省くわけ

にはどうしても行かねのである。セメントの 1 ト

ンを焼成するの陀従来右裁が優良であって、 6000

-7000カロリー以上るる優良茨を用ゐて大骨量 280

-300 キログラム、即ちセメントの約30%O石茨

はどうしても入用なものであって之を節約して20

% にして温度が揖氏 1200-1250
0 C

rc しか上昇し

たい様では、どんなに多く石茨を用ゐ、長時間焼い

てもボルトランドセメントは得られたいもので.

此の中途牟端た焼成では如何に多く燃料を使用し

でも製品が全々得られ放いのがセメントは勿論、

硝子、耐火煉瓦等何れの窯業品でも出来上らない

のが窯業の犠君主高熱窯櫨焼成を必須僚件とする工

業の特性である。

従って今日の様に不良で5000カロリ一位しか主主

い石衰を支給されては到底セメントが 1500
0

C の

高熱に充分焼成が出来友いので、斯様な不良石援

では決して満足元Eセメントが得られ主主いのである

からー暦優良友石茨配給を力説しても、今日の時

局では、製鍛用に最優良茨を第一位的に必要とし

ても満足でない位でSうるから、セメント工業には

5500-5800カロリ一位の石茨がせいぜいで6000カ

ロリー以上の石炭は充分セメント工業には配給さ

れ難いのである。其の結果斯機友石茨では 1 トン

のセメント焼成に350キログラム以上400キログラ

ム以上にも左足る位多く要し、量だけでは従来の優

良茨と同量配給されでもセメント 1トンに射し、従

来の30- 40%も多く消費するためセメントの産額

は営然30- 40%も減少するととは止むを得ない。

而も他の最重要工業に石茨の量も質も重知的に配

給されるので、セメント工業へ配給の石茨は質は

低下し、量も減額され勝ちのため上記の不良茨を

多く使用し友ければならぬととは更に加速度的陀

著しく危れ限られた少量の不良茨ではセメント

焼成高が驚く程減退せざるを得友い。之が今日セ

ト大不足の原因でるに其の是正には優良茨を量

多く配給するととが第ーでるるが、現下の非常時

局陀於ては斯様なととは製鍛業ですら不可能主主の

で、セメント工業主主どには到底望め友いととであ

る。悲に於てか何としてもセメントの生産量を低

下し主主い援にするにはボルトランドセメントだけ

に撮ら友いで他の別個主主方法陀主義らえEければ主主ら

友いので、近来種々の方法が工夫考案責施されて

来? とのでるる。之が高櫨セメントや珪酸質混合セ

メントの様な混合セメントとして、或は雑用セメ

ント其の他の代用セメントとして種々のものが出

現して来た次第で¥之は至宝く石茨の不足不自由に

起因するボルトランドセメントの不足を補はんが

ため陀燃料節約乃至は燃料を使用しない様1 ' J . . セメ

ントを考案工夫して 1 トンでも多くのセメントを

得ゃうとする努力の現れで、今日の時局の進展と

共陀主是々此の傾向は盛んに友らう。此の意味陀於

て以下少しく最近のセメント界を述べ今後の傾向

を遁べて見ゃう。

3. 高櫨セメシトと珪酸質混合セメシト

セメント化製の正しい云ひ方で、はボルトランド

セメントの様陀、焼塊だけで他に何物も加へ主主い

f 石膏を 3 %以内加へるのは凝結調節ノで微粉障

した皐味セメントに封し、 2 種以上のものを混合

微粉砕しでf辱たものを綿括して混合セメントと云

ふのであるから、高櫨セメントの様陀焼塊に錨熔

鎖温から得る堕基性 Ｗ｝Ｈ 砕鏑津を約 ＳＰｾＵＰｾ ぢ混合徴

粉砕したもの、珪酸質混合セメントの犠に; 境塊に

天然叉は人工の多遊酸質混合材を 25- 40%位混合

微粉砕したもの等の所謂混合ボルトランドセメン

ト系のセメントも等しく混合セメントと栴ずべき

でるし叉雑用セメントも其の臨時日本標準規格

第27 D定に示されて居る様に7，8種の主要放ものを

奉げ、其の 2種以上を遁常に混合徴粉砕したもの

であるから、之も等しく混合セメントと稽すべき

もの L 中に入るものでるるが、通俗陀は混合セメ

ントと云へは、、珪酸質混合セメントだけを「珪酸

質」を時し混合セメントと稽し、高値セメントや

雑用セメントは別個に取扱はれて居る。きたの第 l

表陀是等セメント類を分類して見ゃう。
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種 J.l lj 

第 1 • 各 種 セ メ Y ト 要 望 の 分 類 表

|  主 要 索 と 其 の 最 | 糊 物 と 其 の 量 |

| 怒 土 酸 石 茨 熔 融 物 l

，y.セ I I  

ル ‘ | ボ ル ト ラ ン ド セ メ ン ト | ボ ル ト ラ y ドセメ Y ト倹塊 > 9 7 %

トメ I ( a )  ( d)  I  

|  ト ー 一 …  ー一一一一ーーー| 結晶石膏 < 3 %

; y| 早強ボルトラ Y ドセメント |  ボ ル ト ラ ン ド セ メ ン ト 醐 > 9 7 % 

ドト I ( a)  ( d)  I  

?昆セ I 1.... 1  =  .. ，".  ｾＮ ＮＺ＠ .bf : l I . . ¥oeNb1r. J . i : Mn- . . I I I t O-t i - " "，，" I  

合 同 溜 セ メ Y ト ｉｾ 弘持ド＿五条 ｪ 惣鵠の麗秀男 ｼ 雲晶芳三 ｩｺ
混 lt メ I ' -' (b)" - ( d)  1'( 多〈は印~刊% ) ;  ( 多〈は30- 50%) | く

Ｑ ｾＮＱＮ ｴＮ｟品ＮＮＮＮ l "  _ . 1 - J  .... : 珪酸質混合材 |  

::1 淫 忍 質 混 合 セ メ ゐ ト 1126主総務g 核言語議室吋5iz

れ1)ボルトランド ム2)鍛 熔 銀 貸 の 腹 |き

1  暴走 y ト又は 1  基 性 水 糊 浮 I  (7)其 他 之 等 K 準| 警

雑 用 セ メ Y  ト I  A <，<3} セ メ ン ト 焼 成 B¥( 4) 珪 酸 質 混 合 材 C; ず る 性 質 を 有 I :: 

I  1  燈粉際 1  ｾ］ｾｾｾ｟＠ I  ｟ＷＮｾ＠ I  
( e)  I  Ｑ ，，，，｜，，Ａ ｾＱＱ＠ ｾ＠ 1  (可 務 性 差 酸 1  ず る も の |  メ

I  ，@石灰 『 、 I  ;.-

｜Ｎ ｾＶＮＱ 石膏 1 合有多量) I  ト

皐

味

セ

メ

y

ト

華 奈 土 セ メ y ト

，d‘  

臼

セ

メ

y  

ト

持軍

主量

月

セ

メ

エ〆

ト

( a ) 日本標準規格第28銃 ( c ) 臨時日本標準規格第 92銭 ( e ) 臨時日本標準規格第27H虎

( b) ゲ 第29! 虎 ( d) ゲ 第 149鋭

此の表で見るやうに高値セメントと珪酸質混合

セメントとは混合ホ. ノレトランドセメントと稽する

もので共にボルトランドセメント叉は其の焼塊を

約3分の2に減少し75- 60%位にし、残りの3分の l

の約25- 40%位を鏑浮か混合材かを加へる様にし

たもので、、斯援にして境塊を減少したもりである

から其の焼塊鷺成用燃料石茨が自然 3 分の l 位減

少し( 尤も鍍津や混合材の乾燥用石茨を少量要す

る〉是等混合セメントの微粉砕電力も少くてすむ

ので低燃料セメントと考へられるものでるる。

CA) 高値セメントに就て

殊に高値セメントは焼塊を少く約55- 60%にし

鏑津を多く 40- 45%にもするので境塊製造用石炭

は著しく少くなって有利なもりである。殊に乙に

用ゐる鋸津は製鍛工場に於て、熔鎮櫨から殆んど

銑銭と同量だけ出るむで本邦製銭工場の熔錨櫨か

ら. 俵に銑銭産額 (500蔦トンは輩年前の目標〉と

同量出来、其む字分が使用されたとしてもたちま

ち其の倍以上の数百寓トンの高櫨セメントが出来

るととにえにる。よろしく白木の金製鍛工場の鏑樺

は全部( 少くとも字分〉が高櫨セメントの製造に

向けられ. 高温セメントが製造されるとしたら鋸

津と同量以上の高値セメントとなり本邦の年需用

VII 2 4  

額以上になる位になる。 i比の鮪は既陀著者が強く

論じて来たととである ( 昭和 4年「高値セメント

と鰻ボルトランドセメント」、工業之日本; 昭和 4

年10月「混合セメントの知識」建築感舎パンフレ

ツト、第 3 輯、第 3 競; 昭和 B年「熔錨櫨鎮芹の

利用とセメント工業」化率工業費料、第 6 埼袋、第

2説; 昭和 8 ｾｅ＠ 7月「高櫨鋪宰の産額と高憧セメ

ントの製遁」大日本窯業協舎雑誌、第41築 、 第

487 撹 ; 昭 和 8 年 9 月 「セメント汎論、銀樺利用

むセメント類」土木工率、第 2巻 、 第 日 競 等 参

照) 様に石次石を一度製鍛工場で熔錨櫨中の錨鎮

の不純物服石分を石次堕として除かせた鏑樺a : 再

度利用してセメントとするのであるから、石tiR. の

覧至宝君主利用になり、製銭業の大きい工業の副産物

で一度高憧で高熱操作で得られたものであるから

之を 30- 40分 加 へ る と と に 依 れ 他 は50- 60分 の

焼塊だけが燃料を要するので 100 分の高値セメン

トを得るのでるるから、 3分の l 以 上 2分の l に

近い燃料の節約となるので極めて有用なセメント

である。

斯様ｾ弐第であるから上記の著者が十数年来主

唱して来たととが今日漸く燃料の節約の主旨から

弐第に多く各地製鍛工場D 熔織櫨からの援基性臓



津の7k砕物が最も有意義、有慣値、有用友利用法

として此の 2，3 年念速に盛んとえ主れ昨昭和 17年

度はセメント統制舎主主どの一元的統務IJ f t : 依り 、普

通セメントは著しく少なくなり金セメントの50-

60%位、高櫨セメントは約20- 30%、珪酸質混合

セメントは 10- 20%でるったものが本昭和 18年度

は普通セメントは約40%に君主れ高値セメント約

40%珪酸質混合セメント約20%とえl:. tJ . 或る地域

的特例では既に50%以上も高櫨セメントになる由

で¥今後此の高櫨セメントは念速に登展増大して

主任セメントの50- 60%を高櫨セメントで占めるの

は勿論そう遠くはあるまいと考ーへられる。

此の高値セメントの長所や短所に就ては著者の

各種論文研究等に絶え歩論じて来て其の蛮展を期

待して居る次第ーであ る。向その鏑津は鎖解鏑協か

らの堕基性のもので、石友、アノレミナ、珪酸等の成

分割合や、7k流念冷に依って砕けた所謂7k砕鉱浮

( 或は7k津と略構すj で潜在水硬性を有するもの

でなければえにらぬが、其の詳しいととは他に譲り

( 上掲論文、拙著「セメント概論人昭和 9年版、

225頁等参照〉省略する。

( B ) 珪酸質混合セメント陀就て

ヨたに珪酸質混合セメントは俗に混合セメントと

略構されるが第 1: 表陀示した通り厳密主主云ひ方を

すると混合ボルトランドセメントの一つでクリン

カー約70- 75分に各種の混合材を 30- 25分混合微

粉砕したものであるからやはり高湿焼成を要する

焼塊は普通セメントに上として4分の3と怒り 、 4分

の 1だけ燃料が少くてすむので別の云ひ方をすれ

ば同じ石裁量で 4分の 1 iぞけ多く、セメントが出

来叉は同量のセメントa : : 製造するの陀 4分の 1 ;ぞ

け少い石炭ですむととになるので今日の時局下K

於ては上速の高値セメントと共陀必要君主セ メン ト

である。此のi具合セメントも著者が約20年前の大

1E14、15年頃から強く主唱して泊営危混合材毛主選

んで使用すると 、普通セメントよりるらゆる駐に

於て優れた性質の混合セメントが出来るととを多

数の試験研賞報告を以って示し 「昭和 2，3，4 年頃

「混合ボルトランドセメントの研空」、工業化率雑

誌 ; 昭和 4 年「混合セメントの知識J 、 建築皐舎

パンフレツト 、第・ 3輯、第 3 競; 却l箸「セメント

概論」、 昭和 5 年版、 第 285 頁及昭和 9 年版、第

262頁等参照) 、 日本ソリデチツト舎粧のネオソリ

デチツト 、大阪窯業セメント含祉のシリカセメン

ト、秩父セメント舎祉の珪酸セメント等の輩明主主

k 出現と友り次第11，乞多くの混合セメントの生産

増加と君主れ昭和 17年度陀は至宝セメントの約 15%

位 と 友 れ 今 昭 和 18年度は20%を越えるやうに友

り各セメント工場で盛ん陀製造され、各地で使用

されて居り今後は高温セメントと共に次第陀増加

しゃう。

是等の混合セメントに使用すべき混合材は珪酸

質混合材と稽して全珪酸分が60- 70%以上多く 、

而も其の中可溶性珪酸分 f苛性曹達と盤酸とに依

る特殊の可溶分析法を行ふ〉が40- 5 0 %以上多い

程優良友もりで、各地に凝友治の風化、温泉地で

地下噴気で分解を受けて生成したものな d，f t : 優良

なものが産出する。例へば九州別府温泉地産の可

i容白土、九州島原牟島産の閉じ様な白土、石川! 際

金深附近の溶珪白土、七尾伏木聞の氷見附近の同

じ様な白土、埼玉腕松山吉見附近産の珪酸白土、

京都府奈良腕方面産の白土( コ ーアライト等J を

傘げると多量陀各地で目白陀得られる。更に可情

性珪酸は幾分少いが可溶性アルミナガ多くやはり

古くから混合材に使用して居た九州唐津方面、伊

豆天減方面、設閉山、北海道小樽方面、東北各地

方産の火山次も亦有用主主ものでるる。

備叉ボイラ一等で焚いた石茨の次分即ち石茨次

油母頁岩を乾溜して得た泊頁岩友( 叉は康頁尉)

明鋒石から明書器、硫酸捧土. 硫酸加里などを溶出

し? と残置即ち明馨湾、粘土からアルミナ 、硫酸ザ! ミ

土友どを溶出製造した残置即ち粘土辞たど各種白

化祭工業の副産廃物がやはり其の成分上可溶性誌

酸、アルミナ等を相雰含むものを調査研賀すれば

有用なものが種々使用される。而も是等は何れも

天然叉は人工、高IJ 生物で唯僅かに蛇燥するだけで

燥機f t : i昆合微粉砕して多量の混合セメントが出来

るのである。

之を要するに i葛櫨セメントも混合セメントも共

に憤義に云ふ構造用混合セメント f 第 1 : 表参照 j

で、其の混合材である高値鏑浮や珪酸質混合材を

科感的、化率的に其の適性を検討し、酒量を焼塊

I'c配合微粉砕するととに依って多量に高嘘セメン

トや珪酸質混合セメントが自由に製造される。努lぅ
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に大製銭工業から大量の鍛津が副産するので之を

用ゐる高櫨セメントも大量陀製造出来、叉天然、

人工副産の珪酸質混合材も随所に大量に得られる

ので之を用ゐる珪酸質混合セメントも大量に製造

出来るのであるから、今後は高櫨セメントが40-

50%以上、珪酸質混合セメントが20- 30%以上合

計60- 70%以上の混合セメント友れ普通セメン

トを塵倒する妹態陀なる傾向が見られる。

4. 雑用セメシトの問題

上述して来た様に最近のセメント生産及び使用

の局限からと、更に都市家ー屋の防空防火施設披充

の要とから壁主主りの稜君主非構造用セメントむ需要

に態ヂるためには、普通セメントの様1 ' J . 優良セメ

ントの必要が君主く、従って上越の混合セメントの

様にク P ンカーに各種の混合材を求めて混合した

もので、強度も普通の構造用セメントよりも低い

もので充分でるるととから次第陀混合材の畳を多

くし、クリンカーをとかくし、或はク P ンカーを石

z ) / ( やセメントダスト等に換えて、之に各種の混合

材を混合、微粉砕して種々雑多充足セメントが出現

して来たりである。

誌に於て一面此の種のセメントむ多量生産供給

を充分にする意味と、他面是等雑多なセメントの

出現に依って凱雑に主主るととを防ぐ意味とから之

を規格に依って整理し、規定して行く必要から咋

昭和17年春以来数回の舎議が技術院第一部目付属の

工業品規格統一調査舎の第二部第五委員合K 依 っ

て行はれ建築、土木、化率方面の研究者、技術者・

等を集めて審議の結果制定され ぐ昭和17年6月8日

決定:公布された臨時日本標準規格第27H虎稚用セ

メントが夫で、之は何庭までも其の規格の最初に

「本規格ハ時局= 鑑ミ臨時的ニ倒定シグルモノニ

シテ営分ノ内之ニ依ノレモノトス」とある様に、非

常時局下連念に役立たせるための臨時措置として

出されたもので、若し不備の黙があったら何時で

も筒皐に訂正改獲を加へて、時局陀即躍させゃう

として制定されたものである。

此の雑用ゼメント制定の精神を汲み、出来るだ

け之を正しく解躍し、共の長をのばし短を補って

臨時的のものでなく、正しいもの陀して臨時規格

から一日も早く正規格とすべきものである。此の

意味に於て次に此の雑用セメントを構成する各種

V lI 2 6  

要素に就て解揮を加へ、雑用セメントを正解し、

共の用途陀就き使用方面への注意在喚起し、叉之

を製造する方面へも注意し、今後此の雑用セメン

トをー屠健貰たものにして登遣させて、普通セメ

ント即ち構造用セメントに代る非構誼用、壁塗り

用等の雑用セメントとしての木目的に正しく使用

されるととを望む次第である。

J! Pち. 此の雑用セメントの規格第 1僚に壁塗用

其の他雑用陀供ナるセメントと明記してあるにも

拘らす示、之を普通セメントの少し弱いものと考へ

構造用に精強度の低い農に使用するのが雑用と考

へて使用し、種々の故障を起して居るととろが多

いわで、此の雑用は壁塗用其の他雑用の意味 を誤

解して普通セメントの雑用と解され多くの支障を

来して居るとと. 又主三と上白名のつくものは萱

通ゼメントの直感から普通セメントの代用に使用

して種々の支障を来して居る。従って此の雑用セ

メントの名は雑用もセメントの字も共に昨年 6 月

制定型布後 1年以内の聞に各方面に上速の様主主誤

解を受け幾多の支障を来して居るので著者は最初

の規格審議のときから絶え歩セメントの字を使用

しないでモルタル材とするか、或はセメントの字

を用ひても壁草食用ゼメントとして雑用艮I l ち普通セ

メントの雑用の意に誤解されない様にと主張して

来て、此の 1年以内の短い聞にナら多くの支障を

来して居る恐れを除くために近い将来是非此の名

稽を費更されて使用方面の誤解の恐れを除きたい

ものである。

ヨたに此の雑用セメント製造上大きい誤解を来し

て居るのは、規格第 2僚の雑用セメントは下記原

料の 2以上を泊堂.vc混合粉砕して製造するものと

るって次の 7項目にわけて唯羅列して重うるので何

れの 2種以上を取って混用しでもよい様に見える

ととが著しい不備の黙を示すものである。例へば

(1) ボルトランドゼメント撰塊

(2)高温念冷錨津

(3) セメント焼成窯粉盛

(4) 珪酸質混合材

(5)石 膏

(9)石 荻

(7) 其の他之等に準十を性質を有ナるもの

石友と石膏だけ混じたりするととは高僚主主プラス



ターにするとともあるが、雑用セメントとは少し

く意味が異るし 、慢塊と石腎と混す= るのは石; 膏 3

%以下のときはボルトランドセメントで雑用で1 ' d . .

く、石膏を 3 %より多く使用するととも殆んど質

施されるととで友く叉是等 7種の中には配合すべ

き相手があるととはセメントの水和硬化の化暴か

ら見て、自ら立涯に選撰の遁否があるので此のと

とは既に第 1: 表の下段に示したが

( A  I 積・・・・石友を遊離7' j j C態に含むか7. Kと作用

して石次を出し夫れ自慢も硬性を有ナるも

ので之には(1) 、(3) 、(6) 等である。

Ｈｂ Ｉ 種・ 目 。石ｾを取って水の作用で硬化性を

強揮するもので(2) 、(4) 等である。

( C ) 種 ・ー (5) 石膏の様に夫れ自盟7 . k を取って

硬化もし ( A) 種と ( B) 種との作用を調節促

進するもの

向 Ｈ ＷＩ は上の ＨＱＩＭＨＶＩ 、 ＨａＩＭ ｾ ｃ Ｚ の作用をし何れ

かに加へ得るもので認に列記し得君主いものを指

すのである。例へば、鹿粘土粉、火山攻、石茨-

1耳、池頁;尉次等は(4) 即ち ( B) 種に入れ、 800 C  

位に焼いた死懐石膏、300- 400 C に懐いた可溶

性無71<. 石膏等も (5) 懐石膏に準歩るもりである。

斯厳( て 3 極別に分け ( A) と ( B) 、( A) と ( C 入

( B) と( C 等を酒量混合微粉砕して雑用セメント

が得られるのである。

誌に最も大きい誤解を生んで居るのは(2) 車摩歩

冷の錦惇と断ってあるとと 、即ち普通の製鎖解錨

惜鏑浮は石ｾが ＴＵＭＵＰＥ 、珪酸 ＳＰＭ ＳＵ Ｅ 、アルミ

ナ 10- 15%位で石炭k E 酸の比( 石茨準〕が1 . 3- 1. 5

佼で何れも 1以上の堕基盤で而も念に水流を吹き

つけ叉は水中陀投じて金笠主墜して軽石i伏の軟か

いにもの陀怠ったもので、詳しく云ふと壁墜鐘堕

畷基性水砕鯨浮と云ふべき特殊の鏑浮だけが7.Kと

作用し 、石次を取って硬化する潜在水砕性を有す

るもので第l表に示す還に高閣セメントにも鍛浮

セメント陀も水津セメントにも使用し得るもので

ある。然るに唯鏑浮といふととに解し、此の壁基

性 、水津の方は考へないもの例へば銅製錦、の熔鏑

櫨の鉱津や電気慌の錨浮などで堕基性でないもの

は念: 7 ' 令しても駄目であり 、同じ錨熔鯨協鏑滞でも

念冷したいで徐 k l'C冷却した硬いもの 、即ちパラ

ス等割石代用にしかえ主らぬ徐冷竪硬鏑浮では少 し

も潜在7. K 硬性がない。

最も大き主主誤解は最近盛んに友って来? と四時埠

製鎮の有名なもの 、即ちクルッ プ・ レン法に依る

四時姐製鎮の鏑浮が: 雑用セメントに(2)の唯の盤慢

の字だけに解揮して居るが此のレン法回縛撞製鎮

の鎖津は石Z圧が少 し 珪酸が多く 、石次率が 0.8

- 0.9 の援に小さい酸性鱗津でZうるから 、使用出

来ないものが今日雑用セメント用として撞頭 して

来てゐる。之は四時燈を通って高熱で鹿理された

ものは皆セメント焼塊の様に硬化しゃうと考へる

素人考の誤って居るとと 、鑑重である以上(2) の様

に硬化材として有用であるかに誤解した二つの大

きい誤りが蕊に含まれて居る。其の著しい例は蛇

紋岩風化物の銀土と石次石との配合物を四時撞で

還元農成をしてフエロ ニッケル粒錨を 作ったとき

の鏑津を (2) の厳に考へて 、特殊セメント等と考へ

て素人向に慮んに雑用セメント製造を高唱して屠

るのがあるが、此の蛇紋岩質K はマグネシアが多

く、石 次 が 少 し 珪 設 の 多 い 錨 樺 でSうるから酸性

飯津であり 、潜在7]( 硬性君主ど殆んど主主いものであ

る。然るに之を使用する雑用セメン トが杭合に感

んに流布されて居るのは誠に空襲心陀耐 えない次第

でるる。

斯様t'J. 各混合材を考へ、最も合理的な組み合せ

てサ乍り 、既に製浩され庚く市販使用されて居るも

のや. 充分製造見込があって将来起り得るものと

しては次の第 2表の様なものが奉げられる。是等

の中最初の( 1) - ( 4 ) は既陀市販使用されて居る代表

的のもので作れ ( 5) - ( 7) は今の高燈セメントが起

る前陀製銭所で製造されたものであり 、(旬、(9) は

某社で試殺され近く市販されるものであり . .Uu) -

ω、Q5) - ( 16) 等は製作し得るものであれ凶は古

くから製浩使用されたもの友どで、向上記aO) - ( 13)

仰 - ( 16) の様なものは外にも多々考へられるので

之から倫各方面で盛んに製造されやう。

l栓蕗に注目し主主ければならぬととは是等の中で

( A ) 種として焼塊、即ちポノレトランドセメントク

リンカーを使用するものはセメント統制舎がすべ

て統制的 f亡、他の普通セメント 、高輝セメント 、

珪酸質混合セメントと共に統制 されるのであるか

ら、第 2表白(2) と(4) の水津セメン 人 (9)主主どは何
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第 2 表 品 名 雑 用 セ メ y ト の 配 合 符j 合

ロcロz  名 ( A )  種 ( B )  種 くC ) 種

( 1 )  I カ タ ラ ス 31 - I  ( 死焼石膏中に石灰あ P列 水 砕 鍛 浮 約70- 80 分| 死 焼 石 膏 約 ル30 骨

(  2)  I 強 水 浮 セ メ ン ト | 焼 塊 約 20 I 水 砕 叫 約

ス そ ル | セ メ Y ト〆スト約30.... ，40 I  7l< 1 i $ 叫 約70- 60 I  

(  4)  I 水 津 セ メ ン ト | 倹 塊 約 20 I 水 砕 叫 約
一

(  5)  I 鍛津信友〉セメント (1) I 石 友 約10- 20 I 水 砕 桝 約80- 90 I  
一

(  6)  I 僻ぐ石膏〉セメ: Y 1-(2)  I  | 水 砕 料 約80- 90 I 石 膏 約10- 20

( 7 )  I僻 (石 畑 膏)セメント 州 茨 約 5- 15 I 水 間 浮 約80- 90 I 石 膏 約 5- 15

次 約 ふ15 I 水 日 深 約80- 90 I 可 溶 性 然 水 石 膏 ト15

塊 約 5 - 15 I 五 砕 僻 約80- 90 I  I! 

"  

| 生石灰消化浮約40- 20 I 水 間 浮 約60- 80 I  

( 11)  I  | 生 石 附 伸 約40- 20 I 珪 酸 質 白 土 約 印- 80 I  
一

| カーバイド粕約40- 20 I 水 間 浮 約60- 80 I  
一

| カーバイド粕約40- 20 I 水 間 棒 約60- 80 I  
一

間| 火山友〈石友〉セメント |  石

れもセメント統制舎の支配下にあるが、他む麗塊

を用ひないもりは全部セメント統制舎の支配下に

無いのであるから、何庭ででも自由に製造し得る

のである。唯充分えに粉砕機や包装主主どがセメント

工場以外では今日の資材難の際自由に出来1 ; ; . . いの

で未だセメント工場以外では大きく製造して居る

ものが無く、僅かに ( 1) - ( 4) がセメント工場で大き

く製造されて居るに過ぎ主主い現依でるる。従って

将来粉砕機. その他を設備し得たら境塊を用ひた

い第 2<D( 5) - (8) 、00) - (16) 、その他色々友雑用セ

メントが何庭ででも自由に製造出来るやうにえにり

住宅管冨えにどで移動式粉砕機、乾燥機友どを使用

して、まとまった住宅建築などを行ふ場所で其の

土地陀産するものから合理的に各混合材の化率性

を充分検討して・混合、粉砕して此の種の壁塗り用

雑用セメントを使用し、直ちに使用する様に1 ; ; . . る

かも知れぬ。

斯様に雑用セメントが自由に随所に製造される

援に君主ったら、第LH庇が激しく放って統一枚拾が出

来主主く君主って、不良主主ものが出て来て困るであら
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一

一

う。現に此の雑用セメントの規格が制定された昨

年から 1年にも主主らぬ今日、既に色々と規格強度

陀達し主主い不良友ものが出て居る様で問題と主主っ

て居る。叉上越の様化混合材の中 (1) セメント欝塊

(3) 高燈念冷鍛浮を主要素として居る雑用セメント

は其の強度が最も優秀で充分規格を合格ナるが.

他の混合材を用ひ、其の配合を誤るとどうしても

強度が低く、規格を割るものが多いので¥菰に雑

用セメントの規格強度限度を今少し低くした 2撹

品を設けるのがよいと云ふ意見も出て居る。ヨたの

第 3表には著者が最近試験研究した多量生の雑用セ

メントから之を H虎品と 2現品に分けて其の強度

限度を考へて見たものを示さう。

第 3 表 雑 用 セ メ y トの規格強度限度( 祭)

ｬｾｭＨｾＩＱ 抗折強度 ｫｧ Ｏ ｣ｭｬｬ ｬ 耐闘皮切 ｣ｭ
ｬｬ

弓「扉て百了I (7 +Ol I( 7+21)1 (7+ 0)  1(7+21)  

現行| 雑用セメント I 10 I  18 I  30 I  80 
| 1 鋭 品 I ' u I  ' u  I  ..J U  I  

新設| 2 4 品 I  7  I  12 I  20 I  50 

即ち此の表で見るやうに現行の第 2 7 H虎は其の



僚とし、之より精低いととろに新しく第 2競品の

規格限度を設けるといふ方針で、而も現行のもの

は抗折力の 7 自の 10kg/cm
2

が少し高く嵐々不合

格がるるので之在 7kg/cm
2

とし、叉耐摩カの28日

80kg/cm
2

にもよく不合格があるので50kg/cm
2

と

しゃうとするのでるる。此の位のものが出来れば

現行のもの即ち H虎品は専ら境塊を必歩20- 30%

位含んだもの、高撞水砕錨浮を主にしたものえにど

が之に合致し、其の他のもので混合製造したもの

では 2読品に合致して、多量K 容易K 製出される

やうにならうといふ見込もつくと思はれる。

終に雑用セメントは貯離に依る強度の低下が著

しし殊に錨浮を多く用ひたものは之と石灰質と

が接燭し、編集の多LT場所定Eどに長く置くと著し

く強度が低下してしまふ援なととが起りやすい。

従って雑用セメントは特に長い貯離は絶封に避け

て 2 、 3 ヶ月以内に必歩使用するととにしなけれ

ば友らぬ。今日種々の資材が整ひ縫いので、セメ

ントが来ても他の砂などが手に入らぬため遂に長

く貯離し勝ちに友るが、之は雑用セメントの張震

を著しく低下するととに主主るので、セメントは生

物であるととに注意して砂を貯醸し、セメントが

来れば必十直ぐ使用するといふ様な方法を講じ、

セメントを常に生物と考へ恰も生魚を料理するつ

もりで決して干魚の考を持たぬととが雑用セメン

トには特に大切であらう。

5. 結 語

最近重要視されて来たマグネシアセメント、マ

グネシアセメントスレート等が一般セメントの不

足、石綿の不足等から念: に重大視され、殻達して

来て防空防火建築材として重用されて来? と問題南

洋ボーテサイトや北支の毒事土頁岩を豊富に自由に

使用出来る今日では超高級セメントのアルミナセ

メントが充分自由に製造し得る問題等々論やれば

今後のセメント問題は多々あるが、奥へられた紙

数も大分超過したから是等の問題は他自に譲ると

とにし、製鍛工業の副産物として大量の高燈鏑惇

在7K砕し、英の潜在水硬性を利用して一方陀高蝿

セメントむ様な混合ボルトランドセメント、他方

に鏑浮セメント、水津セメントの様君主雑用セメン

トが共に大量に製造され、叉天然又は各種化事工

業副産物として得られる可溶性珪酸、アルミヲ: 等

の含有率の多いもりを巧に混用ナる珪酸質混合セ

メントの様1t.. 混合ボノレトランドセメント、他方に

は各種雑用セメントの製造等何れも今日の時局下

には何としても熱量の高い燃料を少しでも使用を

節約したセメントの多量製出が最も重要主主賠で、

之には混合ポノレトランドセメント、雑用セメント

の外には方法が主主い。

唯是等の庚義に云ふ至宝瞳の混合セメント陀使用

する混合材としては、高蛾念冷鯨浮む様た堕基性

鏑浮の7K砕物で、潜在水硬性を有ナるものが大切

で、銅製錬鏑津や四時油製鍛錬津や電気強製鋼鋸

津の様1t.. 唯鏑津と名がつけば何でもよい様に考へ

たり、可溶性珪酸、アルミナむ多い珪酸質混合材

でたければ友らぬものを唯の珪酸質のもむでるれ

ば何でもよい様に考へたりしては誠陀困るもので

是等の各種混合材に就て充分セメント化拳に立脚

し? と見地から検討試験して、混合材を選んで遁蛍

した配合割合に混合製造した各種の混合ボルトラ

ンドセメント、雑用セメント等の苔々が庚義に云

って居る混合セメントが科事的合理的なセメント

化率の基礎の上に盛大とえEって来るととは明らか

で此の十数年来最も強し此の混合セメントを主

張し、試験研究を進めて来た著者として其の初め

の観鮎君主り主張が誤りたく質現したととをよると

び今後一月号の精進を混合セメント撃に輩したいと

思ふ次第でるる。 (東京帝園大拳第一工皐部臆用

化撃科珪酸堕工業化撃研賓室、昭和18年5月6日〉。

( 筆者は 東京帝大教授エ皐博士〉
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建 築 工 員 の 養 成

徒弟制度の屋まれるにつれて建築工は減少の一途

をたどれその前途を憂( 、られる事既に久しい。

営協舎が此の問題を取るげて、座談合たどを聞い

たのも一昔前の事である。しかし、支那事賓が進

展するにつれ、他の重要産業への人的責務、の吸牧

其他による建築工員不足の現像はいよいよ積極化

し、とのまま成行きにまかせて行き営りばったり

の封策を講歩るだけではどうも主主ら友く友ってし

まった。事賃貸金統制令、移動防止令等によって高

賃金陀よって工員を吸牧する事も出来友くなった

し、叉そんた其場限りの針策はたとへ許されたと

しても弊害のみ多くて径のない事である。 3移動力

の建築界への導入は最早責務、枯渇し、高賃金の誘

惑は、ただ甲現場から乙現場への努務者の奪ひ合

ひと、努務者の怠惰遊腫を助長するのみでるる。

ととに於て、 どうしても積極的に建築工員の養成

をせねば主主らぬと云ふ一致した要望が各方・面から

起った。しかし、時局下む最重要工業で友いと云

ふ殿、従来建築工の大部分が一種の自由努務者で

るって、施工舎駐叉は直管工事者十亡直属してゐる

者は殆ど友いと云ふ結、雇傭聞係及び作業場所の

移動性が多いと云ふ勲等から、養成事業それ自身

に、他種産業陀見られゑい種々の閤難がるった。

その上、他の近代的陀産業に見られるやうな華や

日産建築工員養成所寄宿舎
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か君主科皐性の魅力も主主く 、規則的主主勤努生活と居

住の安定も得られ歩、近代的主主大工場に見る如き

ち吉備した厚生施設君主ど望むべくも左足いとあっては

今更建築工員などを志望する少年を得ゃうとする

事¢如何に困難で、あるかも想像に離〈友い。

しかし、建築工員の繍給が、養成による他左足い

事は既陀 一致した意見となった以上、 1 日も早く

賀行されねばならえ主い。

東京に於ては漸 く昨年 1月から土建工業組合の

控室まになる東京建築工養成所が開設され、先づ建

築工の中、専ら大工の養成に着手した。養成年数

億かに 6ヶ月、人員50名と云ふ全く貰験室的主主試

みではあるが、此種事業の今後の経営に幾多の貴

重主主参考資料を奥へたものと云へる。

しかし、刻下の問題として、本養成所が、宇年

乃至 l 年陀数十名の建築工を世に途る事が出来る

としても、何億とも知れぬE 額の工事が行はれて

ゐる幾多の現場に散ばってしまっては、何にもな

ら主主い。特t亡、工員む必要iを最も痛切に感じて居

る施工業者が、之に期待をかけると云ふ事は金々

出来たい。東京建築工員養成所の第 l 回養成工中

80%は修了後即時蹄郷し、 20%が研究生として工

事現場に残留してゐるとの事である。

此くして、施工業者自身が、自らの手で、建築

工を養成し、之を直属の努務員として所有しゃう

と云ふ気蓮陀向ったのは、必昼の勢であると云へ

ゃ う。

一方、施工業者としては、従来の土木建築工業

乃至土木建築業たるものが、全身近代工業乃至企

業から取蔑された、極めて奮式主主形態をとったま

ま、今日に至ったのを、今夏の如く省みて、何と

か打開し友くてはならぬ。何とかして近代化しな

くては君主らぬと焦怪して居る矢先であるから 、先

づ工員を養成して、之を枇員として所有し. 之に



直接工事の施工を行はせる事が出来れば、従来の

下請制度陀よるブローカー的存在としで元請業者

は、とと t亡、工事機械設備、頭脳的技術、肉閥的

技術を併せ備へたものとする事が出来ると考へた

のである。

此くして、東京に於ては、今年 4 月大倉土木株

式合位、日産土木株式合吐他一二の舎J社が、舎祉

の事業として、建築工員の養成を試みる事陀友っ

た。之等は何れも、建築皐舎の建築工整成専門委

員合案、東京建築工養成所の質問ーを最も多く参考

として造られたものでるるから 、大同小異である

が、その→列として、その開設に 最 も努 力を錦ひ

熱心で、るったと思はれる日産建築工員養成所の概

しまふゐそれの多分にある事等、一瞥利舎『止の事

業としては幾多の重大友問題のある事は、すべて

着手前から、強想された事であるから一切胸れな

い。之等の問題は殆ど未解決むままスタートされ

たと云ってもよかった。何と友れば、之等の問題

を、従来の観念を以て解決する事は、J ! . pちー営利

食 JU止が此様主主事業に手出し出来友いと云ふ結論を

得る事に主主るからでるる。従って結論は極めて簡

箪である。日く「費用はかかるだけかけねばなら

ぬ。養成後工員の逸散を防止する見極的手段は友

いから精神的訓練忙期待をかける他ない。」

此くして護足した日産建築工員養成所は、園民

況と、建築工整成の匹見をのペて見たい。 事校高等科卒業者、若くは之と同等以上の暴力あ

工員を募集するため陀要する非常君主努力、経営 る者で、年齢14歳以上17歳未満の男子を入所資格

K 要lずる並々友らぬ物資的負持、人的犠牲、修了 者と規定し、修業年限 2 個年、その聞大恒次表の

後折角多大の犠牲を振って養成した者が般散して 如き事科及び訓練を課す事に友って居る。

率 課 及 訓 練 科 目 並 に 其 の 時 主 主

高島 科 目 曹註 程

l制 合 /1年 時 制 1週 時 数 割 合 /1 年 時 数/1 遇時数

修 身 及 公 民 科 | 道 徳 の 要 旨 、 公 民 心 得 | 約 370 I  1  I約 3ｾ｢＠ I  

高匹 科

建 築 単 科 |建 築 に 須 要 な る 等 科 1// 17%I  7  I  //12% I  5  

3置 習 | 基 本 畑、路 用 問 、 現 場 貨 脅 1//75% 11，573 I  32 I  // 似 11，677 I  34 

鐙 背 科 | 鐙 操 、 数 線、 武 道 I // 570 I  2  1庁 570 I  2  

計
1  1仰い，093 I  42 1  Ｑ 仰い ｾｊ 42 

目| ｾ＠ ｾ＠ Iムム !?週よ|ム L| 九JL

竺 ｦ ヱｾＭＺ｟ ｟ ｟ＺＺＺ｟ｬ土 ｪｅｅｦ 二一竺 土 二 ｌ 竺 ｼ 52L__11ーヱL ユ

工 業 敏 事 | 初 等 放 夢 用 器 愛 珠 算 1 7B I  1.5 I  52 I  - 1 

建 築 史 | 日 本 建 築 史 大 意 I I  I  26 I  

建 築 構 遁 | 一 般 建 築 構 造 大 意 1 52 I  1  I  26 I  

建 築 材 料 卜 般 建 築 材 料 大 意 I 52I 1  I  I  

| 建 築 よml 建 築 法 規 概 念 I I  I  2可

建 築 総 工 法 | 一 般 建 築 施 工 注 1 26 I  0.5 1  I  

務 - ; - 1仕 様 / 理 解 積 算 ノ 方 法 1 26 1  0.5 I コ可 0.5 

木 工 事 細 説 | ず エ ト シ テ 必 妥 ナ ル 木 工 事 細 説 及 手 作 I 52 I  1  I  26 I  

規 矩 術 | 初 等 賞 用 規 矩 術 I 26 I  0.5 I  26 i  
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仮 枠 工 作 法 | コ ソ グ リ ー ト 俵 枠 各 館 |

作 業 所 組 織 | 現 場 機 構 現 場 常 識 |

安 金 教 育 | 作 業ー 安 金 数 育 !

計 6  

1聖 習 E票 程

撃 科 目 課 程 摘 要

l 工 具 峨 司 被 取 い 計 選 出 、 時 切 組

主義 本 3従 習 工作、兵ノ他{ 也職場作業掛 ノ一都、基本笈脅( 根掘コ 第一拳年 4 月一一 7 月

ゾグリート打、足 、鍬筋加工取イ寸) 毒事

盟主 用 主主

脅 I  材料ノ取扱、作業業ノ段取、水盛遺形、建方、木工

事作業、足樋i作安全作業等
第一準金手 8 月一一翌年 3 月

現 場 3主

養成所・は東京市杉並直大宮町の維地滑に接し

た。恵まれた環境をもっ敷地に新築され、 2 個 年

の修業期間中全員がととで寝食を共にして、訓練

される事になる。現在第 ｬ 期生は ＳＰｾ 余名であるか

ら、営分約70名が牧容され、精神的肉腫的並に技

術的陀錬成されて、文字通り大東亜建設の一翼を

熊ふ事の出来る建築工員が養成されると共に、年

少の時から社風陀合致した優秀な大工さんとなる

ぺく養成されゃうと云ふのでるる。要するに、立

j反乱7止買として大エさんが養成され、末長く心か

ら枇員として働いてもらふ事が出来れば、曾祉と

しては目的を達したものと云へやう。此様に施工

業者自身が工員を持つと云ふ事は、此の大慶革の

時代陀土建業の業種が如何に費化しゃうとも、非

常主主張みである事は否定出来友い。

以上が建築工養成の概況である。しかじ技術上

の黙で、殆ど従来の大;工の技術をそのまま踏趨し

てゐる事については、大きな問題がるると思はれ

る。成程徒弟が永年の修業によって一人前となっ

たのに比して、{ 華々数個月乃至 1 2年で建築工員

として何とか役に立つや‘うにえにれると云ふ事は、

一つの成果ではあるが、今時徒弟制度などを比較

に出す事それ自身が過りである。

精紳教育は勿論最も必要で、あるが、之のみでは

現在の建築作業技術の立ゐくれを補ふ助けには徐

り主主らえ主いし‘ 工員不足を補ふ助けにもえにらな

い。徒らK 工員の補充. 擁充にのみ焦慮し、叉は

過度の勤苦容によって能率を琵揮させゃうとする前
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第一事年 10月一一翌年 3 月

害事ニ摩年 4 月一一翌年 3 月

t亡、作業技術施工技術の改善、更に湖って建築技

術全瞳の改善によって、人力の節約をはかると云

ふ事も必要である。

時代は、特に現在は、建築工の養成が‘ 昔と同

じゃう t亡、複雑主主柵を作り出し、柵穴を彫り、か

ん危を掛る事の習得であってよいとは思はれな

い。日本で木造建築が護達したと云ふ事は過去の

事でるる事を忘れては友らない。まして、建築技

術上の慣用む名の下t亡、折角尺貫法から清算され

た若い頭脳を、厄付主主尺貫法、問、坪、石、才等

の複雑1'J: l 五位でけがす事は、蓮大左足計重によるも

のとは云へ主主い。最も斬新な作業技術の修得者で

るると共1 1 : . 我々がインチポンド法を知らたい如

く、尺貫法を知ら主主い工員が出来上ってもよいで

は友からうか。官主主がらの大工さんを近代的君主教

授法によって養成する事と錬成とが、今自主主すべ

きすべてではないと思はれる。

よく人的資源と云ふ語を、特に皇園民に向って

使ふのは人格を無視し、物資視したもので、不都

合でるると云ふ聾をよく雑誌や新聞で聞くが. 先

日も某木造舶の造艦所で、昔ながらに木挽が板を

引いてゐるのを見た時. i 最も能率c 悪い人問機

織、大食の不経済な人問機械、原始的な人的動カ

資源」と云ったやうな言葉が浮んで来た。

日米聞の建設戦の懸隔は、何としても、土木建

築技術者の怠慢を物語る面のある事を否定出来主主

い。米本圏に於ける工場建設等は知らすヘ前棋の

ジヤングルが量生日忙して飛行場と化し、底たき泥



沼のやう及ツンドラ地帯を直ち飛行機が着陸し、

戦車が走ると云ふ技術は、成居ケンを飛ぼうとす

る技術や、潜水艦を探知する技術に比すれば、甚

だやさしい技術と云ふ事が出来ゃう。

建築が、近代工業としての依件を備へてゐ主主い

と云ふ事 L 飛行機の大量生産が近年まで不可能

硯されてゐた事と思ひ合せると、倫攻貨の官余地が

ある。

奮来の踏襲そのままでは何物も生れて来ない。

或る現場で、坑道に巻くためのコンクリートプロ

ックを大量陀製作してゐるのを見たが、その製法

が、棋盤固に仕切った型にコンクリートを注入し

て硬化を待つと云ふ方法でるるため、多くの型を

要し、特に型板に塗る泊の入手が困難だとの事で

あった。極く簡箪主主型押機具 とコンクリートの調

合陀、一寸した工夫をすれば、少くと も之等の消

耗費材は全々不用であると思はれるが、 1壁際には

何等の工夫 も梯はれ主主い。

別に大した技術を要せ歩して、進歩し得るもの

である事は、近年の模型飛行機制作技術の難歩が

最も雄需に物語って居る。我々の少年時代にも.

戟 争 に 勝 つ 家

米英に聖母する詔勅換殻の後、幾度か勇j仕なる軍

艦行進曲と共『亡、皇軍の赫々たる愚果の放迭を我

k は限り1 ' . J . い感謝と感激の念をもって璃いた。そ

してその第一日より新聞紙上を彩る活字の逗しさ

美しさ、そしてその j仕組無比に、唯驚l英、讃嘆、

そして感謝すると共に、我k 日本人が如何陀偉大

なる園民でaうる、と 云ふ事を今寛之主がら深く認識

したのである。だが、との比類主主き世界史の事事換

より一年有卒、輝しい職果の陰に犠牲も叉紗主主く

今日と同じゃうた費材を使って模型飛行棋の制作

には貨に熱中したものでるるが、今日さほど器用

でも友い子供が、精巧左足模型を巧妙にづくるむに

は驚かされる。筆者は少年時代の技術は丁度徒弟

制度程度の輩逮程度であったわけである。

建築も此んな風に蛮達させる事は、必ヂして不

可能では主主い。

折しる 1昨日の新聞に、腰着接合による建築が

農林技術者( 建築技術者では主主い〉によって成功

したとの記事がのせられた。 ドユペノレ接合にあま .

り将来の期待を持ち得主主いが、腰着接合が、将来

の木造建築構造t亡、劃期的蟹革をもたらすもので

ある事は、筆者の古く今ら信じて疑はたにい廃でる

る。

建築工も、もはや前進を初めてよい時では主主か

らうか。 ( 6 月 5 日山本元帥園葬の日)

附記: 東t京建築工養成所の質情、並t亡、努務者

不足の事情に就ては、島田藤氏が、建築

雑誌、昭和17年 11月読に詳述して居られ

るので極く概絡をのべたに過を主主い。

〈筆者は 日産土木株式合世〉

杉 山 雅 則

たかった。山口、加来雨提替を失った痛恨未だ新

た友るに、我等一億、粛然、血涙をのんで、の哀悼

むうちに、山本元帥の聾主主ぎ凱主張. を迎へたければ

君主らたかった。

我々建築の分野からも捧げた臆召者、臆観者の

主主かから、数多の知友を失ひ、更に多くの仲間を

戟場花、現場に死主主しめた。との j比烈限りゑい尊

い犠牲によって我日本の将来陀約束されたる建設

の畿が如何に維海にしてj比大、輝しく且希望に満
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ちみちたものであるかを思ふ時、改めて吾々日本

園民が如何に優秀吉主る民族であるか. と云ふ事を

思 はす京にはゐられ主主い。吾等はとの偉大友る園民

たるの光栄を永久に揖ふ掃には苔k は既に拐った

よりも多くの犠牲を携わ主主ければ主主らないかも知

れ主主い。

吾々はともすれば前戟でむ闘のみが此の戦争を

決するが如く考へがちでるるが、勿論捷報の相つ

いで来る事を祈念するのだが、現代の鞍.が大消耗

戟でるるととを思、へぽ、そり消耗戦に目怒っ丈の生

産がなければ、此の光栄は獲ち得られない。そして

その生産は貨に吾々の責務に於て成さねば、友らた

い闘でるる。今は一億、吾を捨て、偉大なる園民

たるの柴容を永久に猪ふ震に飽く迄戟ふ時l亡友っ

てきてゐる、園家千年の運命を決する重大時局で

ある。さればとそ、今日吾々の持つ凡ゆる物を、

吾々の持つ鵡ての力を園の詩に、吾等の光祭の鶏

に捧げ主主ければ友らない。

との様陀考へれば戦時下の住生活を如何にすべ

きか、とれがどうあるべきか、といふ事は明瞭完工

事である。現在我園に於ける住の部商は事責衣食

のそれと共十亡、営然切下げらるべき飴俗も、又無

駄も、或は賢穫とさえ思はれる知も住吉なくないと

思、ふ。

勿論、園民の日常生活の念速の切替はなか友か

困難主主事で、簡単にすぐ出来るものでわなかった

のだが、米英を討つ、といふ園民のJ g J ; 書きな時局認

識と 、皇閣猫自の臣民這ーは、簡単に、或程度の生

活形態の時換をやってしまった。

生活必需品の配給側、切符制. 町舎隣組の組織

強化、或は新らしい交通道徳、等、総て物資不足に

順感ずる生活の建直しは戦争生活の形腫のなかに

或程度融けとんでしまってゐた、とれを f 時の頭

でみれば責に篤l嘆すべき事柄のみでわるるが、戦

が容易友らざる事態を思わせる時に立至IJ った今、

営然それに即膝する生活態信Ij h: 今一度切替ねば主主

ら主主くえにつて来たのだ。

政府は今度 100平方米より 50平方米とその新築

出来得る住宅の坪数を犀縮した、 ＱＵ シ ｆｾ うればどう
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にか生活は出来ると考へた上で‘ の事と 思う 。そし

て新た陀制定せられた臨時 日本標準規格 は今後新

築さるべき住宅陀劃して或程度の規準が指示され

てゐる。 此等示された規模のものは住ひと しての

最低を示すものと思はれる。

生活物資動員計霊に於て、閣民の最低生活眼度

の保詮といふ事も政府で考慮されてゐると聴いて

ゐる 、執事下t亡於いて園民の最低生活の維持は、

戦争途行の観瓢よりして軍需増産の緊念さと同じ

程度の重要さを持つ、殊K 住宅は衣食の部面と共

に生活の基礎であり、次代の優れたる図民を浩る

場所でも，あるからには 、それを創り出し得る丈の

要素を持った家でたくてはならない。訓育し、図

顎し、休養し P 作業し、勉暴するに差支へ君主い、

それ等の動作f ' C ，b さわしい場所でるる事を僚件と

したもので友くては君主ら泣い。

位界陀上ヒ類なき日本精神は. 譲別たる日本人の

逗しい肉躍のうちに生きてゐるので重うれその元

気温る L 健康は、その精神と共に家に依って培れ

るのである。健全怒る家が主主くして民族の興隆は

期し難いと云はれる。だが、官民共に非常君主る努

力陀も拘はらすτ重要産業努務者への住宅でさえ思

ふ様だはかどらぬ、 まして一般住宅は 、小さい家

であってもなかなか建て難く怠ってゐる今日 、住

宅不足を緩和する詮は既設建物の有効えにる活用 、

即ちG余剰居室を持った家の協力と 、車事鹿業商庖の

利用でまうれ叉従来の建築方法陀よらない 、材料

労力の経済的新らしい建築方法の考究と 、住む人

の住ひ方にある。そして圏民の一人といへ共、住

むに家が無いと云ふt業主主事がるってわ主主らない。

生を厚うし、次代の日本を益々輝しいものにする

震には是非共住むに不自由させる様主主事があって

はならない。

大東亙戟の始まってより一年有牟、其間我々の

生活は非常君主餐化を来した 、計霊経済の高度化に

よる消費生活部商にも、又防昼態制強化、隣保共

助の隣組組織等の祉合部商陀於ても 、此の短時日

に貰際侍くべき費税を途げた。だが皇圏三千年の

歴史をかけての重大時期f ' C 於ける我国現下の決戦



腫制 は果していかなる 7状態陀あるか、 まだまだ伎

の部商のみ主主ら歩衣食の方面にも無駄や、王子時的

浪費に類するものが多分に存してゐる 、否捨て切

れす宇陀ゐると思、ふ。臨時生産を途行して行くの陀

必要た園民の最低生活の限度以外の消費はとれを

一切軍需方面へ振向け怠ければなら主主いと云ふ考

を以て、吾々の身溢を見廻してみれば切下げ得る

絵絡は相首にあると思う。

豪華を誇った百貨屈の寅場も重要産業等む事務

所に活用され、名ある料理底等も数多く工員の合

宿などへi博用されてゐる今日、大きた住宅、官余裕

のある部屋乞持ってゐる家の理解ある態度、底置

が望ましい。

傍統を誇る家族制度を得: ぶのはよい、だが強甑

君主る図家的信念を以て行へぽ同じ生活慣行を続け

るにもそれに劃する観念が襲って来る。空いてる

部屋を 、敵米英を討つ箆吾々の同胞に開放するの

は決して家族制度の破壊にはなら君主い。殊にそれ

が直接住宅緩和に1 ; t D  ，又資材、努力の節約にた

る事を思へぽ共意義は亦甚大で、あるといわねばた

ら友い。

住ひの商丈に止まらす= 衣服の部商でも 、 日本人

の特別主主器物を愛する厚い心と共に 、家の停統を

誇 り、 持持を保つ詩K ととのへられた調度、衣; 裳

なども奮家、大家と云ふ家にでもなれば絵計その

数が多い。春夏、秋冬、季節の移り費りに臆する

衣服調度の費化 は日本人に取って限りない喜びで

るると共に色々主主積類の衣服を必要とした詩、 日

本人 は比類泣き衣裳持だといわれる。

気候に感じとの衣服、調度に襲化 あるのは生活

に深い陰弱を奥へて 日本調特注境地を醸してゐる

此の四季に醸じての衣裳であってみれば其の教の

多い、事を一概に否定する事は出来1 ; t いが、寺 J そ

の鐘桜から鐘が、有名な杉並木や多くの古木、名

樹 も愛惜の うちに伐られ隊ぜられて行かねばなら

え主かった今日 、父祖よりの形見も 、停来のものも

とれを活用し怠ければ主主ら君主い時だ、衣服につい

でみでも箪笥の底から死蔵品を取出し 、洋月Rとか

利服とか今迄の腕念にとらわれ主主い新らしい簡寧

君主仕立方在以て、製つて着れば何庭の家、で も三年

や五年寒さを凌 ぐ丈のものはある事と 思、ふ。

住宅に就ても 、新築す場合とうした今迄の形や

建築方法に拘われない、生活しよく 、又 資材の節

約出来る家を創らえにければ主主らない。そして新 ら

しい家陀住むにしても . 古い家を利用するも今迄

より多くの人数で住まねばならぬ事と 思ふ。:;t; ; - 互

ひに雄主つくしあひ、和か陀清か陀住めば盆軒の

「五常言JIIJ を引合陀出す迄もなく戦時下の図民で

ある吾等は、同胞の強い結びつきを以てともに暮

せば、そとには自から砲の心が湧いて来る事と 思

ふ。謙遜を傘ぶのが躍なら、清潔を傘ぶも躍であ

る、茶道の奥義を極めた宗匠は客を招く前陀自身

零曜の掃除をしたと聞いてゐる。不湾の場所程清

くするのが日本の離である事をこ昔の人は身をもっ

て敬へてゐる 、人が共同生活する上に是非共必要

主主のは此の躍の心である。

臨時下の普請は組末である。 在は痩け 、板も 節

穴だらけで、壁も 隙聞の多い、事だらう . でも 、

との砲の Jむを以て住めば決し て惨めた家に は怒 ら

君主い、家は住み方一つだといふ、家を浮くし互に

植をつくしあって住めば、粗末な家でも 古い家 で

も締盟主主、愉しいす まひ陀1; t ら う、 大勢の人で も

静かに和かに暮せる事と 思ふ。

時局は重大でるる 、速に吾等内陀和 し、外に劃

して綿力を登揮し怠ければ1 ; t らえEい。菩等の圏結

が輝しくも遣しい日本の裂展、新らしき歴史を創

るのだ。

物に乏しい今は吾k 園民を強く鍛へる試煉の時

7芝、その試煉が強ければ、強い程吾々も 強 く鍛へら

れるのだ。

長くも皇は蔦世一系、民 は忠、精勇武、

郷は 山紫水明、家は清i淡和潤 、

吾等市且先、寸土たりとも夷秋陀tt- されたる事放

し。吾等も叉絶封に侵される事あるべからす示。紳

州不滅。吾ー等断じて 此 の戦争に ｾｪ たねばえにらぬ。

( 18.5.28) 
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戟 時 下 建 築 に 関 す る 随 想

筆者に依頼された表題は「戟時下の建築批判」 。

と云ふ題目でるるが. 筆者如きが誼卒十亡、戦下の

建築批判を云々すべき時陀あらす‘ と信じ、近頃、

自及び心にふれた 2，3の雑感を随想定主る課題のも

と に 頼 れ 以 っ て 逆t亡、讃者諸賢に御批判を仰ぐ

弐第である。

1 . 山本元帥閣下戟死の報を聞きて

去る五月廿一日午後三三時半、筆者が某舎舘の竣

功式に参列中、蹴詞を述べられた土地の警察署長

の結びの言葉として計ら歩も山本閣下御戟死の放

迭のあった事を並べられた瞬間. 腕ひ気分も忽消

散、思はす京樗然正座襟を E し互に恩を見張ると同

時、冒頭の熱するを覚えたは. 蓋し日本人たる者

の堂然? とる事であらう。績くアツツ島玉砕、軍人

主主りせt宮、今にも敵陣に勇躍、白更正を窮して斬り

込み度い敵協[ . ，I ' C 燃ゆる。武器を持たざる我等建

築家は、との奮激を如何なる方向に注ぐべきか、

瞬間、自分の細瞬に血の遺るを究ゆ。暫くにして

冷静にかへる。我等叉、建築戟士たれ。その責務

室軍人に劣らんや。問答無用、日々の仕事にとの

敵慌心を敵込み自分等の務陀敵の撃ち込む隙をな

からしめよ。山本閣下の英霊。アツツ島二千勇士

の英魂、常I ' C 我等建築戟士の身謹にも窃僅せるを

瞬時，も忘るる主主かれ。

2. 戟下の建築造型界雑感

戦下建築費材の統制並びに防空規則の適用、そ

の他臨時諸規則の護令及び多数人材の分散等の諸

原因から、建築造型界は遁去の如き個人本位の悉

意から全く封鎖され、諸拘束に痛め締め付けられ

その表現に決定的指向を富余儀主主くされ一時は手も

足も出ぬ献態であった。然し建築家の園家観念の

確固たる掌握と自売から建築家は建築生産に封し
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て奥へられたる制隈を甘んじて受ける許 Tt弘、園

策順膝K 積極的1花車力を惜ます京現賓の緊迫f伏勢行

聞に各人が真言舎にその分擦を蓋しつつ ib T. 耳走者

は軍にるって、或者は官臆にあって、又或者は民

間の事務所請負等にあって各々圏家織力車誌の建築

J ' 1 ! . を背負ってその多忙に乗り切りつ L ある事は、

定に御同慶に堪え主主い。

先日 、批年建築家莱先輩から筆者に「僕が君達

の年筆時分には延何千坪と云ふピルデイングの設

計に日夜泣頭しであったが今の君達はその賄、或

意味で、恵まれないね」と云はれた。その結或る意

味に於いて誠に不幸でるる我々ではある。然し現

貨の世界j伏勢を省みる時我々青年建築家は、叉と

得難き一大試練を課されつつ温去の文化至上主義

的文化担から離脱し革新的文化観に立脚して大東

亜共祭園の陣頭に立てる建築家としてその任務の

重大性に奮起し、その光祭に感謝の誠を捧げ主主け

れば友らぬ。との機にのぞんで不平不満を胸に抱

く徒ありとせば、彼等は1 E 1 ' C 内部的思想崩壊を望

むスパイ也と云ふも差支へ2うるまい。

との大東亙戦と云ふ一大障壁を見事打ち破った

践には、その彼岸に買に洋々たる未聞の世界が双

手を穆げて我々を待ってゐるのでるる。

成程現貨の建築界は殆んど木造建築で而も閥東

大震火災後に族出せるパラック建築の再現の観あ

るものも多々あるが、その殆んどナべてが園家目

的完途に関聯を持つ建築ばかりで¥その意匠及び

材料等の如何を聞はす= その竣功までには幾多の苦

心を臓せし事を察し、自ら頭の下るのを魔ゆるの

である。

震災後数年陀し族々打建てられし幾多美麗建築

に較べ、その外型面は如何にも貧弱でみすぼらし

き委乍ら、その内容たるや宜に魂の舘れる精紳的

に豊かなるものと云ひ得る。故に此等援功建築陀



射して軽卒陀批評を下す事。を差控へ るが、中には

建築家がその事業企劃等にまで閥奥し得歩、無理

解たる需用者側幹部の意見に左右され、その要求

に甘んじて順目撃し出来上ったものも中陀は存する

事と思ひ、その消極性を排止して建築家自身が檎

威と指導性を持して企到の務、まで積極的に乗り出

す事を望んで熔まぬ。とれにはその部門に於ける

豊富なる経験と不断の研賓がなければならない。

目下は斯く木造む念場的建築設計に這はるるは

致し方君主き事午ら、次に来るべき防空都市建築の

研究も叉定、たり得ぬ念: 務; む問題でi J ; る。銀筋鎖骨

コンクロート造陀君主る防空的耐弾建築の研究、而

も日: 本の園土気候に順臆し且つ都市美的形態美を

蛮揮しつつ、そむ造形が共祭閣の指導闘? とる傘般

を堅持せるものたる事等問題は他にいくらでも存ー

する事を波却しては主主らぬ。常に現在の急: 場建築

と将来の遠大怒る計劃とを卒行し、気を配りつム

雨者の研究をゐさ: J s さ劣るべからす宗と感歩る。

都市美の黙では目下、金属回牧令に綴って今日

まで凡そ都市美を客せし幾多の看板や街燈が瞬く

聞に撤去され、見苦しき庚告ピラの掲示板陀利用

されし空地の板園ひが取除かれ. 狭苦しき街路が

庚々と感じ出し、加へて満k' }とる水乞湛へし貯水

池が、その色も鮮やかに自に映じ、まとと需品下の

街頭風景は美化とそすれ戟宰の陰惨性を微塵も感

じ得ぬ現在は、事ろ欣ぼしき現象でるる。都市不

良建築群が空襲によりー婦さるればと都市計劃家

は秘かに敵機来襲を心待ちしてゐるかも知れぬ。

醗って現大戦下の執が園建築の様式傾向を観察

するに、欧米文化吸牧に汲々たる自由主義筆かえに

りし時代の様式輸入は、大東亜戦勃護を契機とし

て悪夢に覚めたる如く消失しつい他の文化面と

同様鎖園的飲態に入れ自園再認謝機運勃興に必

然的好機舎を奥へ、大東亜共祭圏の庚汎主主る舞蓋

に力強く躍る雄揮にして正義思想、に撚ゆる日む木

の園に相躍しき設計意匠の研鎖に拍車をかけたる

は、との大: l ¥' l 誌が建築界に投せ' し偉大なる貢臨lーの一

つt . r . りと感謝してゐる。とれが現代及び将来む優

秀左足る建築家の庭教なるm買努力に綴って徐々に

そり成果を見んとしつつあるはi l i ! : rc鹿賀の至りで

るる。

以上今回の大臓が建築造型界に奥へし貢献のみ

に闘しでも皇軍の戟果と同様数多きを見究め 、悪

戯に消極的思想を抱く事君主く 、飽 くまで積極的に

感謝の念を持しつつ、奮闘努力あらん事を建築造

型家、品え毛ら会古£主主主背牛走桑表に会. んそ、

必まぬ。

3. 1 盤谷日泰文化合簡の設計募集」の報を読み之

前項にて越ごてたる如く 、我等建築造型家にとり

て焔と燃ゆる設計意慾を表出貫現化すべき機舎の

全く砂き現献ではあるが、か L る時代にとそ汚れ

ざる IJ 、見の夢の如く紳3まにして、而も現貫性をし

っかり虻握せる偉大なる夢を常に描きつつ現在に

生き、又将来に生き度きもむである。戦下と云へ

共、乙の夢の公表化は設計競技膝募によって紙上

に移され、切E差琢磨され其の良否を祉舎に問ふ機

舎を奥へられるのでるる。かかる意義深き企てが

その回数の徐りに勘きをま訟ヂるもので、あるが、t晶

去数年間にか与る意味に於て規模大主主る設計競技

として二つを傘ぐ。

そのーは昭和14年に我が園建築界花関く公募せ

られたる「忠、霊塔」の設計競技なれとの営選結

果につきでは既に諸兄の御熟知の如し新しき日

本の記念、建造物の出蛮黙と怒るべき創造力に於い

て絵りにも献けたる入選案の多きに一驚を禁じ得

すヘ却って落選集中に多数の傑作 ib T'}とるを知っ

て、との企ての意義の十分存せし事に撒びを感じ

たのである。多忙t . r . る諸批年建築家の多数が揃っ

て参加されし事は今にして思ふも欣快に準えざる

jl 士傘であった。拙築も見事落選の光殺の列に加は

りしは幸と云ふも傷の僻rc a>ら十。

そのこは昨年建築暴舎主催 rc t . r . る「大東亙建設

記念営造計霊」の設計競技である。との結果は前

者と逝に宮. 選集中、特に一等案は「金的を打ち止

めしもの」との審査評を得て猿期に反せざる好成

績を見? と事は最近の事とて今ととに言酔を重ねる

迄も友き鹿事でるった。

今回国らす= も去る六月十一日朝日新聞夕刊紙上

にて「盤谷の日泰文化 合館C 設計募集」の企劃あ

るを知れとれとそ第三回目の意義深き戟下建設

主主どに於ける我が園建築造型界の一大トピック 也

と感歩る。
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近時i折界陀熱烈に論ぜられつつある新日本建築

様式主主るものを共栄圏内の泰圏陀、今回貨物展示

されうる絶好の機舎遂に来るを鹿闘する。此庭に

至りて我等が夢は現賓の世界へとその第一歩を踏

み出すぺく結貰化するのである。その設計要項内

容は未知ノrら審査側 K 立たれる諸氏は、よろしく

企刻側陀無理解あらば飽く迄、彼等と戦 lまれん事

を望むと同時花、鹿募者諸君は、十分大東! l R 建築

の指導理念を把握しその作品種表に責任と光祭を

自覚しつつ慎重に、その構想、を切瑳琢磨し以って

優秀傑作の多数接出されん事を希ふ。

然して審査陀営つては膝募岡田の表現方法又は

園高の枚数等陀肢惑され、その熱意に動かされ同

情心を唆られるが如き事主主く公平無私怠る慧眼と

判断力を以って飽くまで正しき 、デザイン在識別

され、又もや金的ものを選出されん事を併せて業

ふものであ予。

4. 建築界:助努者の健康問題

戟下j仕丁者を始めとして一般背少年男女叉は、

産業職士等の心身錬成む喧しく叫ばれつつある今

日、此時、そして此が篤の諸施設建設が施されつ

つある現献にあって建築界は如何にとみるだ、軍

属並びに諸官臆は不明主主るも一般民問、事務所及

び請負舎祉等の勤務員主主陀果してとの方策、施設

等の完備が行届いてゐるかを察するに、規模大方:

る致合f伎を除いて恐らく何等の方法も施されてゐ

らぬかと察知する。現場勤務者、まは外出多き所

員枇員は別として、勤務時間中ぢっと屋内にあっ

て設計に製聞にー・・・見事従積にせる建築喰士注lて

とって現下最も必要なる事は. 1 我等日木人左足り、
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我等建築戦士友り」の. i i t jまなる意味に於ける自覚

と強き信念堅持陀撮り 、之に従属し来る樫カ錬成

の日々 に於ける研磨であると感歩る。

若き熱烈なる希望に燃えて皐窓を巣立ち大東亜

共祭閣の蔵大なる地域に多数活臨すべき大使命在

持つ前塗有望なる彼等、次代に於ける建築家の後

稽者逮が次々に病魔に倒れる者慰; しとせねのを間

近に見聞し、読者諸君と共陀自己反省を切望する

ものである。

大阪瓦斯舎祉が各所にアンツ ーカ一致のテェス

コート を設置し各所ーに於いて髄育錬成に宇裸の若

き社員男女等が澄刺と 、その肉躍を躍動させてゐ

るのを屡々見る時、誠に恵まれたる舎枇組織かえに

と讃僻を呈するにやぽさかで友いが心身一郎の鯨

成は此等、施設のみによって磨かれるもの陀あら

ざる事に深き認識を向けねばならぬ。

「健全なる精紳存すれば必歩、健全主主る肉盟主っく

り縛る」とは 、その道の哲人、天風先生が断言さ

れた言葉である。モの方面の施設の不完備に不千

を主主らす事を止めて感謝lて生きるを知り 、 自ら日

々怠らす" 自巳の健康管理に精進すべき時なりと感

今る。

5.む す び

以上悉く読者諸賢の熟知しゐられる事柄の蒸し

返しに貴重友る紙両を借用 L 恐縮であるが、原 稿

依頼により奥へられたる機舎陀所感を並ぶるを臨

持する消極性を厭ひ社探乍ら敢へて筆をとった次

第である。 (2603.6.14)

( 筆者は 安弁建築事務所設計部技師建築工毒事技術

研究所指導員)



人 と 用 具 に 就 て

.鞍 時 規 格

愈々決戟下生活必需用品の長設的規格の決定版

が考へられ様といふ情勢に立至った様でるる。最

近の新聞にも見えて居る様に中央物関統制協力合

識では決戦下図民生活必需日用品最低所要量の供

給確保のため

都市部門

食関係( 鍋、釜、茶碗、皿以下45品目〉

住関係( 帯、パケツ、電球、障子紙以下32品

目〉

衣開係〈針、鉄、洗濯石鹸以下部品目〉

交通関係( 靴、下駄、草履、雨傘以下20品目〉

保健闘係( 浴用石融、歯プラシ、塵紙以下18

品目〉 計 141 品目

農村部門 計 121 品目

をー臆採り上け・て規格審議をすると同時陀 、政府

営局陀針して建言し篠と云ふのである。生活用品

と云ふものは 、 自分の家庭だけの品種を調べて見

ても大慶多いもので¥貨に想像以上のものに主主

る。かつて私達ばデパートの質品中衣類や食料等

を除いた生活用品を調べた事がるるが、共品種別

たるや決して百代で止る可きものでは友かった。

長i l 1 : 之等の品種別の中に種類があれ等級がるる

のであるから 、庚大主主デパートを所狭しと摂める

事が出来たわけでるらう。

鏡甚の生産規格の饗化を一つ一つ拾ひ上げたと

とる三千に近いものが苦から生産されてゐたと言

ふ責例を吾々が知ったら全く驚く外ない。

今度の 150 種に足らない生活用品の撰定は決し

て全面的念品種の決定ではあるまいと思はれる。

多分第一次撰定陀属するもので、今後特殊えにもの

が拾ひ上げられて来る事と想像するが、凡ゆる物

資が戦争遂行に蓮進供出され、あくまで勝抜とう

と云ふ場合に、今更言うれ もとれも等とつまらぬ生

豊 口 克 卒

活の追懐主主どしたく主主い。さてとの中で直接住宅

問題と密接ゑ開係に置かれるのは家具である。

住宅管囲の努務者住宅規格案に針して兎角の評

があっても 、此頃木材資源の重要さと需給の1 & l V t :

閥係がはっきりして来た今日では私等ちっとも文

句の言ム筑には友れ友ぃ。住ふ家を奥へられ、あ

れだけの積局的主主検討がなされて方策がたければ

止むを得友い策がする。プランを見ても決して無

雑作陀住宅の科象的友安求が考慮されてゐたいも

ので左足い事がはっきりしてゐる。たピ資材を努力

と経済商から完全に各僚件を満足させてゐないと

云ふ比較性の問題でるる。今度之以外の住宅生房長

が許されたいと言ふ巌然たる事貨は生活の様相を

大をく規定して行く事を充分に認識して行かねば

ならない。問題は草に住宅ＱＱＺｾうるのでも主主ければ

用具にあるのでもなく 、又家 具 に あ る の で も 危

い。凡て生活にある。と 1 1 1 : 入る家具に就いて、

あの住宅プランの中央K 立って考へる友らぽ

dleし華、七輪華、食器棚、茶布華

位のととしか頭へ浮かんで、来君主いし 、又入る を余地

もない様だ。若し強ひて今一歩所有が許される友

らば、机、 館 笥. 鏡，蓄の類であらう。

さて、とうなると努務者住宅のみ怒らすヘ一般

住宅に生活する場合でも 、現在の様に取付家具や

設備のない住宅では家具の無所有置明か家族員設

の詮明によって重量量や大きさを制限して最小限の

用を主主させる事でよいだらう。流し蓋の如き永久

備品と友らないもの、茶布華の如き入量立によって

大きさが境って来るものは奮品引替へでよから

う。タンス、鏡蓋; C Z ) 如きはまる大腿結婚の場合詮

明によって醍給されてよい。人数が増したら 行李

でも我慢出来君主い事は主主い。 机は家挟員数例へば

勉事する年齢の子供等の要求で配給するととで.

夫婦二人の場合は食卓で用事も足り様ではないか
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と思ふ。

一年間の全園の結婚組主主でも決して馬鹿にはた

らえEい。 70高と云はれる。本質; は鏡蓋等も貨津で

あるとも云へる。鏡と箱でよい。鏡も箱も壁へ取

付けるかぶら下げて結構だ。外園ではむしろとん

なのが通例である。1 y { 笥が桐でるる事は主主まし

い。桐む防潟水性は今更効能書きを並べる必要も

ないが、決戦下の衣服の牧納具にはその必要もな

い。九て締盟的関係に於て考へると、要するに雑

木製で完全陀整理牧締出来たらそれでもよいでは

ないか。鏡華、箪笥等は紳霊友結婚への温かい贈

りものだと思ふと、決戦下涙の出る親心とも云へ

る。

椅子や卓子、客卓、茶箪笥等に於ては現在の生活

に事新しく揃へなければ友らない理由を認める事

は困維かと恩ふ。私等も家庭に於ける椅子生活に

ついて其機能的研究から、その使用を唱導した一

人でるるが、今更家庭生活にそん左足無理等云ふ祭

には放れたい。今後の生活の最小限度に於ける規

格家具はとん1 J . 所に落つきはし主主いだらうか。と

の中に日本の特異的家具茶布嘉、箪笥の構成が世

界的友よさを示して園民家具として接される事は

貨にうれしい限りである。とん古記事では未だいけ

主主いと言ふ人も居るかも知れたい。調所遊休用具

の供出利用さへ考へられ1 J . い纂はない。之は遊休

住宅の存在と同様で、2うる。衣服が有徐っても未だ

買溜めて慾笥が足らえにいと言ふ人、客用だと云つ

ては茶碗を買るさる入、庫忙しまい込んで、使はな

い人達に云はせると 、強権行使で供出させたら私

有財産波牧だ、共産主義だと園賊扱ひにされるか

も知れない。上記の様友人が君主くなって持てない

人へ、生産に配給K 苦心する圏家へ自供する人々

が出て来たら戦争も勝てる事長足ひ主主しだらうが。

以上のととを控字的陀計出したら、資材と努力商

で園防生産に影響すL るととる大きい事がよくわか

る様段無がする。

住 宅 と 整 理

小さ い家に居って家族がふえて来ると 、買に 家

の中が不整理に怠る。よく考へて見ると、日本住

宅には貨に整理の方法が考へられてゐ及いし設備

が足らない。との整理と言ふ問題は、家庭生活に
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於て非常に重要主主罫素である事者と徐り考へて貰へ

たいのは困る。日本の主婦が整理が悪い2 ! : か. 能

容的でたいとか言ふが、設備をしてやらす= に責め

るのは可愛想だ。営然壊と共K 部屋に雑然と積ま

れて不衛生主主結果を生む。特に貸家住宅等では僅

かの押入しか主主い。押入の用途は精々が寝具類。

整理の用を耕歩る程度むもので、衣類や其他C 用

具の整理は全く不可能で、ある。住宅の改良案等で

はいつも押入の改造が出て来る。あんなに不便友

事がわかヲてゐたら、何とか住宅の根本問題の解

決をして簡寧左足繍でよいから 、出来るだけ豊富に

作りつけにして欲しいものだ。私は新しい住宅規

格等には重要訣くべからざる問題だと恩フてゐ

る。整理場所整理棚は有儀る程欲しいものだ。い

つでも部屋陀は其時に使ふもの以外は置かれて主主

い事が望ましい。それとそ 日本的主主簡素手明友爾

澗たる性格治勾君、められる。雑然たる生活とそ現代

日本の住生活の様相と云ひたい。

更にからんで来ると、管圏規格案も此賭充分と

は云へ主主い。流し華や食器棚位は下駄入同様3付幣

設備として考へられ友いものだらうか。何でも E良

債の関係だと聞くが、今少し奮蛮して図家経済の

立場から考へて貰ひたい。序に炊事場など各( 間繍

立したくても或程度四戸車位の共同でも行けそう

えにものだし、隣組共同精神の強調からも炊事場か

ら訓練して欲しいものだ。どうせ食料配給品等同

一品である筈友のだしするから . 何の御互ひの遠

慮も見後も1 J . い筈だし、 とん左記事で日本の家族制

度の美駐がとれされる綾友もむ主主らとわれた方が

よい。官余りに共同訓練のない隣組組織でるる。

先日大和地方の民兵調査に歩いたが、大和地方

のみならすヘ田舎の民家、農家の天井や壁の取付

棚や、大きな食器棚はとても住居の整理に高金を

期してゐる。大い陀率ぶ可きものがある。叉とり

釣棚等に貨に驚く可き無雑作な工夫をしてゐると

とや、竹の張、さや磁性等が巧に利用されてゐると

と等一考を促したいものでるる。

アメリカニズム

安いものに仲k よい有難いものがある事が、と

んな時勢になるとよくわかる。高いものがよいも

のだ等と考へてゐるのは自のえにい成り上りの金持



が自由商業主義の遵奉者か見築坊の女でるる。糟

肢の女房や健康なスポーツマンより欝者の粉飾を

愛する輩でるる。木材資材の民間配給で最も英主主

主を減さヂ陀確保 してゐ るものに棺桶がZうる。必

要性の強固なもの程とれ迄の世の中で逝待されて

来た一つの貴例で、鍋釜、然、楠、靴、 シャツの

類叉然ム此頃初めて知ったかの如く感銘してゐ

るのは痛快君主事でるる。今回目用必要品の生産配

給の重黙は之等荒物が主瞳をなしてゐるととる人

間生活のE 腫が見えた様な気がする。とれとそ重

要友生活物質であるととを肝に銘じて治きたい。

とムでアメリカ的文明生活を分析して見るむも

面白い。夜更しの朝寝坊の生活に相臨しい電気と

ガスで極度に能率化された生活では家庭の作業が

頗る機被されると同時に休息の生活が擁大されて

享繁の線をたどる。煮炊きは自動的に時計と熟度

で遮断されたれ脅剃までが電気仕掛の剃双で鉄

の様に刈り取るから 、石鹸も不要でZうれば韻さへ

洗ふ必要も主主い。コーヒー沸し、 トースト懐まで

此通りだ。潟. ! l ' t 器等でも露出と絞りの開係を示す

のにレンズの商に海面とか明るい部屋とか説明が

附 されてゐるから 、素人は何の工夫の要もたEい。

その他の家庭の器物は蔦事度盛 ρ ばかりではなく

例へば漁度計なら晴、曇、暴風雨と、憧温計友ら

平湿、微熱、危険、天火用主主らカステイラとか、ベ

イとか、ローストピーフと云ふ風にやってゐると

とる全くアメリカ気質がマザマサ. と現はれてゐる

ではないか。新聞の日曜版は 132 頁で屑屋も新聞

は買は狂いので、アパートの廊下の屑捨陀靴、帽

子、ハンドパツグ、コルセット、 カーテン、ク ッ

シヨンの類まで一緒くたに投込んで、地下室の燃焼

錨へ飛込んで、行くんだから馬鹿気たと言ほ うか.

8うきれ果てた園民ですよと、最近彼地の生活を長

い事してゐて錦った知人か述懐してゐ?と。とうえE

ると 、生活の九ての面を幾しむ日本人とは根本的

に相容れざるものを感ぜざるを得ない。彼等は生

活を享繁するより他陀生き方がない。生活に針し

て凡ての作業や努働は苦痛であると云ふ決定的宣

定である。

参戦以来自動車の製造制限、冷蔵庫、洗濯器の

製造禁止にさへも相営陀とたへる彼等は、電気ガ

スの節約告IJ 隈が強化されたり 、高居建築だらけの

エレベ ータがどうにか友ったら、それとそ大騒動

が起す事だらう、と恩ふと痛快で主主らない。徹底

したとの押ボタン式生活は電繰や器具の故障、ガ

ス管の破損だけで¥息の根が止められて了ほうと云

ふものである。開力性のない行過ぎの科皐生活の

惨めさを事賓として近い内陀ゐ固にか L れる事を

繁しみにしてゐる衣第である。

カンテキ( 七輪〉 一つで煮炊きむ出来る事を知

ってゐる吾々の生活の弾力性が決して意味の 主主い

生活で主主い事が此頃よくわかる様主主祭がする。特

に住宅計割には程々の計劃によって入聞の幸儒左足

生活と云ふものを忘れ主主い様陀したいものでわ

る。

人 間 の 手

途先日兵庫臓の三木町に出かける機舎を得たの

で、土地の金物指導所の所員の方に案内して貰っ

て此土地傍統の鋸の製造を見る事が出来た。とム

では之について何も詳しく並べる必要はえにいりで

あって、た Y 鋸の 山形の歯を左右に金鎚で振り分

けるために金事; の上で叩く技術の巧妙さに驚いた

のでるる。一寸聞に細かいものは301' l : 近い歯が立

ってゐるのを一つ置き陀 Ij 、さえ主鎚で手早く連続的

陀間違ひなく殆ど機域的君主平均した速度で叩くの

でるる 。見て居る方がハ ラハラする程C 熟練さ K

人間の手白技術には底知れ友いカe : > e ! うる事をシミ

ジミ感じた。勿論との技術を機構化する事も不可

能ではない様陀恩へたが、機械が代行出来たから

と云って機掛の方が慣値あるとは速断出来ないも

のがある。

最近謹んだ「ワトスン生物詩」の中の大慶面白

いー簡を思ひ出した。

瞳の形態は機能の明自主主表現であれm: tJ物とそ

む活動性は、共に或完成せられた型式内に厳然と

決定せられた. 位をなしてゐる。先づ第ーに人間

の手とそれに相臆する噌筑類の四肢とを比較する

左足ら、直ちに我々は人間の手が他のもり程その仕

事に通営した装備を得てゐたいととに気がつくだ

らう。怖しい爪を備へた獅子や猫の四肢は引裂く

ととム捉へるととのためには人間以上に相醸しい

し、馬の蹄は走るととにモグラは前肢で土を掘る

とと t亡、ヵワモリの翼は飛ぶとと t亡、アザラシの鰭
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は泳ぐために 、人類の手よりヂっとよく適してゐ

る。 凡て是等の梼官はその各々の目的のために 、

人間の手には見られ主主い透か高度の費化 を示して

ゐる。 而 も吾々は吾々の手Kf吠けてゐる完全性を

保有してゐる。だから暫く手む中 K，潜在してゐる

可能 性 を慮外して、それを特殊な仕事のために形

成せられた一つの道具としてみる危らぽ、人類の

手と云ふもむは他の生物種の相似器官より蓮かに

不完全主主ものである。動物の器官は特殊化された

道具と見るととが出来る。特殊化されてゐ及い人

類の手のみがその中に線、ての可能性を包容してゐ

る。そのととは手が他の動物の手以上に護主主した

陀よるので主主く、他の線てのものより後れたま L

の献態に留ってゐる事陀基くのである。との抑制

された肉瞳的殻遠の故に、手は道具を一一心の数

Eたによって手が作るととの出来る道具を使用出来

る融通性を保存してゐる。人間の手が未登達でる

ると云ふとの理由のために人類の心は、動物がそ

の各々の肉腫陀具へてゐるととるの道具にとって

代る可き別の道具を工夫するべく官余儀たくされて

来たのである。踏の模倣としての榛やオールを、

登山の錨鈎はナマケモノむ爪に似てゐるし、釘抜

むデザインや機能は混虫の大顎に同じだ。

以上の按放論越はまととf ' r ; 興味深いものがる

る。飛行機は烏へむ念願だらうし、潜航挺は魚の

真似事以外の何物でもえ主い。他の動物の様に振舞

ふ事が不可能だと蓮命づけられた人類は、ただ一

つの特性として智脳と共に物を作る事の出来る手

の{貿値を見直さねばたら主主い様だ。 Ij、は Ij、さえ主道

具手工製作 から大は凡ての機械に至るまで吾々人

類の宿命の生産物である。だが吾々は自らの生ん

だ道具陀よって、アメリカの様に滅亡はしたく主主

いものだ。

願 望 の 一 つ

いつの事にたるかわからないが、私は 10年も前
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から念願し 、多少の手を染めえにがら遅々と L て進

まない自分の願望の仕事を柊へて死にたいと思っ

てゐる。それは玉しい人聞の生活の道具の基礎形

態を究明する事である 。栴 して 「生活用具の造型

科皐」と呼ぶ。

人臨む機能を分折してその動作陀よって物の型

樫が造られなければならない事は堂然でありたが

ら、工芸芸品や生活用品は色々の事情から 、そん主主

事: にはそっ降・を向いて走ったり 、踊ったりした時

代が長く綬いて来た。特に商業主義時代にとの特

徴がZ露骨であったと言へる。生活は金力の前陀は

袋息して了った。私は十致年も以前に同志と共に

人種と柑子とについて、 との研究を多ょ} ' たりとも

押し進めた筈: だったが、貧乏友日木ではとん友呑

気主主仕事は長く続けるととを許さ歩、今日に至っ

て居る有様である。生活前十亡重うる多種多様の用具

は同様に研究の木格的軌道ーに乗せられで夕、に何と主主

く考へられ遺られてゐる。直接人趨との関係を持

つ茶椀、コップ、皿、築、 ブオーク、ナイフ、双

物の柄や把手、注器、椅子、卓子、机、華、棚、

靴、帽子、工具、農具等k 叉間接的K 或は物と物

との相閥的関係を持つ鍋、釜、湯: 沸、容器、照明

具等、数へ傘け・たら眼りがない。何れも多くの人

聞を針象にした正しい生活基準に於ける質騎が繰

り返へされて始めて明らかにされるもののみでる

る。とても面白い事K 違ひ主主い事を確信してゐ

る。正しい生活用具の誕生が期待出来ると云ふも

ので、決して自分はアメリカ的押ボタン式機域的

機能主義を提唱するのでは友く 、 と L 陀E しい物

の浩型上の基準を立て様とするのである。との意

味で、田中作次郎博士の農耕作業の研究や、横 山

主孝雄氏の建築と人種動作の寸法的関係の研賀等大

いに敬明してゐる次第で、私は之をもっと詳細に

道具の中に押し進めたいのである。

〈筆者は 商工省工事E指導所関西支所長〕
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抗措ーで演技する幸四郎の緋様 O!i!! il削畏)

今日、花道を歌舞伎劇場の舞華機構の一つに過

をえにいと、簡E誌に考へてゐる人が随分多いととだ

と思ふ。だが一度劇場建築史の立場から、との花

道の存在慣値を眺め直してみると、主主かえEかそん

危に車窓〈取扱ふべきもので主主い事が次第に解って

くる。それどとろか質にとり花遁とそ、日本を除

いて如何なる欧米の劇場建築ｾにもその委を現は

さなかった誇るべき劇場機構の花形友のである。

先年ソグエトの演出家メイエルホリドが、いち

ばやくとの日本の敵舞伎劇場潤自の機構である花

道を彼の設計したメイヱルホリド劇場陀とりいれ

その機能を従来の舞華的主主ものから蔭IJ 場的君主もの

に運搬大し? と事に依つでも 、花道の存在慣備が今

や革主主る歌舞伎劇場のー舞蓋機構では友く怠った

といふ事が解るのである。些か特殊ナき「るかも知

れかない花道を検討したのもとの討にである。

×  ×  ×  

日本劇場年表によると、 『寛文B年 ( 1668年 ; 9  

奈 夏 幸 次 郎

月、江戸に於て、河原崎樺之助、河原崎座の櫓御

発と t:r. !J 、舞裏 、花道右とつける』とある。之が現

在む如き機能を持った花道の劇場へ現はれた最初]

だと居、はれる。だがとれ以前に 、花道が存在しな

かったかといふと 、さうで、は左足くとの花道の起訴、

とも原型とも云ふべき構造物が歌舞伎劇場陀立仮

に存在してゐたのである。

享昭 2年 (1802年〕上方で蛮行された『戯場繋

屋園舎拾遺』下巻をみると 、 『花道一一舞蓋の正

前よりむかふさんじきのし? とまでのあし場怒り 、

むかしは此所より役者に花をぽ贈りし事なり、悶

て花道の名あり』と記されてゐる。即ち昔は花道

の文字の如く観客が最負の俳優に、花をと贈るのに

用ひた遁路であったのである。

叉『戯場一覧』には『承臆む頃(1652ー 1655年)

客より俳優に、ときどきの花を折り添へて遣しけ

る云々』と既陀花道が存在し亡ゐたととを立詮し

てゐる。

史に過去に遡ってみて 、 『歌舞伎音楽略 ｾｊ の

座長 ( 1595- 1616年〉の古問主主りしとのってゐる

歌舞伎奥行間陀も、それらしきものが霊かれであ

るととろからみて、殆んどとの花道の原型は、出

雲の亙二子、阿園が歌舞伎劇を創始して後間もなく

寛永元年 (1624年〉江戸中橋に中村勘三郎によっ

て作られた猿若座には既に存在してゐたものとみ

られる。

勿論その営時の劇場土聞く客席〉は屋根を架し

てをらや、少し後K は屋根が出来たようでるるが

鐙屋根か土聞の一部に板葺屋根を架した程度で、

正徳年間 ( 1711- 1715年〉に入って始めて雨天の

際の奥行が可能と怠ったくらゐでるるから、その

頃の花道はその用途から推量してみてもどく筒箪

主主偲設的主主構造物だったと想像される。

『日本劇場z蛮史表j fL よると『貞享 4年 (1687年〉

4 3  VJ I  



の中村座の古藍には、土聞の一部舞翠の上手寄り

に花道が架せられてゐて、その構造は雨側陀高欄

重うり、下部は吹抜きにして屋根を有してゐない1

と書かれてゐるから 、現在の花道と大分趣を異陀

してゐたととがわかる。ととろがとの花道は、花

を贈るための通路としての機能から演技のための

舞蓋としての機能K 移り握る迄陀どん友遁程を踏

んで注されたか。それはわれわれにとってもなか

念か興味の深い問題である。従来そ

の過程陀ついて幾多の設がたてられ

てゐるが、大幅共の二裁に代表させ

る事が出来る。

第ーの設は 、歌舞伎劇場の原型で

ある能舞蓋の橋掛を改めて、前時代

から存在してゐた花を熔るための構

造物に暗示され、その形態的類似よ

b花道と命名したのであると云ふの

でるる。

もう一つの説は、能舞蓋の橋掛と

歌舞伎劇場の花道との爾者の起源、は

主主く別であって、花道が生じてから

の右側に勾f闘を持つ花道が番かれてあるととろか

ら推して、最初の花道は土問c 右側K 存してゐ? と

ととが確笠である。

それがどり年代陀現在みるごとく 、土問の左側

に存ナる様K 1 ' . I : つ? とかは不明で、あるが、元椋 2年

(1689年〉の京都劇場園及明和元年 (1763年〉江

戸中村座、市村座の固には既に夫々土聞の左側に

のみ有してを b右側の花遣は消滅してゐる。之か

後も歌舞伎劇場には橋掛主主る名稽が 芝 居 狂 言 浮 給 奥 村 政 信 筆

存してを t ( 上方には後世迄橋掛が残ってゐた〉 らみて花道の創始された寛文 8年 (1668年〉から

従来週りのその機能を果してゐたのだから、様式 数へて元職 2年 (1689年〉まで約20年足ら歩の問

化後の花道は橋掛の時化したものでは君主く、それ

と杢然開係君主〈演出上より考案されたものにちが

ひ友いとナる。

果して何れの説が正しいかといふに『貞順古責

集』に「花太刀主主どを俳優K 遣す時には観客が先

づそれを持って花道より舞憂へ向ひて歩み、座の

者がー人舞蓋より下 b て来て、花道の上でそれ

を受取り 、決して舞憂の上では渡さ友かったJ と

書いてるる。とれが堂時のしきたりとなってゐた

ようでるるから、様式化前の花道に於て俳優と観

客との聞になされた儀式的友事が次第に演技的な

ものに雪量化し 、途に は俳優のみの演技の場所とえに

ったのだらうと考へてくると、後者の説の方がは

るかに安営性を傍びて来るのでるる。

さてとの花道は土聞の如何なる位置に 3なかれて

ゐたかといふに、前述貞享 4年 (1687年〉中村座

の古音では舞基の上手寄りにあり 、とあるから土

聞の右側でる P菱川師宜の「劇場給巻」にも土間

山 1 4 4

にとの花道が土聞の右側から左側へと移行した事

にたる。

如何なる理由によってとの移行が主主されたかは

未だはっきりしてゐないが、私の推量では往昔、

能舞蓋に於いて最も高責1 ' . 1 : る席は正面と定められ

; 将軍の観能の際はとの正面に着座していた慣例か

ら考へて芝居に於ける高貴の席も右側捜取と定め

られてゐた事と思ふ。営時の特権階殺でるる奥女

中君主ど見物の折は右側面棲敷陀旋を垂れて之より

見物したと明らかに古文書にもでてゐるが、その

事は花道が右側にあった時代からさうであったか

左側に怠ってからとうであるのか詮明する根擦が

友いのである。

とにかく花道で嬰をナるとき、主として上手

( 右〉に向ってやり、之を事表とよび下手( 左〉

を襲裏といって花道を右側から左側に持って来た

場合、右側面桟敷が一番観よい上席に友るのであ

る。だが右側の花道も全然治、減したわけでなく、



との花道の土聞に於ける位置は、

屋蓋間口の居所と、本花遣の内側を

揃へる様にナるのが本格友ものであ

る。即ち片側の屋華五間関口の居所

とは舞蓋中軸線を中心として、大紳

定式上を舞蓋中軸掛から左右へ各々

8尺、 3 尺 3尺合計14尺行った庭を

さしてゐる。だが各劇場によって舞

蓋間口幅が相違してゐるからまちま

ちで一定した制式は友いのである。

次に花道の構造であるが、初期に

於いては貰K 偲設的左足組宋たもので、

下部は吹抜きに君主つてを b 、土聞の

上に雨を凌ぐ可き屋根を架設せられ

たのがやうやく元蹄初期訟のである

か ら、それ以前は雨天の際は営然風

雨に晒しぼなしにされてゐたのであ

る。それのみで友く顔見世奥行のと

きは花道を取梯って客席と放し、之

をJ JIIJ と名づけたとあるから、簡

皐陀と D とわせる程度のものでるっ

た。花道の床板は櫓D 竪叡張りで柾

目を用ひ、矧ぎ自は突き附けにして

其雨側端には小割を取 P附けてとり

止めにしてある。

花道の幅も一定した制式は友〈、

初めは 3 尺程度であったが，演技の

自由のために江戸時代後期よ b漸次増大して 4尺

より 6尺位迄にたった。現在D 劇場の例をとって

みると歌舞伎座は 5 尺 B寸、東京劇場は 5 尺 5 寸

明治座は 5尺といった程度でるる。そむ長さも一

定の制式は主主〈享保 9年 (1724年〉中村座が改造

せし際花道の長さを 8 聞とナとある。劇場建築の

構造上、土聞の大きさも制隈されるから、ひいて

は花道の長さにも大髄の範囲が局限されてゐると

とは理解できる。明治22年 (1889年〉の歌舞伎座

の本花道の長さは 10聞でるり、現在の劇場では歌

舞伎座が9.8問、東京劇場が11問、明治座が9.6聞

である。

中長 Ij } ) 城島奇ま
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r東6房長』といふ名稽で観客の通路として復活

してゐるのでるる。之が後世に於いて再- u r偲花

道j と稽せられ元の機能を果ナt設に怠る。

では花道は必歩右側又は左側に偏よってゐたか

といふとぞうではたく、前述「戯場事終屋園糟」下

巻の奥場画帳( い園〉によると土聞の中央寄りに

一本の花道があるきりでるる。之は上方の劇場の

園であるが、江戸の劇場闘にそんな例が友いとと

ろからみて中央寄り一本の花道は上方固有のもの

では友いかと思へる。倫之には研究の富余地が多く

残されてゐる。叉同舎の上巻陀ある操舞蓋及致舞

伎舞華闘陀は江戸と同じ様K 花道は左側にのみ存

してゐる。それ故上方に於いては中央或は左側に

花道をもっ二つの様式が併用されてゐたものと推

定されるのでるる。

医三E ヨ

L、 劇場楽屋岡曾よ P置

その初期には現在の如く花道下D 奈落が泣く、

花道の終端〈舞基の反撃オ側〉に喜うる鳥屋へ出るに

は俳優は西鶏桟敷裏を利用し泣ければならなかっ

4 5  VII 



? と。それ以前の型式としては京都四僚の劇場の花

遁は天明の頃 (1781- 1788年〉迄は土壇式だった

と記録にあらはれてゐる。その後花道の下を深く

掘り下げ奈落と君主し 、舞韮下の奈落と連通させ梯

子陀よって鳥屋へ出られる様になったのである。

内部爾側の土留めは柵みにし、其上部は南側面腰

羽目を張り天井は花道の床板をそのまま天井にし

たのである。天井高は大凡そ 6尺前後ある。

さてとの花道と舞華又は附舞基と如何怠る角度

をえにして接観してゐ? とだらうか。能舞華に於h て

は橋掛りと舞墓との角度が貰に時代測定の重大主主

役割を果してゐるのをわれわはよく知ってゐるの

であるが、歌舞伎劇場に於ける花道の角度はさう

した役割を持ってゐたい様である。 r日本劇場韻

史表J f'C r元文乃至文化後期の花道は附舞憂に斜

交ぜる事責る b 。之橋掛の斜交法を模せりと謂は

んより鳥屋( 西鶏桟敷のー聞を利用〉と本舞牽と

の闘係位置に因る。此の事買は古霊及び後年土聞

の仕切桝完成後も花道の傍に割残の切落を遺存せ

る事より質詮し得」とある。だが聞も友く文化後

期 (1809-1817年) f ' C 入って花遣は附舞葺の鏑張

と仕切桝の直割を整理するととによってほぼ舞. J (

K 直交する織に放った。上方陀ヰないて土聞の中央

に花道を有した様式の劇場では鳥屋が向E 面下K

来るととにえにり営然花道と舞藍は直交してゐた。

三えに偲花道は花道としては 2次的友ものでるっ

て東の土問客の主要主主通路として使用せられて来

た。それ故に花道に構造も簡時であり狂言陀よっ

て之を必要とするとともるったが、普通はあまり

使用せ歩、平素は取はづして土聞にする事も多か

ったらしく奈落、鳥屋を有してゐたいのが普通で

あるの叉偲花道は文化期より幕末期迄はその床高

は舞蓋よりも低くその接績部には昇り板を沿いて

ゐ? とが、明治前期には舞蓋と等高と友り昇り、板

も排せられる綴になった。その幅は 3 尺から 2 尺

5寸程度で、昔はその位置は舞華中軸棋を中心と

して本花道内面を押へて慣花道の内面を等しく取

ってゐ? と。

さて享保、元文期と歌舞伎劇の燭熟期K 入って

ゃうやくその演出も多様複雑化され、それにつれ

てこの花道の構造にもいろいろと新考案カキ付け加

ヘられる鮫 ｋ なった。ｾｪＱち元文明の顔見世狂言に
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吉 岡

は花道む中央、東側f ' C r名乗憂j と稽する方形の

舞塞が慣設された。 くろ圃〉観いて重要慶 3年 (17

53年〉には上方の筑後の芝居で『迫り上げJ が案

出された。とれの花道f ' C j なける運用は花道の 3 に

ある「ナつほ・ん」と栴する切穴より俳優をのせた

基を? 骨車陀て上へせり上げるのである。叉享和期

には舞華と花道の接観部の切穴を『答弁戸』と帯

して質際の井戸の如く見せかけ、奈落より梯子に

より俳優を出入させた。

芸大に花道の照明は天明期迄は防火上殆んど人工

1照明を許され十、凡て東西雨捷政の明障子により

他に方法はなかったようであるが、天明期にいり

て始めて花道の十匡に多数の「かんてら立j を設け

て照明したと謂はれる。之は明治11年 .(1878年)

守回座が瓦斯瞳を創設する迄用ひられて来た。現

在では花道内側陀フット・ライトを取付けて照明

してゐる。

大約上述した長い道程を経た舞葺機構としての

花道は明治、大E 、昭和と歌舞伎劇場のめまぐる

しき幾多の鐙還にもかかはら歩、殆んど奮態を失

はや、往昔の姿のまま保存されてきたのである。

之は歌舞伎劇の特殊君主演出と花道の持つ国有D 機

能との密接な関係をむも へぼ営然の事であって、

将来κ 於いても必すや歌舞伎劇と花道は同じ運命



ぷ」その聾量においては『まいくるふa : : んj の彼

割を果す事K よって克服されるととである。 貨に

劇場工率にとっての方面でたされねばたらえ主い問

題は山積されてゐるといって差支へ危い。

itt f ' L われわれが演劇事術の特性を充分に理解し

かかる劇場機構の持っすぐれたる停統を生かしえ

た時とそ始めて、われわれは一歩前進したととる

の演劇と劇場建築の歴史を誇り得る時代を持つに

至るであらう。 ( 1943 .4. 5)

( 筆者は 大阪市防衛館整備係勤務)

にあるととは採点、迄もないととである。

だが以上の事| 会、歎舞伎厳1 ] と花道との連開の上

で云はれた花道の運命であって、劇場機構として

の新らたなる使命をその属に荷へる花道の将来は

歌舞伎劇の盛衰とは何等閥係主主く更にー飛躍を途

げんとしてゐるととをわれわれははっきりと見る

ととができる。

卑近た例をとる主主らぼ、演劇嬰術がH央詰塞術に

劣ってゐる可視可踏の制約性が花道の巧妙t . r . . 使用

によって 、俳優の演技に沿いては「くろうす= あっ

古い住宅も新築同様となる

新 築 住宅にお手入のいらぬ

世r新築家屋養素加工

新築落成と同時に本所濁特のピ

y 液にて洗浮し木材現色の原因

となる樹液を取り、其のよをピ

ツK て仕ょの加工をす ると完全

なる鍵色防止加工となり、告を美

な慌を有し 7 キコミの努を省き

頗る経済的です。
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木造工場建物大阪府規準固に就て
川 勝 健

今般内閣告示を以て木造工場建物に闘する臨時

日本標準規格が公布されたととは御存じの通りで

るります。大医府に於ては此の告示された中の遁

営左足もの12種 を選定 [γ 、倫一歩進めて規格固とし

之れを木駅府規準として公表したのでるります。

此の規準を標準規格より抽出撰定するためには

Ii 'P年末よ D堀井課長指導の下に準備を詩しつつる

ったのでるりますが、今春に至り府下重要工場約

100 を以て規格協議舎を作れ之れより委員舎を

組織し各工場陀於ける慣習、機械配置、工事施工

材料規格等、種々の問題に付き研討を重ねたる結

果第 l 表の如き種類が最も都合よし且つ今日ま

での使用頻度も高いので之れに付いて今般規格闘

を作成したのであ P ます。

第 u賢 規 準 種 類

E畳間 ( m ) 床 上 軒 高 ( m)

9. 0 3. 5 4. 0 4. 5 

10. 0 3. 5 4.0  4.5  

12. 0 4. 0 4. 5 5. 0 

15 .0  5. 0 5.5.  6. 0 

倦て之れだけの種類が決定しでも勿論デテイル

が決定され友ければ園面作成は不可能であれ又

そのデテイルも単に建物の使用上から定めたので

は規格としての意味が孫薄にl君主る恐れもるり、之

れ等の黙を勘案致しまして協議を進め下記の諸黙

に付いて、亦委員舎に計り、今般公表の規準闘の

骨子と致して居ります。次に之れ等を列記致して

喜子きます。

1. 工場の種類構造等

勿論規格すべき工場の構造は木造工場で②りま

すが. それにしても殆ど無限に近い種類のるる工

場に一様に有効な規準を作成するととは考・へ得ら

れたい所でありますから、先づその用途に付いて

- I f : 患の限定を致し用途により重轄を設けたのでる

v I 14e  

ります。そしてその用途を庚い意味に於ける 一般

機械工場とし、且つ皐居、車張聞のものに限る F

ととし、協議を進めて来たのでありますが、出来

上った結果を見れば必ヂしも之れに限る必要が無

く、特殊君主化皐工場等を除けば利用が出来る様で

るります。只換気に付いて越屋根等の考- 慮が梯は

れて居ないので、火焔工場加熱工場等には利用が

出来ないと思はれますし、叉機械工場でも特殊君主

高精度をこ要ナる様友製品を 作る工場では備若干の

窓不足が考へられ放くもないので¥之れ等C 黙に

付いては引績き目下研究中であります。

2. 小屋組間隔・桁行柱間

臨時日本標準規格には、桁行桂聞は 2 m、3 m<D

2 種に主主つて居り、小屋組問隔に付いては何等記

する所がるりませんが、嘗然小屋組間隔としては

2 m、 3 m， 4 m等が湾へられるのでるります。

事責建築皐舎の意見としては 3 m ，又は 4 mとし

て立案された様であります。然し大医府に於きま

しては木材規格等の関係より 2 m及び 4 m a: : 省時

し、 3 m 1 本と致しました。そして桁行桂聞に付

いても之れと一致せしめ、中聞に間桂を入れない

ととと致しました。

術標準規格に於ては桁行桂閣の規定中. 中涯の

任問規定がありますが、之れは鋸屋根む如き建物

が併列結合をした場合の内側に立つ桂の間隔の意

思1とでありま・すから、之庭に申添へて: t - きます。

3. 軒 高

臨時日本標準規格に於ては「軒高は 3 . 5 mを基

準とし」とあるだけで、軒高の計測に付いては自

由でるりますが、大医府に於ては従来の慣習によ

り軒高とは建物地盤面より軒桁上端までを謂ふと

とにみて居るので、此の度新たに床上軒高と云ふ

言葉を作って規準を定めたのでありますく第一表

参照〉そしてとの床上軒高と云ふのは建面の床商
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Y 型は12" x  18". とえEって居ります。との寸 法は

今日及今後に於ては規格硝子を最も経済的に使用

ナる様に定めたものであります。

此庭に X 型と Y 型 を作った最も根本的な理由上

記の硝子規格以外に X 型は在来の工法をそのまま

利用して規準化したものであ D、型は採光遮光、

等より考・へて創作したちので Y 型の特徴とする所

は弐の 2 黙でるります。

1 . 採光上. 即ち梁問中央部の照度を司及的に高

くするため、窓高を軒桁下端まで成る可く使用す

る京日くしたとと

2. 桂 間 3 mの中約 2 mを窓として残る 1 mを壁

面の補強並に戸袋用とし. 之れに使用する戸は建

物内側に設け雨戸では友く、遮光用及び強度の防

破片用を索ねしめる如く主主したとと、故に之れに

用る材料・もペエヤ板. 厚紙等で、足り必十しも木板

布吊を用るととを要したい黙は大いに利用慣値あ

るものと考へて居るのでるります。

倫窓組子の各部寸法に付さ参考までに筒草に書

いてゐきまナ。

上下の横権は6. 0m. 爾側の縦; 俊は4 . 5m. 中棲

は3. 0m。

ホ. 規宣告記銃

規 準固に使用してるる記貌は共の記説滋によっ

て居ります。

より軒桁上端までの高と云ふととに致しました。

そして之の高の梁聞に封ずる閥係は大瞳弘- 113と

致しました。之は主として採光保件によって定め

たもので、之れで、大約梁問中央部に於ける床面上 l

m の位覆の照度は年平均 300- 5001ux 位はあると

考へて居りますので、今後との規準による建物が

出来れば賀際に付いて測定してみたいと思って居

ります。

以土は大樟今度公布された臨時日本標準規格に

依醸して営方の協議舎に於て定めた慰でるります

が、規格闘とするに首つては之れだけでは甚だ不

充分で、ありますりで¥以下の各項に豆つでも規準

を定め之れに従って居ります。

イ 、 屋 根

尾根勾配はすべて4寸5分とし、屋根茸材料はス

レート 6 尺ものを原則とし野地板を使用する。屋

根戸樋はー熔使用しない。

口 、 小 屋 組

構造上の強度に閥しては皐舎の要綱に従って可

能友範囲内に於て安全率を低下し、その工法は規

格固に見らるる遜り一躍従来の工法中最も草純主主

ものを採用するとととしました。

ハ、外 壁

外壁材料は将来の見通しが極めて困難主主矯め一

輝圃面としてはスレート張とし、建設時の資材関

係で適宜貰際の場合は境更するととと致しました

が園面の印刷が完成した頃には既にスレートを外

壁に使用するととは考へられ得君主い欣態と友った

ので、念いで、資材・表だけはカグラスターとして見

積るととにしました。

向外住の桂断面はその内法寸法との閥係で一定

である方が撃しいので、本規準に於ては桂材はす

べて見付を 4 寸に統一し大材を要する時は庄の深

さで補ふととにしました。

= 、窓

之れの規準決定は最も議論の色余地の多い所でる

りましたが. 国に見られる通りの 8 績として今後

も可及的に工場は勿論工場寄宿舎、住宗等に於て

も之れを使用したい芳へを持って居ります? 。そし

てとの 8 種は又X 列と Y 列各 4 種宛に主主つて居り

硝子寸法は X 型の方は第l 競を除いて大約12" 角、

他の4. 英

35- 60 

f  

床

上

野

高

09- 15 

f  

梁

間

f 圏、

押包

、J

豆L又 ，、 y

外

壁

型

式

A

f
小

屋

型

式

押 Z

市

即ち始めのアルフアペットは建物型態を表すも

ので. 最初の A は規準聞に見らるる通れ普通の

三角屋根む事で現在ではA の 1 種のみですが引緩

いて B 型、 M型等を準備して居ります。弐の X 叉

はY は前陀窓の所で説明した窓記貌で窓の費化に

臆じて外壁型躍が費りますので、窓記競をそのま

ま使用して居ります。云ひ代へれば X 叉は Y と稽

ナるのは外壁に X 型叉は Y 型の窓を使用ナる居る

と云ふととでるります。之れに槙く 4 個の主主字は

初めの 2 個が梁聞でるり、後の 2 イ周が床上軒高の

小主主鈷を省いた数字のみ並べたものであります。

そして之れ等を全部一列に列べその聞の伺鮎を省

略して使用しであります。
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例へば A Y 1550型と稽へるのは、屋根は普通屋

根で、窓は Y 型を組合せて使用し、建物梁聞は 15

m 、且つその床上軒高 5 mと云ふ事を表して居り

まナ。

結 び

以上だ依って今回公表しました大阪府の木造工

場規準園の説明を大韓致したのでありますが、之

れは近く大阪府告示として公布し、法制的友根躍

を持つととに主主ると考へて居りますが、それ迄の

聞出来るだけ御利用を願ひ訂正を致すべきものは

念を訂正致したいと思ひますので¥讃者諸彦の御

協力を切望設す次第であります。

叉此の規準に準主義して出願される場合に営然規

準記競のみを記し、一切園面省略を致すべきです

が、規準が横断面規格とたって居 k その桁行長
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は規格とたって居らす・又床面下の部分並びに基礎

構造陀付いても同様でるりますから之れ等に付い

ては御記入の必要がる b ますので. 出願の際は園

面としては平面画が必要でるり 、その卒厨固には

前記しました床構造、基礎構造、或は間仕壁等有

る場:合はそれに使用ナる材料及びそり寸法等適宜

記入を要します。叉此の規準以外に些少の費更を

鴛す場合、例へば軒高の使用材等より蟹夏、作業

献態よりする窓、の捷更等も前記同様平面悶にその

結を明瞭にして頂けば他の園面は省略出来るわけ

であります。

最- 後十亡本規準の設定に嘗り多大の御援助を賜っ

た六 阪住友金属製鋼所、佐野氏初め多数の委員各

位に針し厚く謝意を表し本稿を摘きます。

( 筆者は大阪府瞥祭部建築採技師)



常 務 曾 (官界 11図〉

時 6  JJ 11 日午後 5 時15分 - 6

時30分

or 陳列場

出 席 者 理 事 竹 原 割 合 長

松本割合長

常務 中西主記、掘弁主官己

薮中主記、西深主計

松久保主計、大下線

斡、小林続斡

織 事

1 、 6 月伊j舎に闘する件

2、町合図俊英他剣嘗K 闘する件

3、合計検査報酬 K 闘する件

4 、令員職死に付弔慰金J l i t 供の件

5 、職員昇給立主によ牛期賞奥の件

6、合員詮衡

報 告

1 、 5 月伊j 合終了報告

2 、朝鮮建築合よ P緑風による靖

子磁築3を除草更覚方申越しの件

ｦＺＮｾ＿ＺＺＮｾ マ ＺｊＡ ｦｦｩｾＺＨＺｾｾＧ＿Ｚ 予想ーっ［Ｎ［Ｚ［ＺＮＧＺＺＺ何 ｾＺｽｴＮｾ 三
Ｎ ｾ ＺＮＺｩＧ，，ｾ ・ ｲ ・，_'¥: ，'" Ｇ［ＮｾＮＺ＠ セ後ｾ Ｎ・ＮＮＮＮＭＺ・ ＭＧ［Ｇ｟ Ｇ Ｍー

・ … 魚 川 … ー .，

ｾｲｾＺＺＺＮＺｪｾ｜ＺｾＺ 烹 事［心・ＭほＺ 、日主 持 ｴ

時

所

名 電 車 の 鞍 死 者

普 通 賛 助 員

脚 上 等 兵 鍛 治 弘君

普 還 賛 助 員 鍛 治 弘 君 は 昭 和17年 1 月現役軍人とし

て入管直ち K 南支滋遺仁部隊 K 編入されたるが後波繁81

ＲＶ 部隊医穂じ爾来ＭＺＱ軍事心ｾ務に精勘兵後南海方面 ｋ 出

動第一線に於て花h し〈力職奮闘中惜しくも 17年 12月0

0 方面にて名警の験死を逢げらる

君は幼少よ P意志糧問陀して級緩陀耐へ苦患良〈建築

科を修め将来有1 l b の青年技術家た P しが行年漸< 23歳に

してZ庭園の撃と散る淘 f亡哀悼に禁へず本舎は i比幸誌に接し

併前に香花を供¥護而兵忠霊に封し厚〈感謝の念を捧げ

君の冥蔵を新る

主主に合照を技げ略慶を記して敬弔の意を表す

1. 君は大正10年 6 月 4 日大阪市十亡生る

1 . 昭和14年 3 月関西エ拳校建築科卒業

1  . 同年 6 月本舎に入合

1. 爾事長土木建築業箆組に就職

1 . 同17年 1 月現役として入管直 K 南支滋遺

1 . 英後各地に将殿した P し が 周 年12月30日南海方面

に於て名饗の職死を途( "

3 、兵庫 l豚建築協合よ P刊行物寄 3 、合員詮衡

J!l ' )の件 報 告

4 、建築易色合より験時建築規格作 1、 5 月分合計報告

成要綱皇室附の件 2 、 6 月例舎終了報告

5 、全日本科拳技術園鐙聯合令よ 3 、出徒、除隊報告

1117年度事業主主決算報告の件 穴 月 例 曾( 太山寺見皐〉

6 、出徒、入管報告 日 時 6月20日午前10時一牛後8時

常 務 金 〈第12図〉 集 合 所 太 山 寺 安 養 院

6 月21 日午後 5 時30分 - 6 出席者‘ 岩尾保衛氏外15名

時40分 1 、賞日は梅雨の候なるも天然快

陳 列 場 晴 tc; ! { れ一同午前10時30分まで

出 席 者 理 事 松 本 副 合 長 に明石膝前に集合、紳姫パス特

監 事 池 周 監 察 別借切E容に乗車一路太山寺に肉

常 務 佐 藤 主 記 、 中 西 主 犯 ひ午前11時20分間寺山門に無事

堀井主犯、薮中主犯 着直ちに安養院に入 P 同院座敷

ノj 、林主計、松久保主 にて省むナ庭園を眺めつつ喫茶

計、伊藤繍斡、小林
休憩

続 斡 1、小憩後安養院主の案内により

議 事 . 一向太山寺本堂内陣に入 P 同寺

1 、 7 月例舎に闘する件 住職によ P本曾合員参葬者一同

2 、職死合員 f-: 弔慰金脂供の件 が特に本日 i比J 1T t c 於て大東亙験

5  t  VI I  



耳現E券新願する旨を R昌念護摩を鍛

修して新穏を終 P 住職よ P 同寺

の緒起陀っき説明を聴取一同御

守新穂札を授 P 中食の矯め安養

院に勝る

1 、小憩後院主の心重量しによる新

鮮なる野菜料理を満喫その美味

に一同翁喫ナ玄関脇の菩提樹の

花は粉々盛りを過をたるも梅雨

情の日差しにそよ守風にその芳

香を心行〈ばかり一同の目鼻を

喜ばす健に紳戸高エ灘潔敬授は

国表等を示して塔の歴史につき

段明本日の見撃を一層意義づけ

らる

1 、午後 1 時30分再び院主に伴は

れ本堂前にて同飾よ P 記念撮影

あり又重量中合勢幹事長も兵愛器

に一同を三重港 K 集めてパチ p

リ納めるなど見暴風情を添ふ、

夫れよ P 阿調陀堂ト亡額聖堂内 K

於て圏実の偽種、第経、文書等

奔叡旦読明を聴きて感嘆亦久し

きものあり 、次で関加弁水、叡

普堂、緯迦堂、縫金等主ｾｾ見耳鼻

後三皮安養院に入 P 喫茶後初夏

の庭按j を眺めつつ霊長暫し懸て同

院を僻去再びバスにより 晩餐曾

易たる明石海岸演の家に至る

1、午後 6 時開宴岩尾兵庫幹事並

に薮中常務よ P 夫々挨拶あり一

同和然a々健医間合紳戸に大阪

に三々五々解散す

陳 列 : 傷 幹 事 舎 〈 第 4 図〉

時 6 月22日午後5時30分- 8時

所 集合室

出 席 者 幹 事 長 松 久 保

常 任 幹 事 野 市

幹 事 後 川 、 前 野 、 矢 図、

遣問、吉崎

二 日 合 大 阪 妓 口 研 究 所

三機工業徐式合最士

1 、陳列場二日合曾合に関ずる件

VII 5 2  

構澄防災委員曾 〈第 2 回〉

時 6 月11 日午時 6 時一 B時

所 築曾室

出 席 者 委 員 長 主 主 郁

幹 事 浅 野 、 水 原

案員高橋、竹内、後出、

重安中

1 、木構造に関する失敬貧例J t t 集

の件

初 料 委 員 舎 ( 第 6 図〉

時 6 月17日午後 6 時一 8 時

所 集合室

出 席 者 委 員 長 楠 瀬

幹 事 選 回

委 員 昨 上、鋼、長尾、野

中、前野、松久保、

竹内、白石

1 、木材寸法規格改正案決定の件

材 料 委 員 舎 〈 係 7 回〉

時 6 月28日午後 6時一 8時

所 集 合 室

出 席 者 委 員 長 補 瀬

幹 事 主主問

委 員 瞬 上、側、竹中、長

尾、前野、松久保

1 、木材品等規格集中放の捧検討

編 腿 幹 事 舎 〈 第 7 回〉

時 6 月28日午後6時一7時30分

断 集合室

出 席 者 幹 事 長 小 林

I1 • 

常 務 伊 藤 、 大 下 、 錦 問

幹 事 小川、 尾勉、塁、山

口

1 、 9 月銃原稿依績の件

奮 員 動 静

合 員

大 西 義 太 郎 君 旭 区 大 宮 町6の7 ( 不

動建築株式合紅)

矢持i ! i ! 一君西宮市下瓦林字桝久

223の3 ( 川西航空機

株式合最土建般都 J

特 別 賓 助 員

国 主 島 幸 民 君 兵 庫 豚 武 摩 郡 甲 子 関

口桝弁{ 日本代替品

製造株式合舵)

普 遁 賛 助 員

上 回 善 一 君 京 都 市 上 京 区 新 町 志

リ寺内上ル 3 丁目大

心院岡r32 ( 京都市役

所施設局管財部管繕

際)

大 垣 多 計 士 君 東 京 市 浅 草 区 間 中 Plr

1 の 5 の 2 ( 陸軍航

空本部経理部〉

菅藤i O : : 美君南河内郡北入下村大

字河合725

佐 藤 諺君重量能郡箕面村卒尾3

6

3C大阪選健局紐王製部

管繕際〉

中 尾 敏 郎 君 明 石 市 右 手 旗rnr196

陸奥武夫君名古屋市昭和l i ! l i 折戸

同T5 の26 ( 名古摩市

土木局建築採〉

岡 部 勇君西区九僚主主! の53C株

舎 員

江 藤 忠 貧 君

宮内日 s .fiE君

曾後部署事男君

地 方 曾 員

青 木 大 ー 君

杉田新五郎君

特 別 賛 助 員

上 中 智 君

市 川 文 三 君

卒 弁 武 次 君

普 通 賛 助 員

山 地 総 君

森 貢君

式合最士清水組穴阪支

底〉

中 垣 猛 君

木下彦太郎君

日根市次郎君

柴 μi 傍 鎚 君

矢 野 調 一 君

見 玉 貞 三 君

大嶋千太郎君

森下政太郎君



奔

啓

初

夏

之

侠

に

御

座

候

昆

愈

々

御

清

群

之

段

奉

慶

賀

侠

陳

者

弊

吐

儀

創

業

以

来

格

別

の

御

愛

顧

に

預

h

y

御

蔭

様

に

て

建

年

業

績

接

展

の

一

途

を

辿

h

y

参

-n

J
候

段

泊

に

難

有

戚

侃

在

罷

候

就

市

は

時

局

下

人

力

資

材

に

劃

す

る

国

家

的

見

解

の

下

に

此

度

弊

本

枇

並

に

東

京

出

張

所

を

共

に

大

府

工

場

へ

合

併

致

し

製

造

加

工

の

一

貫

作

業

と

経

管

の

集

約

簡

素

化

を

計

D

併

而

土

木

建

築

陶

器

統

制

曾

祉

の

配

給

機

構

に

依

る

プ

l

y

運

賃

制

を

活

用

致

し

取

引

の

固

滑

と

遁

確

な

る

機

簡

を

接

輝

仕

h

y

金

面

的

に

新

時

代

の

製

産

業

者

と

し

て

の

使

命

を

自

費

し

以

て

大

東

E

建

設

資

材

と

し

て

殊

に

共

柴

閤

へ

の

交

易

品

と

し

て

ラ

ス

・

モ

ザ

イ

ク

本

来

の

特

殊

使

命

令

」

益

ふ

し

大

い

に

職

域

奉

公

の

念

願

に

有

之

候

僚

何

卒

一

一

暦

の

御

引

立

御

鞭

捲

を

賜

度

〈

切

に

奉

懇

願

候

先

は

右

本

社

移

轄

並

に

東

京

出

張

所

閉

鎖

御

挨

拶

穿

々

得

貴

意

度

く

如

斯

御

座

候

敬

具

昭

地

十

八

年

七

月

日

愛

知

賜

知

多

郡

大

府

町

大

府

三

十

八

呑

地

日

本

陶

織

株

式

含

社

電

話

大

府

一

O

八

番

遁

市

弊

所

在

地

は

名

古

屋

市

南

郊

に

し

て

東

海

道

線

大

府

騨

下

車

数

丁

に

御

座

候

僚

精

k

御

光

来

被

下

度

御

待

ち

申

上

候

品

附

ほ

資

材

開

係

並

に

研

究

機

関

と

し

て

左

記

設

置

致

候

大

阪

市

北

直

芝

田

町

六

十

五

存

地

日

本

陶

織

株

式

曾

社

大

阪

事

務

所

電

跨

北

一

一

一

O

一
一
一
呑

忠

明

詰

誇

優

良

選

定

品

竹;

開E

建 築 と 註 曾

第26輯 第 7 蹴

格

ロロ

フ

ス

不

二

式

竹

い

l

ル

不

二

式

精

子

戸

滑

伊

丹

式

木

枠

付

精

子

戸

滑

不

二

純

木

製

戸

車

1舟 50銭ぐ郵税2銭〕

毎月 l回1日吉並行定償⑧

12:11骨 6倒 ( 1/ 24銭j

昭和 18年 7 月10日印刷昭和 18年 7 月15日設行

後行・鵠斡 戸 川 弘

印 刷 人

大阪市北区朝日ピル日本建築協舎内

刷 所 新日本印刷有限合世

大 阪 市 北 区 南 錦 町 46 帯 地

行 所 在 回 日 本 建 築 協 合

大阪市北区中之島 3 ノ 3 朝 日 ピ ル

電話長北潰(23) 4501番 ( 9)

主主替口慶大阪 3 9 9 75 番

目本出版文化協合合員番号虎222043

給 元 日本出版配給株式合駐

東京市市申回直淡路町 二 丁 目 九 番 地

I' D  

澄

配

ZE 大 阪 伊 丹 薗 庖

大阪市商m: 叙中遁 P 一丁目ニ0 番地

唱l t I 舌土佐掘鴎 8 2 4 1 7 ・4 8 0 4

禁 轄 載

本宮虎に潟載せるものは一切とれを無断にて

車尊重実し又は寧行 本 に 上 梓 そ の 他 の 複 製 行 震

をなすととを禁ず。



-

第

二

六

集

第

七

号

掲

載

広

告

一

覧

(

掲

載

順

)

竹

原

文

泉

社

日

本

竹

筋

工

業

所

米

本

栄

商

底

ラ

イ

ト

ラ

パ

l

商

会

日

光

雄

材

社

織

本

建

築

設

計

計

算

事

務

所

矢

橋

大

理

石

商

応

南

満

控

材

工

業

所

建

築

金

物

商

会

平

必

釣

戸

車

製

造

所

協

和

製

作

所

大

阪

袋

一

業

セ

メ

ン

ト

前

回

向

蛾

研

究

所

大

西

商

府

萩

工

業

東

洋

リ

ノ

リ

ュ

l

ム

東

亜

化

工

共

立

屯

気

商

会

光

握

制

正

社



復刻版建築と社会第78巻

1995年 10月 9 日 発 行

本体価格 18，000円

発 行 者 船 橋 治

発 行 所 不二出版株式会社

干 113 東 京 間l 文 京 区 'ri) 丘 1- 2- 12

T  E  L03 (3812)4433 

印 刷 所

製 本 所

ニ 進 社

青 木 製 本 所

落丁，乱丁本はおとりかえいたします。


